
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    Wandervogel　２


    
      相磯　巴

    


    
      イラスト　ハラカズヒロ

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    Chapter.4　森林大陸シャングリラ


    Chapter.5　不夜城パラディソ


    Chapter.6　歓楽街キサナドゥ

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    [image: ]

  


  
    　戦闘終了から５時間が経過した。


    　太陽の白い光に照らされて、景色が少しずつ色を取り戻し始めた。


    　何事もなかったかのように絶え間なく波打つ海を見ていると、浜で激しい戦闘があったことを忘れそうになる。白い砂浜に広がっている巨竜ヒユージドラゴンの残ざん骸がいは、今朝がたまで舞い散り続けた世界樹ユグドラシルの花弁に埋もれていた。花は強力な治癒力を持っており、生きていたユウキたちはもちろん、魔法剣で爆破・粉砕されバラバラになって飛び散った巨竜の骨や革までもを再生させている。正確に組み立てて繫つなぎ合わせれば、また動き出すのではないかという有様だ。


    「……この槍やり、オッサン……ポセイドンだったか？　あいつのだろ」


    　この世サーフエスの海を創造した神を〝あいつ〟呼ばわりしたのは、尻しつ尾ぽと獣けもの耳みみがトレードマークの男、人狼ウエアウルフのゼノ。彼は巨竜の残骸から、ポセイドンの愛あい槍そう・トライデントを見つけた。


    「どうして槍だけ……？」


    　ゼノの隣にいた片眼鏡モノクルをかけている帽子っ子──リリアがつぶやいた。


    「ユウキの姉がパクって投げたのは見た。……あのオッサンのこった、回収すんの忘れてったんだろうよ」


    　ゼノはトライデントを拾い上げようと、その長い柄えに触れた。すると途端、柄が液状化し、とぷん、とゼノの指が枝の中に沈んだ。


    「っ……？」


    　ゼノが未知への恐怖から慌あわてて手を離すと、水銀のようにドロリとした表面が、硬質な輝きを即座に取り戻す。ゼノは指を見て、液体がついていないことを確認した。


    「面白い素材でできてますね」


    　リリアも触ってみたが、ゼノ同様、柄が液状化してしまって摑つかむことができなかった。どこを触っても、同じように液状化してしまう。ゲルとかゼリーのような半固体・半液体ではなく、完全な液体の手触りなのだが、槍の形状が崩れてしまうことはない。


    「一種の拒絶反応でしょうか……タマキさんは、これを手に持って投げたんですか？」


    「ああ。なんでオレらの手じゃ摑めねえんだ？　力が足りねえからか……？」


    　ゼノは槍を持つことのできなかった右手を握っては開いた。


    　タマキは、この青い三みつ叉またの槍を持つことができた──それは怪力のおかげではないか、とゼノは推測した。タマキの握力は、十数日前、開拓船内にある水槽室で身をもって知らされている。ゼノは腕っぷしの強さに自信があったが、タマキには到底かなわない自覚もあった。


    「単純な力ではないと思います」


    　自信ありげにリリアは言う。


    「この槍は、神様の所有物ですから、現役の幻想遺物オーパーツなのだと考えるのが妥当でしょう」


    「そうだな」


    　人間の店で売っているような量産品を神が愛用しているとは考えにくい。


    「武器は使い手に選ばれるものですが、一部のオーパーツはそうではなく武器が使い手を選ぶとされています」


    「ユウキの魔剣グラムとかか」


    「そうです。非力なユウキさんでもグラムを持つことができています。この槍やりもグラムと同じで、単純な力で装備の可・不可が決まる類たぐいの武器には見えません」


    「だったら、なにが足りないんだ？」


    「潜在神格ポテンシヤルだと思います」


    「ポテンシャル？」


    「ざっと説明しますと──」


    　あらゆる動物は、ライフ、オフェンス、ディフェンス、テクニック、メンタル、アジリティ、６つの能力値ステータスを持っている。しかし、それだけでは説明がつかない力を持つ人が稀まれに見られる。そうした人の力を説明するのに使われるのが、潜在神格……いわゆる隠しステータスである。


    　潜在神格の存在を提唱しているのは、おもに考古学者たちだ。古代遺跡を調査したり、古代文字で記された歴史書を読み解くことなどを生業なりわいとしている彼らは、人は神の似姿であるという。人と神が持つ原型イデアは共通であり、潜在神格が高い人は、ほとんど神そのものになる。


    　潜在神格は未いまだ仮定の域を出ない能力だが、それはカリスマ性だとか存在感といった形で現実の世界に如実に顕あらわれていると考えられている。


    「……この槍はユウキの姉を拒絶しなかった。ユウキの姉は神と同等のポテンシャルを持っているっつうことになんのか？　だとしたら、神、ショボすぎだろ」


    「それは極端すぎると思います。装備の可・不可を決めるのが、ポテンシャルの高さだけとは限らないでしょう。……とはいえ、神と同等とまではいかなくても、タマキさんは高いポテンシャルを持っているはず」


    「なんでそう思う？」


    「ポテンシャルと血筋は密接な関係にあると考えられていますから」


    　たとえばリリアやゼノたちのいた浮遊大陸アトランテイスの王族は、神の血を引いているといわれ、それゆえにポテンシャルが高く、そのカリスマ性で安定した支配を実現してきた──と考古学者たちは解釈している。


    　勇者のポテンシャルに関する調査記録などない。ユウキとタマキのポテンシャルを計測する方法も、今のところないので、あくまでこれは、リリア一個人の考えでしかない。


    「血筋か……」


    　その単語は、ゼノが心の片隅に押しやっている劣等感を刺激した。


    　ゼノは顔や声に表われようとする怒りや悲しみを押し殺して、言葉を続けた。


    「……勇者に選ばれた理由が血筋とは、なんともつまんねえ理由だな」


    「説得力はあると思いますけどね」


    　彼が勇者として選ばれたのは、彼の先祖が勇者だったから──単純明快でわかりやすいロジックである。少なくとも、才能とか、突然変異とか、生まれ変わりとか、神が憑ひよう依いしているとか、そういった曖あい昧まいで信じがたい理由よりは、血筋がいい、サラブレッドである、といった判然とした理由の方が、人を納得させる力がある。


    「あいつらの先祖は王族だったりするのか？」


    「かもしれませんし、一般人の中に王族以上に高いポテンシャルの持ち主がいらっしゃってもおかしくはないと思います。案外、田舎でひっそり暮らしている人の方が、王族よりもポテンシャル高かったりしそうじゃないですか」


    「そうか……？　そんな力があるんなら、歴史に名を残すような傑けつ物ぶつになるのが道理だろ」


    「自分の力に気づかないまま一生を終える人の方が、圧倒的多数ですよ」


    「そういうもんかね……」


    「おーい、おまいらー、とってきたどー」


    　後ろの茂みの方からアイの声がした。ゼノとリリアが振り返ると、アイではなく熊型モンスターの死体を楽らく々らく引き摺ずっているタマキの姿があった。モンスターの大きさはタマキの体の十倍くらいあるように見える。まさか食事のためだけに、あんな大物をしとめてくるとは……。


    　タマキの後ろから、ユウキとアイが現れる。３人が森に向かった時点では、ぐったりして声をかけても無反応だったゼノが立ち上がっているのを見て、アイが声をかけてきた。


    「お、モリオさん、賢者タイムからお戻りになられましたか」


    「オレはモリオじゃねえっつってんだろ！」


    　人狼ウエアウルフ特有の尻しつ尾ぽをズボンに押し込んでいたせいで、股間がモッコリ膨ふくらんでいた──そんなしょうもない理由から、アイはゼノのことをモリオと読んでいた。このところかまわず下ネタをかましてくるアイの性格に、いいかげん辟へき易えきしているゼノだった。


    「つーか、賢者タイムってなんだよ!?」


    「それは男子にしか至れないといわれる快楽の境地」


    「なんで男だけ!?」


    「おいおい、それをアタシの口から言わせる気か……？」


    「いや、言わなくていい。お前は黙った方がいい……」


    　ゼノはアイから距離を置くため、頭が痛そうな顔をして森の方へと歩いていった。


    「ゼノさん、単独行動は控えてくださいよ」


    「小便」


    　ゼノはリリアに背を向けたまま答えた。


    「そう言っておいて、ひとり木こ陰かげでマスをかくモリオであった」


    「かくか！　変なナレーション入れんな!!」


    　怒るゼノだが、アイはこれっぽっちも悪びれていない。努めて明るく振る舞っているのか、それとも、素でやっているのか。……後者だろうな、と傍観していたユウキは思う。


    「ユウキさん、マスってなんですか？」


    　なんとはなしにリリアに尋ねられた。


    「…………」


    　──よりにもよって、それをぼくに訊きくのか……。答えてしまった場合、どうなるんだろう。セクハラ？　いやいや、被害者はぼくの方だと言いたい。


    「ごめん、わからないや」


    「ユウキィ！　なにカマトトぶってんだゴルァ！」


    　アイがすかさずツッコむ。


    「噓うそをつくな！　自分に正直になれ！　クソムシであることを恐れるな！」


    　なんで噓ついただけでそこまで言われにゃならんのだ。


    「さァ、言ってやれ！　できれば赤面して、恥ち辱じよくに打ち震ふるえてる感じで言ってやれ！」


    「…………」


    　──アイは、ぼくに一体なにを期待しているんだ……？


    「リッちゃん、携帯発火装置ライター持ってる～？」


    「ありますよ」


    　タマキののんびりとした声にリリアは鞄かばんの中を探った。細かいポケットを律りち儀ぎに使い分けているので、すぐにライターは見つかった。ユウキは話が逸それたことにほっとした。


    「よかった～。生肉は危ないってユウくんがうるさくて～」


    「あ、そうですよね。食べるんだから、火を焚たかないといけませんよね」


    「薪まきを取ってこないと。できれば大量に。誰がやる？」


    　アイはタマキを見て言った。タマキが適任だと思っているのだろう。


    「あたし～？　じゃあ、あたしが薪を拾ってくるからね～」


    　タマキは嫌いやな顔ひとつせずに言った。


    「人手は多いに越したことはないと思うので、ゼノさんにも手伝ってもらってください」


    　リリアは未いまだに鼻提ちよう灯ちんを膨ふくらませているイサミへと視線を動かして、言葉を続けた。


    「イサミさんが起きてくれれば、タマキさんの仕事量も減るんですが……」


    　──これほどの直射日光を浴びて、なお眠り続けられるとは……。心しん頭とう滅めつ却きやくすれば光もまた暗しなのでしょうか。はたまた、単に瞼まぶたが厚いのでしょうか。


    「お、出すもの出して戻ってきたな。モリオ、おいで！」


    　かったるそうに歩いてくるゼノを見て、パンパン、とアイが強く短い拍手をした。


    「ほら、早くおいで！　カモン！　イエス、カモン！」


    　ゼノが頰ほおを引きつらせながら走ってくる。


    「オレは犬じゃねえ！」


    「人狼ウエアウルフなんだから、似たようなもんだろォ？」


    「全然違うわ！」


    「オレは犬じゃないっていうなら、もちろん手は洗ったよなァ？」


    「…………」


    「コイツ……洗ってないぞ！」


    「しょうがねえだろ。川まで行けってのかよ」


    「みんな、モリオさんの手に気をつけろ！　変な菌を移されるぞ（性的な意味で）！」


    「うるせえうるせえ！」


    「ゼノっち、ちょっといい～？」


    　タマキは薪まきを集める仕事ミツシヨンに協力してくれるようゼノに頼む。


    「構わねえが……オレとお前だけか？」


    「そうだけど～？」


    「……ユウキは？」


    　ゼノが横目でユウキを見て言う。


    「ぼくはモンスターの解体があるから」


    　モンスターの解体に耐えうる刃物は、イサミの刀を除のぞくと、魔剣グラム以外この場にはない。


    「そうか……」


    　ゼノはタマキとふたりで行動することに抵抗があった。明らかに自分よりも優れているつよい人間は、見ているだけでも劣等感でイライラしてくる。それとコンビを組んで行動するだなんて、勘弁してほしかった。


    「なにゼノっち、まさか、あたしよりもユウくんと一緒がいいの!?　ダメだよ！　男の子と男の子なんて、不潔だよ！」タマキが頰ほおを膨ふくらませる。


    「……は？」「……えっ？」


    　ゼノとリリアが似たような表情を浮かべた。それはシンクロナイズドと称したいほどよく似た表情だった。そのおかげか、この時だけ、ふたりは口を開かずとも会話することができた。


    　──ユウキこいつの性別って、女だよな？


    　──ええ、まあ、はい……。


    　──でも今、男の子っつったよな？


    　──ええ、まあ、はい……。


    「ゼノっちって、もしかしてコッチの人？」


    　タマキが真剣な顔つきで手の甲を頰に当てつつ言う。


    「いや……待て……頼むから待ってくれ……」


    　ゼノは今一度、ユウキの外見を観察した。ユウキの足下から徐々に視線を上げていき、頭頂部のアホ毛まで。


    　胸が平らな女性を彼は腐るほど見てきたので、ユウキもそういう女性なのだと決めつけてた感はあった。が、そのことを差し引いてもなお、気が弱そうな女剣士にしか見えない。


    「ユウキ……お前……男なのか……？」


    「ぼくは今まで女の子だと思われていたことに驚いているよ……」


    　──ゼノはともかく、一か月前から会っているリリアもだとは……。まぁ、自分が男だとか女だとか、わざわざ言わないから仕方がないのかもしれないけどさ……。


    「ユウキ、確かめさせてやれ」


    　アイがノリノリで会話に割って入る。


    「やだよ！　相手がコッチだろうとアッチだろうと女の子だろうとやだよ！」


    「なんで言ってくれなかったんですか!?」


    　唐突にリリアがキレた。ユウキとアイは一時停止してリリアを見る。


    「男だって知ってたら、そんな服買いませんでしたよ！　なんでなにも言わないんですか！　そういう趣味の人なんですか!?」


    「いや、そういう趣味じゃないんだけど……」


    「女の子みたいな格好ばっかりしてるから間違えられるんですよ！」


    「…………」


    　そんなことはなかったと思うが、リリアの自己正当化を邪魔するとさらに怒られそうだったので、ユウキは口を噤つぐんだ。


    「……女のユウキさんは、ここで死んだということにしましょう」


    「ええー？　……まぁそれで受け入れてくれるならいいけどさ……」


    「そして新しく、男のユウキさんが誕生したということにします。というわけですから、死んでください」


    　リリアは鞄かばんからサバイバルナイフを取り出しながら言う。


    「ええ!?　本当に死ねと!?」


    「気持ちよく切り替えるための儀式ですよ」


    「わけわかんないって！　ちょ、待っ、まーっ！」


    　刃物を持ったリリアが追ってくる。


    「──なんで誰も止めてくれないの!?」


    　弟の命が狙ねらわれているというのに、姉ねえさんは蝶ちよう々ちようを追っかけてるし、イサミは寝てるし、ゼノは未いまだにユウキを見て首を傾かしげているし、頼れそうなのはアイだけだ。


    「アイ、助けて！」


    「声が小さいよ！　もっと大きい声で！」


    「リリアを止めて！」


    「ぜんっぜん気持ち伝わってこない！　もう一回！」


    「殺されアッ──」


    「はい今殺された！　今キミの背中にナイフ刺さった！　そんな時はコレ！　世界樹ユグドラシルの花！」


    



    　　──しばらくお待ちください──


    



    「いやあ、なんて便利なんだろう、世界樹の花。いくらでもタダで拾えるのに、こんなに効果があっていいのかなァ？」


    　ユウキの背中からナイフを抜いて、世界樹の花を詰めたら、ものの一分もかからず完治した。


    「ユウキー、もう治ったから起きていいんだぞー」


    「……もう嫌いや……痛いの嫌……リリア怖い……」


    　ユウキは怪け我がが治っても横になったまま動かなかった。


    「オレとお前だけでも別にいい……が、そこの侍さむらいヤローも働かせるべきだろ」


    　タマキとふたりきりになるのが本気で嫌だったゼノは、ユウキが精神的に死んだままなので、未いまだ熟睡中のイサミを巻き込むことにした。


    「わたしも働いてもらいたいとは思っているんですけど……」


    　あれだけ騒いだのに、イサミの眠りの妨げにはならなかったようだ。


    「なんで起こさねえんだよ」


    　ゼノに言われて、アイとリリアは顔を見合わせた。タマキは聞いちゃいなかった。


    「どうせ、年上だからとか、教官だからとか、そんな理由だろ？　そんなん、どうでもいいだろ。ここでは皆等しく遭難者だ。こいつだけ特別扱いする必要なんざねえ」


    「特別扱いしているわけではないんですが……」


    「どうだか」


    　ゼノは肩を竦すくめたのち、イサミの方へと歩いていく。肩を揺さぶるなり頰ほおを叩たたくなりして、無理矢理にでも起こすつもりだった。


    「ゼノさん、やめてください！　殺されますよ！」


    （……なに言ってんだ？）


    　んなわけねえだろ、と高をくくり、ゼノは死の宣告をスルー。イサミはあぐらをかいたまま寝ている。ゼノはイサミの肩に弱めの前蹴げりを入れようとした。


    　ゼノの足が肩に向かって伸び始めた瞬間、イサミの能力アビリテイ〝バーサーカーモード〟が発動した。


    「キエエエエエエエエエッ！」


    「うおおおおお！」


    　昼間だというのに光を少しも反射しない黒い刃が、ゼノの前髪をはらりと切り落とした。ゼノは上体を後ろに反らして避よけたが、蹴り足が浮いていたため、回避運動スウエーバツクに伴う重心の移動に軸足が耐えきれず、背中から砂浜に倒れこんだ。


    「──っぶねぇぇえええ！」


    　がばっと上体を起こしてゼノが叫ぶ。己の反射神経と格闘家として鍛きたえた軽い身のこなしがなければ、首が飛んでいた。世界樹ユグドラシルの花があっても首を切られれば死んでしまう。


    「はぁ……だから言ったのに……」


    　リリアは呆あきれの中に安あん堵どの混ざった息を吐いた。
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    　こちらリリアに刺され、世界樹の花で復活を果たしたザ・ニューユウキ（♂）は熊型モンスターの肉塊をバラバラにしていた。


    「いやァーよかった。胆たん嚢のうが潰つぶれてなくて」


    　切り離した胆嚢を手に持ったアイが、大げさに喜びの声をあげる。


    「ここから胆汁が漏もれてると、肉がまずくなっちゃってねェ」


    　熊の胆いはべらぼうに苦く、美味ではない。ただし、乾燥させた胆嚢は薬の素材として高値で売れる。熊型モンスターが狩りハントの対象になりやすいのは、そのためだ。


    「ただいま～！」


    　タマキが森から木材を山のように抱かかえて戻ってきた。


    「タマキ、こっちこっち」


    　目の前が見えていなさそうなタマキをアイが誘導する。


    「よいしょ～！」


    　タマキは森で調達した木材をどんがらがっしゃと砂浜に落とした。


    「これだけあれば十分でしょ～」


    　渋々ついていったゼノの調達分もあるので、もう一往復してもらう必要はなさそうだ。


    「なるべくこうやって、表面積が増えるようにしてください」


    　リリアの指導で薪まきが積み上げられていく。


    「ふぁいや～！」


    　積み上げられた薪の中心にタマキが火をつける。のろのろと火が燃え広がっていき、丸太を組んで作ったキャンプファイヤーほどではないにせよ、そこそこ大きな炎が立ちのぼった。


    　ようやく朝食の準備が整った。浜辺にあった平べったい大きな石を鉄板代わりにして、細かく分けた生肉をどんどん焼いていく。


    「ウッヒョォォオオオ！　焼き肉じゃああああ！」


    　タマキはバックミュージックなしに情熱的なサンバを踊り出した。


    「姉ねえさん、喜びすぎだよ……」


    　──まぁ、苦労したかいはあったかな……。


    「においが気になるようでしたら、これを使ってください」


    　森の民の集落にて、リリアは調味料を拝借していた。この地にしかなさそうなものだったので、物色せずにはいられなかったのだ。その中に、数種類の香草を粉末状にしたものがあり、モンスターの肉から獣けもの臭くささを取り除のぞくのに重宝した。


    「リリア、食べないの？」


    　焼き肉の刺さっている棒（モンスターの骨をユウキが加工して作ったフォークの代用品）を持ったまま静止しているリリアを見て、ユウキが尋ねた。


    「熊肉なんて食べたことないものですから……」


    「鳥がよければ落としてやるぜ」


    　落ちていた石を手に持ったゼノが、海辺を飛び回る鳥に注意を向けながら言う。


    「いえ、結構です……」


    　リリアはゼノの厚意を断った。


    　捕まえたモンスターをすぐ食べることに抵抗があるのかもしれないな、とユウキは思った。解体中、ユウキとアイは一度もリリアに話しかけられなかったから。とすると、熊肉が食べたくないというより、さっきまで生きていたモンスターの肉が食べたくないというべきで、熊が鳥になっても、それは同じことだ。


    　対照的に、ほかのメンバーの食いっぷりはすさまじかった。タマキは言うまでもなく、ゼノの勢いも鬼気迫っていた。しかも彼は人狼ウエアウルフなので、寄生虫など気にせず生なまのまま食べてしまう。食事中、ゼノの口からはずっと血が垂れていて、野性的というより野獣そのものだった。


    「ここの熊はうまい。また食いてえな」


    　そう言って、ゼノは垂れた血を拭い、食事を終えた。ふと、ゼノは自らのおかれている状況と自らが取っている行動を不思議に思った。


    （なにやってんだオレは……なんで律りち儀ぎにこいつらと一緒に食べている？）


    　学生ごっこをしているみたいで、滑こつ稽けいだった。開拓船に乗りこんだ時点では、こんなふうに同年代の、それも人間の男女と炎を囲んで肉を食べるハメになるだなんて、考えてもみなかった。


    　しかし、別行動を取る理由も特になかったりする。群れからはぐれた一匹狼は、決まって早死にする。こんな世界で死にたくはない。アイに命を救われた恩もあることだし、ここではパーティーの一員として行動するのが利口だろう……とゼノは考えた。


    「ところでイサミ先生の分、残しとかなくていいの？」ユウキがはっとしてつぶやく。


    　大食漢のタマキとゼノのおかげで、モンスターの可食部は綺き麗れいに消化されつつあった。


    「起きない人が悪いんです」


    　リリアが冷たく言い放つ。なんとなくだが、リリアはイサミに対して厳しいような気がする。


    「でさァ、これからのことなんだけど、とりあえず一いつ旦たん、村に戻ってみない？」


    「ええー？」


    　不満感がありありとこもった声を反射的にユウキが発した。


    「嫌いやなの？　なんで？」と発案者のアイがユウキに尋ねる。


    「ぼくが戻ったら、絶対面倒くさいことになるでしょ」


    「ユウキさんは村で一度、捕まっているんですよ」


    〝勇者様〟なせいで村で監禁されたユウキのことをリリアがアイに説明する。


    「要するに、村の連中はキミを用心棒にしたいわけだ」


    「そう。だから戻りたくないんだよ」


    　ユウキはうんざりした顔で言った。


    「なんだ、それなら大丈夫だって。最悪、村ごと滅ぼしちゃえばいいんだから」


    「えええ」


    　──さらりととんでもないこと言い出したよ、この人。


    「完全に蛮族の考え方だよ、それ」


    「しょうがないだろ。そうでもしないと、このままじゃ一生野宿だぞ」


    「そうかもしれないけどさ……」


    「あたしも滅ぼすの手伝うから、ユウくん安心して～」


    　──安心してって……そりゃ、姉ねえさんなら確かに滅ぼせるかもしれないけど……。


    「開拓飛行船トリプラヴイマナが戻ってくる保証もないんだから、村を拠点にして、この大陸を出る方法を探すのがいいと思うんだ。浮遊大陸アトランテイスに空飛ぶ船があったんだから、ここにもそういう移動手段があるかもしれないじゃん」


    　ここには菓子職人パテイシエが作る美お味いしいケーキも、デザイナーが作る洒落しやれた服も、一流調香師が作る心地よい香水も、なにもない。アイはこの大陸で一生を終えるなど願い下げだった。


    「そんなもの、都合よく見つかるわけがないよ」


    「まだ探し始めてもいないのに諦あきらめちゃうんだ……じゃあ、いいよ。ユウキはついてこなくて。アタシひとりでも探すから」


    　アイは「よっこらせっくす」と言って腰を上げた。


    「オレもつきあうぜ」


    　アイにつられるようにゼノも立ち上がった。


    「んじゃあモリオさん、ユウキが戻りたくないっていう村まで案内してくれ」


    「お前、道わかってなかったのかよ……」


    　ゼノは呆あきれたように目を細めてアイを見た。


    「はっはっは。まぁいいじゃないか。とにかく村に戻って情報収集だ」


    「ああ。まずは村の人間に話を聞いてみねえとな」


    　森に向かって歩き始めたゼノとアイを見て、タマキが「どうするの～？」とユウキに目で訴えかけてきた。


    「ちょ──」


    「ふたりとも、待ってください」


    　ユウキよりも先に、リリアがふたりを呼び止めた。


    「移動手段を探すより、もっと確実な方法があります」


    　そう言って、リリアはトランプケースと見間違えそうな小さな箱をポケットから取り出す。


    「なにそれ？」とアイ。


    「折りたたみ帆船スキーズブラズニルです」


    　リリアは波打ち際の方に歩いていく。ユウキたちもリリアに続いた。


    　リリアはくるぶしが海水に浸つかるあたりでしゃがみこみ、観音開きになっている小さな箱の上うわ蓋ぶたを開あけた。すると箱の中からトランプ大の薄い板が噴出し、ガガガガと騒音を立てながら組み合わさって、帆船を形成していくではないか。


    「わぁ～、すっご～い！」


    　10秒そこらで立派な中型帆船ができ上がった。キャビンはついていないようだが、マストが３本も立っていて、重量感があり、ペラい小さな板しか使われていない構造物には見えない。


    「開拓船の飛んでいった方角はわかっていますから、これで追いかけられます」


    　リリアのポケットから新たに出てきたものは、蓋を閉めている状態だと懐中時計のようにも見える羅ら針しん盤ばんだった。これを頼りに進路をとる。


    「こんなもん持ってんなら早く言えよ」


    　ゼノが帆船を見て言う。これに乗って開拓船を追うことに異論はないらしい。


    「モリオさん、リリアと海に出る気？」


    「ああ」


    「正気？　リリアといいキミといい、頭おかしいんじゃない？」


    「なんでだよ……」


    「この大陸の周りにも紫し海かいが広がってんのよ。あんた、もしかして知らなかった？」


    　紫海とは、巨大海獣の棲せい息そくしているＳＳＳトリプルエス級の危険地帯のことだ。


    「紫海には巨大海獣がいるから、海を渡ることはできないというんでしょう？　でも、浮遊大陸アトランテイス近海に巨大海獣が棲息していたのは確かですが、この大陸の近海にもいるとは限らないんじゃありませんか？」


    　リリアがアイに意見する。


    「それはまァ……」


    〝遠い〟なんて言葉じゃ全然足りないくらい、この大陸はアトランティスから離れている。巨大海獣の棲息域が、この大陸近海にまで広がっているのかどうかは、未知の段階だ。


    「でもなァ……」


    　──紫し海かいは死界。浮遊大陸アトランテイスから離れていようがいまいが、ＳＳＳトリプルエス級の危険地帯であることに変わりはないんじゃ……？


    「行ってみねえとわからねえんだからよ、なんと言われようが、オレは乗るぜ」


    「アイはビビりすぎですよ」


    「む。……ビビッてない。アタシは冷静かつ客観的に意見してやっているだけだ」


    「ビビッてますよ。いつもの度胸はどこにいったんですか？」


    「アタシを挑発してくるとは……いいだろう、行ってみようじゃないか」


    「ユウくんも乗るでしょ～？」


    「いや、ぼくは遠慮させてもらいたいんだけど……」


    「ええ～？　一緒に乗ろうよ～！」


    　美しい海原に帆船で漕こぎだすなんて、もう、それだけで最高！　とタマキは言わんばかりだった。自分が観光客ではなく遭難者であることをわかっているのか、甚はなはだ疑問である。


    「わかったよ……乗るよ……」


    「やった～！」


    「今のうちに墓を立てておいた方がいいかもしれないな」


    「アイ、縁起でもないこと言わないでくださいよ」


    「早く行こうぜ。ちんたらしてたら日が暮れちまう」


    　こうして、新たな異世界を目指し、５人の若者は──


    「待った！」


    　大きな声が砂浜に響き渡った。ユウキはびっくりして飛び上がりそうになった。


    「拙せつ者しやを置いていくつもりでござるか!?」


    　イサミが波打ち際に向かって駆けてきていた。そんな長い距離を走ったわけでもないだろうに、かなり汗をかいている。目が覚めたら誰もいなくて焦あせったんだろうと思う。


    「いたんですか」


    　リリアが平坦な口調で告げる。


    「いたでござるよ！　酷ひどい言いぐさでござるな！」


    「そう言われても……。いつまで経たっても起きなかったイサミさんが悪いんですよ？」


    「そうかもしれぬが、だったら起きるまで待ってくれてもよかろう!?　起きなかったから置いていくって、……鬼か！」


    「そう言われても……というかですね、わたしを止めなかったアイたちにも責任があるんですから、責めるなら先にそっちを責めてくださいよ」


    　責任転嫁。イサミは視線の先をリリアからアイに移した。


    「アタシ、イサミに責められるようなことしてないんだけど」


    「自覚なしでござるか!?」


    　無邪気ほど残酷な性質はない。


    「イサミんはね～、いなくてもいいかな～と思って～」


    「空前絶後のバッサリ感でござるな！　そりゃ確かにタマキ殿はお強いが、拙せつ者しやがいなければどうなっていたかわからない場面が２回はあった！」


    　→（カメレオン型モンスターに食われた時と、フレスヴェルグが高空を飛び回っていた時）。


    「ああ、そんなこともあったかもねぇ～」


    「お忘れっ!?　そんな遠い過去の話じゃないでござるよ!?」


    　昨日の話だった。


    　女性陣は鬼しかいないので、イサミは男性陣に救いを求めた。


    「ユウキ殿、女性陣に言ってやってくだされ！」


    「みんな、いじめカッコ悪いよ」


    「ええ!?　拙者、いじめられてるのでござるか!?」


    　年上で教官なのに……？


    「ええと、そなたは……」


    「ゼノだ。……オレに振られても困るぞ」


    　密航していたゼノと教官のイサミ。二人はほぼ初対面である。そりゃあ困るだろう。


    「これに懲こりたら、その〝何者も拙者の眠りを妨げること許さず〟なところ、どうにかしてください」


    　リリアに勧告され、イサミは「わざとではないのでござる！」と言い訳がましい言葉を返す。どっちが目上の人間なんだかわからなくなってくる。


    「寝坊が遅刻の理由として許されるのは学生まで。もう少し社会人としての自覚を持たれてはいかがですか？」


    「…………」


    　現役学生のリリアにそう言われ、イサミは立つ瀬がなく沈黙した。
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    「う～み～は、ひろい～が、なんも～な～い～♪」


    　タマキのユルい歌声が船首から聞こえてくる。長閑のどかなものだ。


    「ゴキゲンだねェ」


    「あたし、船に乗って海に出るの初めてなんだ～！」


    　気持ちよさそうな顔をしているタマキの後ろで、気持ち悪そうな顔のユウキが項うな垂だれていた。


    「ユウキさん、大丈夫ですか？」


    　舵かじを握りながら、リリアはつらそうにしているユウキに声をかけた。


    「うん……」


    　身動きはなく、弱々しい返事のみあった。


    （うええ……）


    　思った以上に揺れが激しい。この船、携行性は素晴らしいが、快適性は低いようだ。


    　開拓飛行船トリプラヴイマナは空を飛んでいるという感覚すらしなかったが、あれは特別で、乗り物というものは揺れるものだ。ユウキはマストにひしとしがみつき体を固定、揺れへの抵抗を試みたが、船酔いはいっこうに収まらなかった。


    「……不吉な色が混じり始めたでござるな」


    　透き通った海に、紫が編み込まれ始めた。船を進めるほどに、紫の配合率が上がっていき、海は紫色に染まっていく。


    　６人を乗せた帆船が紫し海かいに突入した。


    　アイの昨夜の記憶が蘇よみがえった。紫海上の空気は、世界樹ユグドラシルの頂上付近にあった竜りゆう巣そうの空気にそっくり──というかそのものだった。紫海とは、広大な海に生じた広大な竜巣なのかもしれない。


    「うっぷ……ゲボロシャァ──」


    「ひゃあ！　ユウくん大丈夫!?」心配顔のタマキと、


    「吐いた！　ユウキが吐いた！」と喜き色しよく満まん面めんのアイ。


    「なんでオメーは喜んでんだ！」


    　ゼノがアイの頭をどついた。


    「だってェ、なんにも起きなくて暇ひまなんだもん」


    「お前なぁ……」


    　ゼノはアイにかけるべき言葉が見つからなかったので、もう一発どついておいた。


    「乗り物に弱いのでござるか？」


    　イサミが屈かがみこみ、ユウキの背中をさする。


    「うっぷ……」


    　乗り物に弱い……それはそうなのかもしれないが、それだけが理由で嘔おう吐としたわけではない。ユウキはタマキの強い願いが生み出した半人半霊エフエジーであり、その場の霊的エネルギーマナに肉体が強く影響を受ける。


    　ユウキは紫海に入ってから、〝いるだけで衰弱していく自分〟に気づいていた。だが、それは誰にも言えなかった。言ったところで理解してもらえない、説明のしようもない症状だからと諦あきらめていた。


    　引き返してほしい──切実な願いが喉のど元もとまでせり上がってくる。が、船酔いくらいで弱音を吐くな、ゲロ吐いたくらいで甘えるな、と一いつ蹴しゆうされてしまいそうなので、我慢する。


    　──我慢している場合じゃないぞ。チャチなプライドなんか捨ててしまえ。でないと、取り返しがつかないことになるぞ。


    　理性と本能の二重思考ダブルシンク。どちらを行動に反映させるかユウキが悩んでいると、突然、船の前方の水面が盛り上がり始めた。紫色の水の中から、艶つややかな、黒こく耀よう岩がんを思わせる皮ひ膚ふが顔を覗のぞかせる。


    「ひょえ～！」「なんだ!?」


    　ゼノとタマキが船首の方に走った。アイは船から落ちないようにするだけで精一杯だった。ユウキとイサミは視線を船首の方にやった。


    　海底が隆起して山となる瞬間を早送りで見ているかのようだった。透明度の低い紫色の海面を割って、黒い超ちよう弩ど級きゆうの魔物が現れた。巨大海獣の一種、鯨くじら型モンスターだ。


    　突とつ如じよとして航路を塞ふさいだ巨大な物体の先端が割れたのを見て、リリアは眼前の山が生物であることを認めた。


    　リリアの着けている片眼鏡モノクルは、人間やモンスターの戦闘力ステータスを測ることができる解析器アナライザーだ。その数値を見て、　リリアは慌あわてて帆船の向きを反転させた。


    「撤退します！」


    　解析器によれば、レベルは２４４。とても雑ざ魚ことは呼べない数値だ。──紫し海かいでは、こんなのがホイホイ出てきてしまうのか？


    「うわ……」


    　鯨型モンスターの口がガパァと開いていくのを見て、アイは絶句した。
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    　すごく大きな、なんて表現じゃ全然足りないくらい大きな口に船が吸い込まれていく。魔界への門があるのなら、たぶん、この口みたいな感じだ。髭ひげの生はえ揃そろった入り口はグロテスクで、最奥は暗くて見えない。中に宇宙が広がっていても変じゃない。


    　今ならプランクトンにも同情してやれそうだ。抗あらがう手段がない。同じ海域に居合わせたことが運の尽き。ただ食べられるのを待つこと以外、アイにはできることがなかった。


    「鯨くじらさん、美お味いしいんだけどねぇ～」


    「食べられるって時に、よく食べることを考えられるな……」


    　鯨に反撃する手段がないのは、船首にいるゼノとタマキも同様だった。強しいて言えば投とう槍そう攻撃があるが、神槍しんそうとはいえ槍やり一本で巨大な鯨型モンスターを沈められるとは思えない。


    　そうこうしているうちに、開ききったモンスターの口が船のほんの僅わずか先まで近づいてきていた。帆船が方向転換を終えるよりも、鯨型モンスターの広すぎる口内におさまる方が早そうだ。


    「どいてくれ！」


    「うおっ」


    　ゼノを押しのけて、抜刀済みのイサミが舳へ先さきの上に立った。


    　──一か八か！


    「爆はぜろ、火車切カシヤギリ！」


    　イサミは黒い刃で虚こ空くうを斬きりつけた。空間に黒い疵きず痕あとが刻まれたかと思うと、虚空に走った亀き裂れつが閃せん光こうのごとく放射状に拡がった。


    　黒い疵痕が鯨型モンスターの口内を捉える。重力による空間圧縮で、モンスターの口が強制的に閉じられる。骨格が変形して壊れるほどの力だ。モンスターの体が圧縮され、萎しぼんでいく。


    　鯨型モンスターを倒すことはできなかったが、十分なダメージにはなった。船は方向転換を終え、モンスターから距離をとる。モンスターは口を萎ませたまま、紫色の海の中へと沈んでいく。巨体が沈む際に生じた波に乗って、帆船は加速した。


    （運がよかったでござる……）


    　精神統一を省略して放った火車切の成功率は、実のところ一割にも満たない。幸運ラツキーだった。


    「助かった……のかな？」


    　ユウキは気持ち悪さを堪こらえつつ、「鷹たかの眼」で海上を索さく敵てきした。モンスターは見あたらない。


    　しかし、痛めつけられて海の底に逃げ帰ったか……というユウキの予想は、楽観的すぎた。


    「……おい、どうなってんだ、これは……」


    　陸地に続く方位全ての海面に、海中から噴ふき出てきた紫色の泡が壁となって立ちはだかった。


    　鯨型モンスターは逃げ帰るどころか、海中深くから船を追ってきていた。


    　──バブルネットフィーディング。海中で気泡を吐き出して、その気泡で獲物の動きを阻害し追い詰める、鯨が編み出した高度な漁法だ。


    　本来は数頭の鯨くじらが力を合わせて行われる。しかし、モンスター化した鯨は、たった一頭で、海上の帆船の動きをも阻害する泡の檻おりを生み出していた。


    　船が前に進まない。濃密な泡に押し返されてしまう。


    「げッ……なんか下に黒い影が見えるんだけど……」


    　アイは手すりから身を乗り出し、船の下、海面を見て言った。


    「泡の出所も同じでござるな……さすがに真下に火カ車シヤ切ギリは撃てぬ……」


    　撃てば、船ごと圧縮され木こっ端ぱ微み塵じんと化してしまうだろう。


    「なにかできることはねえのか!?」


    「神に祈るとか？」とアイ。


    　ゼノは威厳があるんだかないんだかわからない海神ポセイドンの姿を思い出した。


    　──あんなんに祈ったところで、どうにもなりゃしねえな……。


    「ほかになんかあるだろ!!」


    「ない。モリオさん、死を受け入れるための説法でもしてやろうか？」


    「……マジかよぉぉぉおおおおお！」


    　ゼノは頭を抱かかえて失意体たい前ぜん屈くつ。タマキとゼノに限って言えば、水の上を走って逃げるという手段もあったが、走れる距離は10メートルそこらが限度で、陸地にたどり着く前にモンスターに追いつかれるのが目に見えていた。


    「色しき即そく是ぜ空くう、空即是色。生きることに意味があると思うも思わないも──」


    「やめろ！　そんな説法を聞きながら死にたくねえ！」


    　海面が大きく揺れていた。下から巨大な物体が近づいてきている。今にも鯨型モンスターが船の真下から大口を開けて急浮上してきそうだ。そうなれば、今度こそ逃のがれようがない。


    「短い人生でござった……カグヤ、約束を果たせなかった拙せつ者しやを許してくれ……」


    「諦あきらめんの早はえぇよ！　お前ら、もうちょっとジタバタしてくれ！」


    「おっけ～！」


    　タマキは手足をメチャクチャに動かした。タマキの激しい動きが船に伝わり、ぐらぐらと船が揺れ始める。


    「おまっ、やめろ！」


    　揺れる船上で転倒しかけたゼノが、苦し紛まぎれにタマキの背中を押した。


    「きゃあ！　ゼノっち、後ろからは卑ひ怯きようだよ！　次やったら刺すよ！」


    「怖こえぇよ！」


    「うああ、おなかすいてきたよ～」


    　タマキがジタバタしながら虚うつろな目をして言う。


    「疲れたんじゃなくて!?　さっきたらふく食ってたよな!?」


    



    『あんちゃん、ウチを使いぃ！』


    



    　船尾の方から風の精霊シルフの高い声が聞こえた。騒がしいゼノたちの横で、ひっそりぐったりしていたユウキは、残された力を振り絞り、シルフの方へと駆け寄った。ユウキがピンチのときは、その場所の霊的エネルギーマナの属性に由来する精霊が召喚される。海上なのに水の精霊ウンデイーネではなくシルフが現れたのは、ここが海上は海上でも紫し海かい上だからだろう。


    　その精霊をグラムで切ると魔法が発動する。ユウキは今まで何度もそのすさまじい力で助けられてきた。串刺しにされた地の精霊ノームは地震を、真っぷたつにされたウンディーネは津波を起こした。魔法というより天災に近い。だとしたら、海上ここでシルフが起こす現象も想像がつく。──台風だ。


    （……そこまでしなくてもいいよねぇ……）


    　自分がなすべきことは、魔剣グラムの発動する魔法剣による状況の打開。しかし、逃げるためだけに台風を起こす必要ないだろうし、なるべく自身の消耗を小さくしたいということもあり、ユウキはよろよろと立ち上がると、シルフのわき腹をちょこっと刺す。


    『あん♡』


    　くすぐったそうにシルフが笑う。この子は、ぼくを嗜し虐ぎやく趣味に目覚めさせようとしているのでは……とユウキは不安に思う。考えすぎかもしれない。


    　船の後方中空に、コンパクトな緑りよく色しよく魔法陣が浮かび上がった。シルフの姿は消え、声だけが聞こえてくる。


    『いつでもいけるで～！』


    　ユウキは間かん髪はつ容いれず発動の合図を告げる。


    「シルフの喜び！」


    　ユウキの発動の合図とともに、魔法陣から暴風が吹いた。暴風は旋回し竜巻と化し、帆船に爆発的な推進力をもたらした。


    　泡の壁をぶち破り、船はあり得ない速度と加速度ですっ飛んでいく。魔法陣は船にぴたりとついて暴風を吐き出し続ける。体に強烈な負荷がかかって、息をすることもままならない。


    　ユウキは反動でマストに叩たたきつけられ、海に落ちかけたイサミは舳へ先さきに体ごとしがみつき、リリアは舵かじに抱きついた。アイとゼノは手すりをありったけの力で摑つかみ、タマキだけが平然とちょっと前まで帆船があった海域を食らう鯨くじら型モンスターの雄姿を見て興奮していた。


    「「「「いいいいいいいいい」」」やっほぉ～！」


    　死地からの離脱を果たした船は、一気に紫海から抜け出し、森林大陸シヤングリラ近海まで暴走した。
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    　猛加速した帆船は、出発した砂浜が見えてきたあたりになって、ようやく止まった。


    「面白かったね～！」


    　タマキは興奮のあまり空腹を忘れていた。


    「ユウくん、もう一回やろうよ～！」


    「勘弁してよ……」


    　タマキはジェット帆船がいたく気に入った様子で、ユウキに「もう一回！」とせがんでいる。


    「やれやれ……リリアが無茶なこと言い出すから、こんなことになったんだぜェ？　生きてるからいいようなもののさァ、死んでも全然おかしくなかったよねェ？」


    　出航することに最後まで反対していたアイが嫌いやみったらしく言う。


    「わかってますよ……もう言いません」


    　紫し海かいの横断は不可能だ。ＳＳＳトリプルエス級危険地帯に認定されるに相応ふさわしい危険度を誇ることを身を持って体験した今なら、断言できる。


    　帆を畳んでユウキの魔法剣を先ほどとは反対の方向に発射すれば、それなりの距離を移動することはできるだろう。しかし、できたところで、結果として新しい大陸に着かなければ意味がない。ユウキの魔法剣は連発できないそうだから、最悪、紫海のど真ん中を漂流することになる。……そんなリスクを背負ってまで試してみる価値はない。


    「ま、結果オーライだったから、いいけど。なかなかスリルがあって楽しかったよ」


    　アイはけろりとした顔で言った。


    「よくはなかろう……」


    　イサミが疲れきった声を出す。ほかの仲間と３歳みつつしか違わないのだが、年齢を感じてしまう。


    「そういえばユウくん、気持ち悪いの治った～？」


    「ああ、うん。もう平気だよ」


    　いつの間にか回復していた。魔法剣を発動した直後が一番つらくて、帆船暴走中は気持ち悪さを感じているどころではなく、森林大陸シヤングリラ近海に着いた時には衰弱を感じなくなっていた。


    　船から浜に降りると、さらに肉体に活力が戻ってくるのをユウキは感じた。回復力には自信があるが、それにしたって早すぎるような気がする。


    「ゆうしゃさまー！」


    　帆船を畳んでいるところに、現地の子供たちが駆け寄ってきた。なかにはユウキたちと面識のある子もいた。彼らは好奇心を武器に魔物のいる森を抜けて砂浜までやってきたらしい。ここから村まで一時間はかかる。子供にとっては大冒険だったろう。


    「子供たちだけで帰すわけにはいきませんし、情報収集も必要です。わたしたちもこれから、この子たちと一緒に村に行きませんか？」


    　リリアの提案に逆らう者はいなかった。ユウキは村に戻りたくなかったが、自分ひとり砂浜で待機するほどの唯ゆい我が独どく尊そんっぷりは持ち合わせていないので、提案に従うほかなかった。


    　子供たちを伴って森に入ってから、間もなく日が沈み始めた。夕日で森が赤く染まる。


    　逢おう魔まが時とき──魔物が活発化しだす時間帯だ。


    「……あれ？」


    　アイが急に立ち止まった。なにかを見つけた様子だ。


    「どうしたの、アイ？」


    「……いや、なんでもない……」


    　アイは覇は気きのない声を出し、視線を前に向けて、なにごともなかったように歩きだした。


    　疲れているわけではなさそうだが……ユウキはアイが元気をなくした理由を考えた。


    （さっき、なにか見ていたよな……なにを見ていたんだろう？）


    「鷹たかの眼」を周囲に走らせると、すぐにアイがなにを見たのかわかった。


    　猪いのしし型モンスター──きっとアイは、猪型モンスターをグリンと見間違えたのだ。


    　アイのペット・グリンはこの大陸で行方不明になったと聞いている。今でもアイはグリンが生きていると思っていて、その姿を無意識のうちに捜してしまっていたのだろう。


    　ユウキは「鷹の眼」を村に着くまで発動させ続け、グリンのことを見逃すまいとした。


    　──頼むから死体で見つからないでくれよ……。


    「ゆうしゃさま、ゆうしゃさま」


    「……なにかな？」


    　ユウキは「鷹の眼」を発動させたまま応じた。


    「ひゅーじどらごんっていうのたおしたの、ゆうしゃさまでしょ？」


    「ああ……ぼくだけじゃなくて、みんなでたおしたんだよ」


    「おおー、けんきょっていうやつ？」


    　子供は尊敬の眼まな差ざしでユウキを見た。


    「ゆうしゃさま、これ、あげる！」


    　ユウキは緑色の珠たまを子供から贈られた。──感謝の印みたいなものだろうか……。


    　緑色の珠は占術師が使う水晶玉と同じくらいの大きさで、滑らかな表面も水晶玉に似ている。


    （魔ま石せきみたいだな……）


    　高純度の霊的エネルギーマナを蓄えた宝石のことだ。この淡い緑色の珠に、魔石と呼ぶに値するだけのマナが詰まっていることが、特殊な目を持つユウキにはわかった。


    「さっき、すなはまでひろったんだー。きれいでしょ？」


    「そうだね。ありがとう、大事にするよ」


    　ユウキと子供たちのやりとりをイサミがじろじろ見ていた。


    「……どうしました？」とイサミの視線に気づいたユウキが言った。


    「その石、拙せつ者しやに見せてくれぬか？」


    「いいですよ」


    　ユウキはイサミに石を手渡した。


    「これはもしや、龍りゆう珠じゆでは……」


    　魔ま石せきを落とすモンスターは２種類いる。魔石を飲みこんだせいで魔物になったモンスターと、体内のマナを魔石にして蓄え、いざという時に予備エネルギーとして使用するモンスターだ。幻想種のフレスヴェルグは後者と思われる。


    　イサミが見た古代文献によると、貝が体内で真珠を生成するように、ドラゴンは体内で龍珠を生成するそうだ。アトランティスでは幻想種が絶滅してしまっていたので詳しくはわからないが……。


    （もう何体か、ああした巨大な幻想種を倒してみないことにはわからぬな……）


    　倒してみて、同じような珠たまが見つかれば、これが龍珠だと確信できるだろう。


    　──イサミは龍珠を必要としていた。彼の妻カグヤの両親は、龍珠を７つ集めて持ってくれば、ふたりの結婚を認めるといっている。ドラゴンが持っているということしかわからない伝説上のアイテムは、界外に出なければ決して見つけられなかっただろう。


    「……イサミ先生、それ、あげますよ」


    「いいのでござるか？」


    「はい。ぼくが持っていても、使い道ありませんから」


    「しかし、これはユウキ殿がもらったものでござるし……」


    「子供たちは、そんなこと気にしませんよ」


    　それは鈍感者の考えだとイサミは思ったが、確かに子供たちはあまり気にしていない様子だ。イサミはありがたく頂戴することにした。


    「ここまで来たら、モンスターに襲おそわれることはなさそうですね」


    　ユウキとイサミが緑色の珠のやりとりをしているうちに、村の入り口が見えるところまで来ていた。村からは賑にぎやかな空気が漂ってきている。


    



    　村では宴うたげが始まっていて、果実酒とそれに合う肉料理などが振る舞われ、老若男女が歌えや踊れのどんちゃん騒ぎをしていた。昨日もグリーンドラゴンを倒したあとに宴を開いていたにもかかわらずだ。またか、とユウキは少し呆あきれた。宴会好きな人々なのだろう。二夜連続でも、宴なら大歓迎のようだ。……どこの世界の人も、そんなものかもしれない。


    　昨日の宴と違うのは、世界樹ユグドラシルの花が装飾やら料理やらにふんだんに取り入れられている点だ。恒例行事ゆえに昨日よりも儀式的な意味合いが強く、村人のテンションも高い。テンションが上がりすぎてトリップ状態で近寄りがたい村人の姿も見受けられる。


    　勝手に森をうろついていたのがバレてはマズイと、子供たちはあちらこちらへと散っていく。残された６人が所在なさげに村の入り口で立ち尽くしていると、村人から声をかけられた。


    「おお、勇者様！　おーい、村長！　勇者様がお戻りになられたぞ！」


    　祭りの進行役として働いていた村長が、慌あわてて仕事を放り出してやってきた。


    「よくぞ戻られた！」


    　村長がユウキの右手を両手でがっしと握った。


    「一部の者が無礼を働いたと聞いた時には、もう戻ってはこられないだろうと思っていた」


    　村長はユウキに頭頂部が見えるくらい深く頭を下げた。


    「あれは村全体の意志ではないのだ。わかってほしい。だが、無礼を働いた事実は消えない。私の方からも、村を代表する者として謝らせてくれ。本当にすまなかった……」


    　すまんですむか、と文句をつけようかとも思ったが、また牢ろう屋やに入れられることはなさそうだったので、ユウキは村人を赦ゆるした。──この村のことを、ぼくはまだよく知らない。愛想を尽かすのは、もう少し知ってからでもいいだろう。


    「子供たちから聞いたが、巨竜ヒユージドラゴンを倒してくれたのも勇者様なのだそうで……なんとお礼を申し上げたらいいものか」


    　フレスヴェルグをユウキが倒したという話は、子供たちによって早くも広められていた。


    「お礼は申し上げてくれなくていいから、アタシたちに寝床を提供してくれない？」


    「用意しよう。竜を倒し、世界樹ユグドラシルに花を咲かせた英雄に寝床を貸さないなど、仁義に反する」


    「お借りする期間が１日２日ではすまないかもしれないのですが……」


    「何日でも構わないとも。好きなだけ泊まってくれていい」


    　……なんという神対応。


    「しかし、そんなに長く滞在してよろしいのか？　あなた方が乗ってきた空飛ぶ船は出発してしまったようだし……あ、いや、こちらとしては大歓迎だが」


    　村長は６人のことが心配なようだ。まだ若い男女が異界の地に取り残されている状況は、他人から見ても心配になるらしい。


    「村長殿には、拙せつ者しやから事情を説明させてくれ」


    　イサミがパーティーを代表して言う。


    「みんなには、祭りを楽しんでもらいたいでござる」


    　それじゃあ、お言葉に甘えて……という流れで６人は解散した。


    　イサミとリリアは村長の案内で村長の家に向かった。


    「リリア殿はいいのでござるか？」


    「ああいうのは苦手なので」


    「……そういえば昔から、リリア殿はパーティー嫌いでござったな」


    　リリアは積極的に他人に話しかけないタイプなので、パーティー会場では壁の花になりがちだった。


    「ええ。それに、説明をイサミさん任せにしたくありませんから」


    「信用ないでござるな……」


    



    　ユウキ、タマキ、アイ、ゼノの４人は村最大の広場に移動した。


    （早くここから立ち去りたい……）


    　近隣の集落からも人が来ているため、世界首都メトロポリスの商業区を彷ほう彿ふつとさせる人口密度だ。ユウキは早くも人に酔っていた。こんなに多くの人がこの地に住んでいるだなんて予想外だ……。


    「酒に女に音楽……最高じゃねえか」


    　昨日の宴うたげと違って、主しゆ賓ひんとしてもてなされるわけではないので、どういう楽しみ方をするのもゼノの自由だった。


    「アタシたちも早く交まざろう！」


    　アイはユウキたちを急せかすように言った。


    「おなかいっぱいになるまで食べていいんだよね～？」タマキは早くも涎よだれを出している。


    「いいんじゃないかな……」


    　広場の中央には寸ずん胴どう鍋なべのような大容量の土器がいくつもあって、その中には数種類の汁物が入っていた。昆虫の佃つくだ煮にや、カビのスープ、蜂はち蜜みつの巣を砕いただけのものなど、森の民ならではの料理が多数並んでいる。どれも見慣れないもので、手に取ることをユウキが躊ちゆう躇ちよしていると、「遠慮しないで食べて食べて！」と軽く酔っている中年女性に勧められた。おそるおそる口に運んでみると、食べられなくはなかったが、嚙かんでいてジャリジャリいうし、味が濃厚すぎてユウキの口には合わなかった。対照的に、ユウキの隣にいたタマキは食べっぷりがよく、村人たちに好感を抱かれていた。


    　いつの間にか近くにいなくなっていたゼノを捜すと、酒の入ったコップ片手に村の若い女の子たちとイチャついているところだった。胸が豊かな女性たちに囲まれて、彼はユウキたちと一緒にいる時よりも遥はるかに楽しそうだ。その社交性をなぜ仲間内で発揮しようとしないのか、ユウキにしてみれば謎なぞだった。


    「新しい食材が届いたぞー！」


    　広場の外から、若い村人が張り上げた声が聞こえた。村人が食材を見に移動し始めた。なにやら面白い食材らしい。興味を引かれたユウキたちも、人の波に乗って見にいった。


    「通るぞー！　どいてくれぇ！」


    　網の中で暴れ回る食材を力尽くで引っ張って歩く小太りの男。その突き出た腹は、柔らかそうではない。肉がぎゅっと詰まっていそうで、力強さが感じ取れる、戦闘に適した狩人ハンターの体だ。


    　まだ生きている食材を見て、ユウキは頭上に感嘆符を浮かべた。


    「グリンじゃないか！」


    　アイのペット、空飛ぶ猪いのししグリンブルスティ。黄金の体毛を持ち、風船のように膨ふくらんだり萎しぼんだりするモンスター。今は大きく膨らんで、束縛している網から抜け出そうともがいている。前に見た時よりも野性を取り戻したのか、迫りくる死を察知して生存本能に火がついたのか、体全体からモンスターらしい凶暴性を放散していた。


    　アイは狩人とグリンの方へ、障害物むらびとたちをどかしつつ、まっしぐらに駆けていった。


    「でっけぇー！　おじさん、丸焼きにしてよ！」


    　村の少年が興奮気味に叫ぶ。悪意は全くないのだろうが、アイにとっては許せない発言だった──が、今は少年に私的制裁を加えているどころではない。


    「止まって！」


    　アイは両手を広げ、大の字に立って狩人の進路を塞ふさいだ。狩人とアイの視線が交錯した。


    「どいてくれって……ん？　……あ！　あん時の嬢ちゃん！　オッサンのこと覚えてるか？」


    「覚えてるよ。村への行き方、教えてくれてありがとう」


    　その狩人は、アイがこの地に来て初めて接触した現地民だった。


    「悪いんだけど、その猪いのししはアタシのペットなの。放してあげてくれる？」


    「なに？」


    　噓うそをつくな、と思いながら狩人が猪型モンスターを見ると、凶暴性は鳴りを潜め、アイに服従する意志を見せていた。空気が抜けて小さくなった猪を見て、少年が「ちっちぇー……」とガッカリした声でつぶやいた。


    「カメレオンに跨またがっちまう嬢ちゃんだからな……猪も犬猫同然ってわけか。やれやれ、ご馳ち走そうが一個減っちまうが、まぁいいだろ」


    　狩人は少しばかり惜しげにグリンを手放した。


    　グリンが網から飛び出して、アイの胸元に飛び込んだ。アイはグリンをぎゅっと抱きしめた。


    「よかったね～」


    「うん！」


    　タマキの言葉に、解放されたグリンとじゃれ合っているアイがうなずいた。その様子を見て、狩人は自分のしたことが間違っていなかったと確信した。


    「殺さなくてよかったぜ。あんまり綺き麗れいな猪だから、罰ばちでも当たるんじゃねえかと思ってなぁ……長老に殺してもいいか訊きいてみることにしたんだ」


    「本当にありがとう」


    　アイは狩人に感謝の言葉をかけた。


    「あと二十歳若かったら、頰ほおにキスくらいしてあげてもよかったよ」


    「あと二十年早くきてくれよ……って、嬢ちゃんまだ生まれてねえか！」


    　狩人は豪快に笑いながら、装備を片づけに自分の家へと帰っていく。


    「勇者様、楽しんでおられますかな？」


    　狩人と入れ替わるように現れたのは、村の長老だった。


    「宴うたげはまだまだ続きますぞ。飲みすぎて眠ってしまわぬよう気をつけなされ。ふぉっふぉっふぉっ」


    　長老の祭りを楽しむためのアドバイスをユウキは右から左へ流したが、長老の言うとおり、日が沈んでからが本番なのは確かだった。


    　日没に合わせて料理と酒が変わり始める。新たに出てくるのはアルコール度数の高い酒ばかり。料理は手のこんだものが減り、動物の内臓を串に刺して焼いただけのものや、怪しい模様をしているキノコまるごととか、料理と呼んでいいのか微妙なラインナップに変へん貌ぼう。ただでさえ食指が動かなかったのに、さらにユウキの食欲は削そがれた。


    　またそれなりに食べられそうなものが出てくるかもしれないし、今のうちにトイレに行っておこう、とユウキは思った。彼はタマキとアイに断りを入れて、村の外れ、果樹霊園の脇にある公衆トイレを利用しにいった。


    　この村には公衆トイレしかトイレがないので、これだけ人が集まれば混んでいてしかるべきなのだが、トイレは空すいていた。より詳しくいえば、人っ子ひとりいなくて果樹の下に眠っている死者の霊でも出てきそうな趣おもむきであった。


    （……そういえば、ここじゃあ、どこでしたっていいみたいだからなぁ……）


    　野グソ上等、木の陰は全てトイレです、というのが現地民の感覚らしく、ユウキも既に何度か、その現場に遭遇してしまっていた。


    　それに公衆トイレといったって、野外に狭い個室を作って外から見えなくしただけの設備で、個室の中に掘った穴の底に排はい泄せつ物ぶつを溜ためる、いわゆるポットン便所。肥料が得られてエコロジーだが、衛生面には難がある。要するに、臭くさくて汚い。しかも明かりがないことはないが薄暗く、馴な染じみのない様式ということもあり、余計な時間を消費させられた。……まぁ、足を踏み外して穴に落ち、クソまみれにならなかっただけいいとしよう。


    　──やはり、ここに移民して、この地を終ついの住処すみかにするだなんて、ぼくには考えられない。この地の暮らしは、ぼくには合わない。一日も早くディアプレペスに……せめて開拓船に戻りたい。戻らなければならない。


    　密ひそかに決意を固めながらユウキが宴会に戻ると、丈の短い腰こし蓑みのに着替えたタマキが、上半身裸にペニスケースだけという格好で顔には恍こう惚こつとした表情を浮かべている村人３人を順番に宙に向かってテンポよく放り投げてはキャッチしていた。


    「……どこからツッコめと!?」


    　着替えているのはタマキたちだけではない。広場にいた男女のほとんどが、ペニスケースや腰こし蓑みのだけという露出度の高すぎる格好になっていた。──ぼくがトイレに行って戻ってくるまでの10分足らずの間に、一体なにがあったというのだ……。


    「姉ねえさん、なにその格好!?」


    「ここでの正装だよ～。ユウくんも着替えなくっちゃ～」


    　タマキは返事をしながらも、人間をジャグリングする手は休めない。タマキに投げられている男たちは、投げられるたびに「オゥ！」とか「アァン！」だの気色悪い声をあげる。


    　──帰りたい。しかしどこへ帰ればいいのかわからない。


    「むむむ、困ったよ～。手が塞ふさがっててユウくん着替えさせてあげられないよ～」


    「いや、ぼくは──」


    「アイちゃ～ん！　かむひ～あ！」


    　タマキに呼ばれてニヤついているアイが近づいてきた。


    「あっはっはっはっは！　ユウキぃ、この村のキノコ酒はサイコーらなぁ！」


    　アイは呂ろ律れつが回らなくなりつつあった。キノコ酒のせいなのか。しかも、服はドレスのままだが、なぜか裸は足だしになっている。


    「ユウキも着替えらよォ。郷に入っては郷に従えってゆうらろォ？」


    「ちょっ、アイ、やめてってば！　引っ張らないで！　脱がさないで！」


    「おろ？　こんらとこにもキノコが」


    「それはキノコじゃない！　食べられない！」


    「そんらことらい！　タンパク質が豊富で健康にいい」


    「なに言ってんの!?」


    　アイに抵抗して、ずり下げられるズボンを必死に持ち上げていると、どこぞの異星人みたいな奇怪な笑い声が聞こえてきた。


    「ふぉっふぉっふぉっふぉっふぉっふぉっふぉっふぉっふぉっふぉっふぉっふぉっ──」


    　長老だった。普段は朗ほがらかに聞こえる笑い声が、今だと不気味な笑い声にしか聞こえない。


    「勇者様、恥ずかしがらずに全部脱いでしまいなされ！　時代はスマイルですじゃ！」


    　意味がわからない。


    「わしも脱ぐぞ！　葉っぱ一枚あればいい！」


    　長老は老いて皺しわだらけになった肉体を惜しげもなくさらした。そして宣言どおり、股こ間かんを葉っぱで隠しただけの格好になって、「ヒーハー！」とツイスト＆シャウトしながら広場の中央に躍り出ると、本能のままに舞い踊った。長老の混こん沌とんとした舞まいに合わせて、数種類の打楽器演奏者からなる楽団が原始のリズムを刻み始める。音の奔ほん流りゆうが汗を飛び散らせて踊る長老を包む。


    「きたわね長老！　相変わらずキレてるゥ！」


    　若い女性の村人が踊りながら長老に近づき、長老のカオティックダンスに合わせて激しく腰を振る。セクシーな胸や尻しりが大きく揺れる。女性が扇情的な動きで長老の肢し体たいに絡みつくと、長老が女性に応じてポーズをキメる。


    「ちょっと長老、変なとこ触んないでよォ」


    「ふぉっふぉっふぉっふぉっ！　乳首コリコリいってまーす！」


    　頰ほおから脛すねまで皺しわくちゃの爺じいさんが前を向きながら後ろに向かって滑るように歩いたり、地面につけた頭を軸にギュルギュル回転したりする様さまに、思わずユウキは魅了され、長老から目が離せなくなった。躍動している生命とは、この老人の存在そのものだ。長老とは名ばかりで、実は村で一番、この爺さんが精神的には若いんじゃなかろうか。


    　──しかし冷静になってみて、おかしいと思う自分もいた。どんなに精神的に若くても、肉体は老人なのである。それにしては、いくらなんでも動きがよすぎはしないか？


    　そう思った矢先、ユウキの近くにいた女性が白目を剝むいて倒れた。バターン、と受け身も取らずに倒れたので驚いた。が、驚いたのはユウキだけだった。村人たちは見向きもしないで、ウェッヘッヘッヘッとユルい笑みを浮かべながら、音楽に乗ってゆらゆらと体を揺らし続けている。みんな、意識レベルが低下しているのだと思う。


    　いつの間にかアイの姿が消えていた。


    　──この隙に広場を出て、洞どう窟くつの中にある居住区、あるいは牢ろう屋やあたりに逃げこみ、そこで夜明けを待とう。


    　ユウキが足を踏み出そうとしたところを、後ろからアイに勢いよく抱きつかれた。ユウキの背中に柔らかい感触。


    　──当たってる、当たってる。ユウキが振り返るとアイは悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえみ、「当ててんのよ」、と言わんばかりに胸を押しつけてきた。ユウキの動どう悸きは否いや応おうなく早まる。


    「放してよ！」


    　気恥ずかしさを含んだ声でユウキが言った。


    「とってきたよーん」


    　ユウキの言葉を無視したアイの手には、ペニスケースが握られていた。


    「ひぃぃいいい！」


    　ユウキはペニスケースを見て戦せん慄りつした。──これをつけろと言われて喜んでつけられるほど、ぼくの器うつわは大きくない。


    　ユウキはアイを突き飛ばしてでも逃げ出さなければならない、と考えていた。しかし、先手を打たれた。アイの鎖くさりが蛇へびのように全身に絡みついてきて、ユウキは手足の自由を完全に奪われる。それでも芋いも虫むしのごとく地を這はって逃走を試みたが、無駄な抵抗だった。


    「つれらいらァ。ペニスケースくらいカポッといっちゃいらよォ」


    　アイは鎖で繭まゆさながらに固めたユウキを引きずり回し、広場の隅にて、先ほど自分も飲んだ黒いキノコ酒を再入手した。


    「うぉぉぉぉ……」


    　慣れない姿勢と視点で振り回され、ユウキは目を回していた。アイは頭に絡めた鎖を緩ゆるめ、ユウキの口の前にどす黒い液体の入った器を差し出した。


    「はい、あーん♡」


    「ギョギョギョ!?」


    　こそばゆいシチュエーションなのかもしれないが、これっぽっちもユウキはトキメけなかった。──目の前の液体が諸悪の根源としか思えない。これを飲んだら、自分も意識レベルが下がったり、やたらハイテンションになってしまったりするのだろう。


    「む……無理無理無理無理！」


    　──ぼくがぼくであるために、その液体を飲むわけにはいかない。


    「ぶるっきゃおう！　ぴらむに」


    　意味不明の呪じゆ文もんと共に、アイはユウキの口に液体を流しこんだ。


    　拒もうにも、手足の自由は奪われたまま。ユウキ個人で抵抗するには限界があった。


    「誰かたぶふっ、ごあっ、かっ、ぐもももももも──」


    　──もう、どうにでもなれ～♪……ふひひ、ウヒフウヒフ、ウヒヒヒヒヒ……。


    



    　──しばらくの間、原始のリズムをお楽しみください──


    



    　ドドスコスコスコドドスコスコスコ……ドドスコスコスコドドスコスコスコ……
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    「うわぁぁあぁぁあぁあっ！　……はぁ、はぁ、はぁ──」


    　──悪夢を見ていたような気がする。


    　目覚めたユウキは、まず、記憶にない部屋の空気やベッドの寝心地に顔を顰しかめた。どこだここは、と思いながら体を起こそうとすると、もにっとした生々しい感触。


    　なんだこの病みつきになりそうな弾力は……と思って隣を見ると、ほぼ全裸のアイが涎よだれを垂らしてグースカ寝ていた。感触を脳に伝えているユウキの手は、アイの胸の上に置かれていた。


    　……あっれれ～？　おっかしぃな～？　すげえデジャヴるんですけど。この光景、一か月くらい前にもありませんでした？


    　そしてノックの音がした。これも一か月前と同じだ。リリアだろうか？　なら、こっちの反応を待たず入ってくることはないだろうから──。


    「トゥットゥルー♪　ユウくん、おは……よう？」


    「ぶはっ」


    　──姉ねえさんかよ！


    「あるぇ～？　……ユウくん、なにしてるのかな～？」


    　タマキは笑顔だったが、声には静かな怒りが滲にじんでいた。笑顔も自然なものではなく、作ったものだ。目の周りの筋肉を注視すれば、なんとなくわかる。


    　……嫌いやな予感しかしない。明白すぎる怒られる理由が、ここにはある。


    「姉さん、落ち着いて聞いてほしい……ぼくは疚やましいことはなにひとつしていない」


    「じゃあ、その手はなぁに～？」


    「手？」


    　自分の手を見る。アイの胸の上にそれはあった。


    　──あー、いかんわ。これは、いかんわ。吸いつくような肌というか、吸い寄せるような肌なんだわ。だから手が離れてくれなかったんだわ。ただの脂肪の塊なのに、どうしてこんなに心が揺さぶられるんだろう。……昨日のキノコ酒のせいで、理性の皮が何枚か剝はがれっぱなしになってるのかもわからんね。って、冷静に分析してる場合か！


    「姉ねえさん、落ち着いて聞いて……わざとじゃない。わざとじゃないんだ。不ふ可か抗こう力りよくなんだ。その証拠に、ぼくは興奮していない」


    「じゃあ手ぇどかしなよ～！」


    「乳首を隠しておかないとまずいと思って……」──我ながらどうかと思う言い訳だ。


    「触る方がまずいでしょ～！」


    「ああ」確かに。


    「それに興奮してないだなんて噓うそだよ！　ユウくんのペニーは正直だよ！」


    「えっ？」


    　自分の股こ間かんを見る。不自然すぎるくらい盛り上がっている。


    （……なんてこったい！）


    　この膨ふくらみの正体は、昨日のペニスケースで間違いない。意識が朦もう朧ろうとしていたので、装着したままズボンを穿はいてしまったようだ。おかげで、ズボンの中は雄々しい状態が再現されており、外から見ると常時発射可能といった風情である。
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    「姉ねえさん、落ち着いて聞いて……これはペニスケースをつけているからなんだ。外せばいつものぼくがいる」


    「じゃあ本当かどうか確認させてよ～」


    「ええー？　見せたくないんだけど……」


    　ペニスケースつけてる格好を姉とはいえ他人に見られて平気でいられるほど、ユウキの心は強くない。


    「そうじゃないよ～」


    「あ、違うの」


    　よかった、とユウキは安心した。それなら恥ずかしい思いをしなくても──


    「見せるんじゃなくて、お姉ちゃんに外させてって言ってるんだよ～」


    「えええ」


    　──ぼくの安心を返せ。


    「ケースの中でさりげなくギンギンになってないとも限らないでしょ～？」


    「ならんて！　ケース越しに見てもわかるって！」


    「言い訳無用！　男ならパカッといこうよ～！」


    「意味がわからない！　やめ──ぎゃああ！」


    「すううううううう──」


    「やめて！　嗅かがないで！　マジでっ！」


    　──ぼくの姉は真性の変態だと思いました。


    「……それで姉さん、なにか用？」とユウキは下着を穿はき直してから言った。


    「起こしにきたよ～。村長さんとお昼に村の入り口で待ち合わせてるから～」


    「なんでまた？」


    「遺跡の再調査だって言ってたよ～。なにかあるんじゃない～？」


    「ああ、みんなで行くのか……」


    「そだよ～。ユウくんがここに住みたいっていうなら、それでもいいけどね～。お姉ちゃんもここに住むから～」


    「姉さんこそ、ここ気に入ってんじゃないの？　昨日の夜も楽しんでたみたいだし」


    「ユウくんに言われたくないよ～。あたしよりもユウくんの方が楽しそうだったよ～」


    「それは姉さんの主観でしょ」


    「え～？　そんなことないよぉ～。筋肉フェスティバルでガチムチお兄にいさんたちと懇ねんごろになって、ぼくもこうなりたいって譫うわ言ごとのように繰り返しながら、恍こう惚こつとした表情で上腕三頭筋に頰ほおずりしてたじゃない～。覚えてないの～？　都合のいい脳みそしてるんだから～」


    「…………」


    　──覚えてないのはあの怪しい酒のせいだとして、キノコ酒のせいで男色に目覚めるとは思えない。よって、


    「それ全部、姉ねえさんの妄想でしょ。ぼくは男の筋肉に興味なんてないから」


    「ワン、ツー、スィフォッファッ、シックスパック！」


    「ヘイヘイヘーイ！　モットモット！　パワ───ッ！　……はっ！　なんだったんだ今のは……どうしてこんな動きがぼくにできるんだ……」


    「頭が忘れても体が覚えてるからだよ～」


    「けど男の筋肉に興味なんて……まさか……」


    　──睡眠教育……ひょっとして開拓飛行船トリプラヴイマナの盗とう賊ぞく教官が授業中に僕が居眠りをするたびに、極限までの鍛錬と誇り高き信念が男をタフにするという危険思想を植えつけようとしていた!?　あのマッチョであることを是とする先生ならやりかねない。


    「いや、噓うそだ……噓だよ……アイ、起きて。本当のことを教えて……」


    　ユウキが体を揺すると、アイはぼそっとなにか言った。


    「ぬ……」


    「ぬ？」


    「……濡ぬれるッ！」


    「えええ」


    　どんな寝言だよ。


    「ユウくん……勢い余って大人の階段を……」


    「いやいやいや！　アイは夢の中で雨に打たれてるんだよ！　ぼくは関係ない！」


    「お姉ちゃん泣けてきたよ……男の子だけじゃなく、女の子も食い物にしちゃうだなんて……ユウくんの変態！　無差別エロテロリスト！　うわ～ん！」


    「姉さん、待っ……」


    　タマキは部屋から雷らい霆ていのごとく走り去っていった。


    　嵐が過ぎ去ったあとの静せい寂じやくを思わせる空気が部屋に残った。


    「フフフ、修羅場だな」


    　のっそり起き上がったアイの第一声である。


    「アイ……変なこと言うのやめようよ……」


    「タマキが妄想[image: ]たくましいだけで、アタシは悪くないだろ……なにっ!?　しかし、まだシステムの暴走が続いているというのか……」


    　アイが冷や汗をかきながら言った。


    「システム？」


    「チ○コポロリシステムだ……」


    「…………」


    「昨日の夜は本当に酷ひどかった……右を見ればチ○コ、左を見ればチ○コ、下を見ればチ○コ、上を見ればチ○コ、目を閉じてもチ○コ。もうチ○コしかアタシには見えなかった……」


    　意識が朦もう朧ろうとしてなお下半身ばかり見ていたというアイの裏表のなさは、悪い意味ですごい。


    「というわけだからユウキ、そのはみ出ているものをしまいたまえ」


    「うわっ」


    　先ほど開催された姉との筋フェスで腰を激しく動かした時、ポジションがズレたのがいけなかった。ユウキは慌あわてて、二度とはみ出ることのないようズボンを穿はいた。


    「しまう素振りを見せないから、遠回しに誘っているのかと思ったぞ」


    「妄想[image: ]たくましい！」


    　姉よりもアイの方が妄想力は上だとユウキは思う。


    「それで、なにかアタシに訊ききたいんじゃないのか？」


    「あの、昨日の夜、ぼくがなにをしてたか教えてくれる？」


    「長老と合体」


    「噓うそだ！　今度こそ噓だ！」


    　──これで長老がぼくを見て顔を赤らめたりしたら、どうするよ……。


    　ユウキは長老と顔を合わせずに村から出られることを真剣に祈った。


    



    　ユウキとアイが一階の食堂へ行くと、イサミとリリアが隅っこの方のテーブルでなにやら話している。一本の木を削るだけで作った豪快なデザインのテーブルには、温かみのある木彫りのカップがふたつ乗っていた。中には透明な果汁。薄はつ荷かっぽいスッキリとした香りがして、飲むと目が覚めそうだ。


    「へろー」


    　アイは迷わずリリアたちと同じテーブルについた。それに倣ならってユウキも座る。


    「今、何時？」


    　アイが座るなりリリアに尋ねた。


    「この世界の時間に合わせた時計がないので、なんとも……」


    　リリアは微かすかに困ったような顔で答える。


    「ここに暮らしている方々は、日の入りと共に眠り、日の出と共に目覚めるという生活を送っていらっしゃいますから、時計なんていらないんでしょうね」


    　世界首都メトロポリスでは分刻みのスケジュールで活動している者が多かったが、ここでは４分割──朝と昼と夕方と夜しかない。それだけ刻めば生活上支障をきたすことはなく、それ以上の細分化は無用であると見える。


    「タマキさんは一緒じゃないんですか？」


    　リリアが不思議そうな顔でユウキに尋ねた。


    「さっき、ユウキさんを起こしてくるって言って席を離れられたんですけど」


    　タマキとではなく、アイと同伴だったことが意外だったらしい。


    「たぶん、自分の部屋に戻ってるんじゃないかな」


    　ユウキは自信なさげに言った。適当な予想だった。──たぶん、いないだろうな……。


    「そうですか」


    　リリアは、あまりタマキのことは心配していなかった。タマキがどこにいようと、ここにユウキがいる以上、出発する時までには確実に合流してくるだろう。


    「わたしたちは、これからゼノさんを迎えに行こうと思っていたんですが、おふたりも一緒に行きますか？」


    「アタシは行くよ。暇ひまだから」


    　することがないのはユウキも同じだったので、「ぼくも」と言った。


    



    
      [image: ]

    


    



    　ゼノとは、村長の妹が住んでいるという樹の家の前で合流した。


    　グラマーな女性と共に過ごした夜のねぐらでなにがあったのかは、あえて聞くまい。


    「集まったはいいが、どうすんだ？」と、だらしないにおいを漂わせているゼノが言う。


    「これから村長さんと一緒に遺跡の調査に向かいます。この村にある歴史書によれば、そこに、異界への門なるものがある……かもしれないそうです」


    　歴史書によると、言語と魔物を狩る術すべを持った人間が移住してきてできたのが、この地のコミュニティのようだ。つまり、森の民は森林大陸シヤングリラで自然発生した人類ではない。


    　移住する際に使われたとされているのが、異界への門だ。遠い昔、その門を潜くぐり抜けて、森の民の先祖は異界からこの地へと移動してきたのだと考えられている。


    「異界への門というのが具体的にどのようなものなのかは、わかりません。文章による記録があるのみですから。最後に使用されたのは何百年も前の話みたいでして、現存しているかどうかは長老さんにもわからないと言われました」


    　リリアが早口でゼノに説明した。


    「わからなすぎだろ……その門とやらが仮にあったとして、その先がどこに繫つながっているかもわからねえんだろ？」


    「わかりません。伸のるか反そるか……完全に博ばく打ちですね」


    「…………」


    　ゼノは少し思案した。


    　──この村で船が戻ってくるのを待つこともできる。しかし、文明レベルが浮遊大陸アトランテイスよりもずっと低い生活を送らなければならない上に、フレスヴェルグを警戒して緊急出発したと見られる船が戻ってくる保証はない。


    「……とっとと行こうぜ」


    「はい。あ、でも、出発する前に防具を新調しましょうね」


    「ああ、そうだな……」


    　ゼノは今着ている、胸に大きな穴の開あいたパーカを見て言った。


    「モリオさんとイサミとタマキのは買い換え必須だよね」


    　イサミの服はモンスターの返り血で酷ひどく汚れている。タマキの鎧よろいは撓たわんでしまっている。


    「アイもですよ。そんな格好でメトロポリスをうろついてたら、娼しよう婦ふと間違えられますよ」


    　何か所も肌が透けて見えるボロボロのドレス。ここが森林大陸シヤングリラだからセーフなのであって、メトロポリスで着ていたら見回り中の兵士に呼び止められて尋問されるに違いなかった。


    「これはこれでいいと思うんだけどなァ。最高にクールなクラッシュ加工じゃない？」


    「涼しいのは、すきま風が服の中に入るからでしょう」


    　冗談なのか本気なのか判断がつかないリリアのセリフに、アイは苦笑した。


    「防具屋は洞どう窟くつの中でござったな」


    　村の居住区は洞窟と森に分かれている。洞窟はドラゴンのようなモンスターが来襲した時に避難所シエルターとしての役割も果たす。足腰の悪い老人などは、洞窟に住んでいる者も多い。ユウキが初めてこの村を訪れた際にも、長老と会うために洞窟に入っている。


    「行きましょう」


    　リリアを先頭に、５人は防具屋のある洞窟へと足を向けた。


    　無言で歩くことに耐えられないのか、移動中、アイが喋しやべりだした。


    「よく一日でベッドインまで持ちこんだなァ」


    　アイが感心したようにゼノに言う。そこは感心していいところじゃないとユウキは思う。


    「強いオスにメスは惹ひかれるようにできてんだよ」


    　なんつうマッチョな思考回路だ……。ゼノなら、あの先生とも仲良くやれるのではないかとユウキは思った。


    「アタシにはモリオさん、そんなに魅力的には見えんのだがねェ」


    　アイは続けて「こんなのの、どこがいいんだろう」とつぶやく。


    「だから、強さだろ」


    　揺るぎない自信を感じさせるゼノの言葉。アイに〝こんなの〟呼ばわりされても、全然平気。


    「イサミさんの方がレベルは上ですよ」


    　リリアが淡々と口を挟んだ。


    「こいつはダメだ。いくら強くても、オスとしての魅力がねえ」


    　ゼノはイサミのことをボロクソに言った。


    「既婚者だからかもしれませんね」


    「そうかも。まだ結婚してからそんなに経たってないでしょ？」


    　女子ふたりの意見が一致した。


    「イサミ先生、結婚してるんだ」


    「うむ。……ユウキ殿も、イサミで構わぬよ。船に戻るまでは、拙せつ者しやも旅の仲間のひとりと思ってくだされ」


    　──船に戻るまで。自分たちは、いったいいつ開拓船に戻ることができるのだろうか。


    　ユウキは、一か月しかいなかった開拓船をいまは懐かしく思い出した。王の遣つかいに故郷から連れ出され盗とう賊ぞくとして船に乗り込み、マッチョな教官に盗賊スキルを教えられた。今頃あの人たちは、どこで何をしているのか。それは想像もつかないほどに遠くに感じられた。


    「遭そう難なんが長引いたら、イサミもオスとしての魅力を取り戻し始めるんじゃない？」


    　アイが口元を緩ゆるませて悪いた戯ずらっぽく言う。


    「わたしの目が黒いうちは、浮気しないでくださいよ」


    　リリアはイサミに言い聞かせるようにゆっくり言った。


    「せんよ」


    　イサミは毅き然ぜんたる態度で応じる。


    「愛妻家といわれていたイサミさんですからね」


    「うむ」


    　愛妻家であることは自他共に認められているようだ。


    「それなのに、アトランティスに置いてきちゃったんですよね」


    「…………」


    　なにを言っても言い訳にしかならないように思われ、イサミは黙った。


    「偶然とはいえ、龍りゆう珠じゆらしきものが見つかってよかったですね。カグヤさんをほったらかしにしてでも開拓に参加したかいがあったというものでしょう？」


    「……うむ」


    　イサミの首には龍珠らしき珠たまをペンダントにしたネックレスがかかっている。昨夜、洞どう窟くつに住んでいる細工スキルを持つ村人に作ってもらった。大ぶりの龍珠は刀を振るときに邪魔になりそうだが、それでも肌身離さず持っていたいらしい。


    　リリアは偶然と言うが、イサミにとっては必然の面もあった。ドラゴンを倒せば龍珠が手に入るかもしれない。……彼がタマキの竜退治を手伝ったのは、そんな自分本位な動機によるところが実は大きかった。


    「手に入れたところで、持ち帰れなかったら、なんの意味もありませんけど」


    　リリアが平坦な声で言った。イサミを悪く言ったつもりはなく、ありのままの事実を述べただけだった。


    　浮遊大陸アトランテイスに帰るため、開拓船に再び乗りこまなくては。リリアとイサミの帰還への意志は、よりいっそう強まった。


    



    　洞どう窟くつに到着した。目的地の防具屋まで、あと少し。


    「うわっ、暗っ」


    　この村の洞窟に入るのは初めてのアイが、思ったままの感想を漏もらした。


    「ダンジョンの入り口みたい」


    　もちろん中はモンスターの巣そう窟くつなどではなく、森の民が整備して使っている居住区である。ここを二度三度と訪れているアイ以外のメンバーは、立ち止まることなく洞窟の奥へと入っていく。アイは怖こわ々ごわと、それでいて楽しそうに、あとを追った。


    　入ってすぐに燭しよく台だいの明かりが見えた。ほぼ等間隔で灯ともる火を頼りに、狭い通路を奥へと進む。外に比べて、洞窟の中はひんやりとした空気が充満している。通年、やや低い気温が保たれているので、奥には食料保存庫なども作られている。


    　開けた楕だ円えん形けいの空間に出た。中央には魔物払いのために設けられた大きめの燭台がある。壁に店舗が埋め込まれていて、カウンターの奥で店主が商品の掃除や点検をしている姿があった。


    　５人は最初に武器屋を訪れた。武器屋の店主は、正確にいえば、武器庫の管理人である。店舗は武器庫に直結しており、村が危機に瀕ひんした時は、無償で戦士に武器を貸し出す。


    　ただし今は非常時ではない。武器がほしければ、ほしい武器と同じくらいの価値を持つものを差し出さなければならない。この地には貨幣制度がないので、売買は物々交換で行われる。


    「らっしゃい。たとえ勇者様でも、サービスはできねえよ」


    　と武器屋の主人。先に釘を刺されてしまった。アイが「ケチくさー」と不満げな声をあげる。勇者パーティーであることを利用するつもり満々だったようだ。


    「つったって、買うもんねえだろ」


    　先頭を歩いていたのがリリアでなかったら、武器屋を訪ねなかったはずだ。ユウキには魔剣グラム、タマキには三叉の槍トライデント、アイには破魔の鎖ドローミと降魔の鎖レーデイング、イサミには遮シヤ光コウ、ゼノには黄金の腕輪ドラウプニルと己おのれの拳こぶしがあった。どれも簡単には壊れなさそうで、予備を買っておく意味もないとゼノは思う。


    「わたしの武器を買いたいんです」


    　リリアは並んでいる商品のひとつ、大型の弓を手に取りながら言った。


    「は？」


    　ゼノの顔には「なに言ってんだ？」と書いてあった。


    「お前が武器持ってどうすんだよ。やめとけって」


    「モリオさんに同意だな。武器があるから戦えると思って、大おお怪け我がして帰ってくる素人しろうと冒険者の話、リリアだって聞いたことあるだろ？」


    　アトランティスでは、どこの家庭でも聞かされる教訓話だ。地域によって微妙に話のディテールが変わる。似たような話が何百パターンとあるのは、それだけの種類の失敗談が実際にあったからだと考えられる。


    「即戦力として活躍できないことはわかってます。足を引っ張っちゃうかもしれません。でも、わたしは観客にはなりたくないんです。わたしもパーティーの一員として戦いたいんです」


    　グリーンドラゴン戦、フレスヴェルグ戦と、立て続けになにもできなかった自分が、リリアは許せなかった。たとえ微力でも、役に立ちたかった。


    　リリアは等鉄トーテツの弓を買うことにした。木製の軽量性と鉄製の剛性を併あわせ持ち、弦つるには蜘く蛛も型モンスターの吐き出した糸を採用している長弓。この村の狩人にもっとも人気がある武器だ。


    「弓の使い方は習いましたから大丈夫です。マトに当てるのは、これでも結構うまかったんですよ。試合で上位に入賞したこともあります」


    　確かに子供の頃のリリアは弓を使ったマト当てが上手だった。イサミは懐かしくなった。まだリリアがイサミのことを「おにいちゃん」と慕っていた時代。自分と会わなくなったせいで性格がキツくなったのではないか、とイサミは自意識過剰な疑念を抱いた。


    「試合ゲームと戦闘バトルは別物だっつうの」


    　ゼノはしつこく文句を垂れる。「マトは動くし、試合以上に緊張で手元がくるうだろうし、ミスったら死ぬ。精神力メンタルが強くないと話にならねえ」


    「わかってますよ」


    　弓の命中率は、オフェンスやテクニックではなくメンタルで九割がた決まる。その点はゲームもバトルも同じだ。戦闘中リラックスした状態を保つことが、弓使いの神しん髄ずいといえる。


    「わかってねえ。お前じゃ無理だ」


    「やってみなければわかりません」


    「今までどおり他人に任せた方がいい。人には向き不向きっつうもんがある」


    「すいません、これください」


    　ゼノを無視して、リリアは中に入れたものに状態保持の魔法がかかるビン──魔法ビンに入れておいた熊の胆いを代金として店主に渡した。


    「熊の胆か……いいぜ、売買成立だ」


    　リリアは店主から矢筒を受け取った。ゼノは商人が戦士の真ま似ね事ごとをしたところで邪魔になるだけだと思っているので、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。


    「オマケにこいつもやるよ」


    　店主がオマケと言ってつけてくれたのは、球状の石に革かわ紐ひもを縒より合わせて作った縄を巻きつけた武器──ボレアドーラ。動物の足に絡めることで転倒させる投とう擲てき武器だ。


    「ゼノさん、どうぞ」


    　リリアがボレアドーラをゼノに託した。


    「……なんでオレ？」


    　ゼノが戸惑った顔をする。──こういうのはアイ用なんじゃねえのか？


    「飛ぶ鳥を落とせるくらい、石を投げるのが上じよう手ずなんじゃないんですか？」


    「そういうことか……いらねー……」


    　ゼノがぼそぼそ言った。


    「まぁまぁせっかくのご厚意ですから、もらっておいてくださいよ」


    　荷物が増えてゼノは渋い顔だ。──適当なところで捨てちまおう……。


    「さーて、どうしよっかなー」


    　アイは防具屋の方に近づいていった。


    　モンスターの革かわや骨を加工して作った鎧よろいや、樽たるのような形になるよう等鉄トーテツを加工して繫つなぎ合わせた胴当てなどが陳列されている。


    　蚕かいこ型モンスターの糸を使ったという光沢感のあるストールと黒いファーのベストに、アイはひと目め惚ぼれした。これしかないな、と思った。店員によると、ストールの素材になっている絹には触れた者の静電気を除去する機能があるらしいが、そんなことはどうでもよかった。着ていてテンションが上がるかどうかが、彼女にとっては肝要なのだ。


    「適当に選んでいいんだよな？」とゼノがリリアに確認した。


    「はい。交換に使えそうなアイテムは、まだまだありますから」


    　熊の皮や竜りゆうの羽、竜の嘴くちばしや鉤かぎ爪つめの欠片かけらなどなど。全員分の防具を買い換えても余りそうなくらいである。


    「…………」


    　ゼノは悩んでいた。人とは異なるコミュニティに属しているため、買い物慣れしている人狼ウエアウルフは少ない。彼は衣服を買いにいったことが数回しかなかった。自分で選べといわれても、どれがいいんだかさっぱりだ。


    「そんな真剣に悩むほどのことか？」


    　アイがゼノに茶々を入れた。アイは早くも新しいドレスに着替えている。


    「……真剣に悩んでなんかいねえよ。どれでもいい」


    　ゼノがふてくされた言葉を返した。


    「だったらアタシがスタイリストになってやろうじゃないか」


    　ゼノの服をアイが手早く見み繕つくろった。それからアイはゼノを試着スペースに押しこんだ。


    「アイ、姉ねえさんの分も選んでくれない？」


    「いいともー。で、ユウキが試着してくれるんだよね？」


    「え。なんで？」


    「着用した時のイメージがわからないとさ、選べないワケよ」


    「…………」


    　自分で選ぶべきか、今すぐ姉さんを捜して連れてくるか、恥を忍んででもアイに頼むか。


    「……わかったよ……着るよ……着ればいいんでしょ……」


    　旅の恥はかき捨て。現在進行形でほぼ女装みたいな装備をしている自分が、これ以上なにを恥ずかしがる必要があろうか……そうユウキは自分に言い聞かせた。


    「おいアイ、てめぇ、なんだこれは」


    　着替えたゼノがアイを脅おどすような口調で言った。


    　しかし、まるで怖くなかった。それはゼノがスネ毛全開で子供っぽいハーフパンツを穿はいているせいだった。上半身が下着っぽいタンクトップだったことも、彼から迫力を奪っていた。


    「ぶははははは！　いやいや、似合ってますよモリオさん」


    「笑ってんじゃねえよ！　やっぱ変なんだろ!?　どっか変だと思ったんだよ！」


    「変じゃありませんて。短パンは今年のトレンド（笑）ですぜ、モリオさん（大将）」


    「知るか！　つーか（大将）ってなんだよ!?　ったく……」


    　ゼノは怒って、元の服に取り替えにいった。


    「真ま面じ目めに選んであげなよ……」


    　ユウキが呆あきれた顔をしてアイに言う。自分もわけのわからんものを着せられそうだったので、予防線を張っておく意味もあった。


    「わかったわかった」


    　今度こそアイはゼノに似合いそうなワイルドな服を試着スペースに投げこんだ。


    「これでよし。んで、キミにはこれだ」


    「……ええー？」


    　手渡されたのは、よりにもよって貫頭衣ワンピースだった。男性が女性を真ま似ねて着ちゃいけない服の種類ランキング第１位である。スカートとかハイヒールよりヤバい。へそ出しチューブトップとかブラジャーといい勝負。男性しか使わないクローゼットの中にワンピースがあったら、そのクローゼットの利用者は紛まぎれもない変態だと断言できる。


    「これはやめとこうよ……ほら、姉ねえさん、あんまりスカート穿はかないし、これだと動きにくそうだし、それにいくらなんでも防御力がなさすぎて──」


    　ユウキはワンピースを着たくない一心で、ワンピースがいかにタマキのために買うべきではない服かを熱く語った。


    「──というわけだから、鎧よろいにすれば姉さんの怪力を活かせるし、ぼくが着ても恥ずかしくないから一石二鳥なんだよ」


    　最後ちょっと本音が漏もれた。


    「わかったわかった。ワンピースは冗談だ。ワンピースが戦闘に不向きな格好だってことくらいわかってる」


    「…………」


    　──この冗談を１回挟まないと落ち着かない性格は、なんとかならんのだろうか……。


    「これとかいいんじゃないか？」


    　革かわの鎧よろいに板状に形を整えた骨をビッシリと貼はりつけてある、恐ろしく凝ったつくりの鎧。胸当て、腰当て、籠こ手ての３パーツからなるセパレート式。手首以外の関節を覆おおうパーツはなく、やや露出度が高いが軽装を好むタマキには好まれそうだ。


    　さっさと着替えてアイに見せると、「巨乳は性器。貧乳は正義。無乳は聖域」と意味不明な悟りをラップ調で聞かされ、「ゴメン、タマついてるか確認させてもらえる？」と締めくくられた。


    「あるよ！」


    　滅めつ多たなことでなくなるものではない。


    「着替えるたんびに確認するつもり!?」


    「だって最高ランクの無乳女子にしか見えないんだもん」


    　人の外見を格づけしていることを堂々と暴ばく露ろしないでほしい。


    「わかりやすいよう、キミは常に股こ間かんを膨ふくらませておくべきじゃないか？」


    「それ病気だよ！」


    　前屈かがみで戦う勇者なんて誰も見たくなかろう。


    「そういや、モっさんがデカいの好きなおっぱい星人なのはよくわかったけど、ユウキもデカいのがお好き？」


    「……ノーコメントで」


    　──正直に言えば、アイやリリアの外見の方がぼくの好みに合っている。しかし、口にするとアイが調子に乗りそうなのでやめておく。


    「黙秘かー。アタシもこんな感じの方がよかった？」


    　生き地じが伸びない程度に胸に詰め物を入れ、アイは巨乳な自分を再現した。


    「なんか変。アイは今のままでもいいと思うよ」


    「そう？　嬉うれしいこと言ってくれるなァ……この貧乳フェチめが！」


    「…………」


    　──口が滑った。なんか変、までにしとけばよかった。


    



    　新しい装備を身につけたメンバーは、森の民の格好に少し近づいた。


    　着替えていないのはユウキだけで、心なしか疎外感を覚えた。ただ、メトロポリスでリリアが買ったユウキの服は、あれだけ激しい戦闘をしたにもかかわらず、どこも傷んでいない。防御力の高さが実証されているものをみすみす手放すのはもったいない。


    　ゼノやイサミは軽くて動きやすい服に着替えた。防御力よりも敏びん捷しよう性せいを活かすための格好だ。薄くなめした革や、等鉄トーテツと似た性質を持つ植物の蔦つたを編んで作った帷子かたびらなど。見た目は涼しげで、やや湿度の高い森の中では過ごしやすそうである。


    　逆にリリアは見るからに防御力が高そうな分厚い毛皮のコートを買っていたが、森で着ると暑くてかなわないので着ていない。なんのためにコートを買ったのかわからないのでユウキが買った理由を訊きいてみると、異界への門を通過後、もし極寒の地に出ても大丈夫なよう買ったとのこと。全員分を揃そろえるには交換用のアイテムが足りなかったのだろうが、自分だけちゃっかり対策しているのはどうかとユウキは思った。
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    　村の出入り口付近で子供たちが集まってチャンバラをして遊んでいた。なかには未来の狩人もいるだろう。近いうちにドラゴンを倒せるくらいの実力者が出てくることをユウキは願った。そうなれば、心おきなくこの地を去れる。


    「がんばれ～！　どっちも負けるな～！」


    　子供たちに声援を送っているタマキの姿を見つけた。グリンの上でチャンバラ観戦中だ。


    　タマキを前にしてユウキは怖おじ気けづいていた。──どう話しかけたらいいものか。


    「ビビるなユウキ！　ドＭマスコットの意地を見せてやれ！」とアイがエールを贈った。


    「ドＭマスコットってなに!?」


    　その場のノリで人の称号を作らないでほしい。


    「あっ！　ユウくん……」


    　躊ちゆう躇ちよしていたらタマキに見つかった。


    「よし、ユウキ、プランＡだ！」


    　タマキが出て行ったあとにアイが発案した、ユウキとタマキの仲直り作戦のひとつである。


    「お……お姉ねえちゃん大好き！　ぼくが悪かったよ！　お姉ちゃんのために鎧よろい、ぼくが選んで買ったから！　これで許して！」


    　うだうだ謝るよりも、この方が効果的だというのがアイの弁。


    「ユウくん……！　そうだよね、ユウくんはお姉ちゃん大好きだもんね！　アイちゃんよりもお姉ちゃんだよね！」


    「そうそう！　はい姉さん、装備させてあげるよ！」


    「うん～！」


    「なんですか、この茶番？　っていうか、あの鎧選んだのアイじゃ……むぐっ」


    　余計なことを言い出したリリアの口は、アイが塞ふさいだ。


    



    「村長さん、待たせてしまってすいません」


    　集落の出入り口の目印ランドマーク、苔こけに覆おおわれた巨大な切り株に、村長が座っていた。リリアが先んじて挨あい拶さつした。


    「いや、構わない。祭りが終われば、特に仕事もないのでね。強しいて言えば、腰を痛めた長老の介護くらいだ」


    　あれだけ激しく踊れば腰もおかしくなるだろう。


    「では、参りましょうか」と村長が言った。


    　手を振る子供たちに手を振り返しながら、ユウキたちは村を出て森に分け入った。


    「グリン使うよー」


    　さっそくアイがグリンの上に飛び乗る。グリンは荷物持ちでもあるので、キャンプ用具や食料などが背中に積んであり、膨ふくらんでいる時の最大３名の定員は、現在１名までとなっている。


    　アイは相変わらずハイヒールを履はいているので、そこらじゅうに石が転がり根が地中を這はっている森の中は歩きにくいのだろう。それでも、ハイヒールを脱ぐつもりはさらさらないようだが。「おしゃれは我慢」という、誰が言ったかわからない格言をユウキは思い出した。


    　それにしても、なんて平和な道中だろうか。先頭を歩いているイサミが殺気を振りまいているため、モンスターが一匹たりとも寄ってこない。ユウキは「鷹たかの眼」でモンスターを何回か視認したが、いずれも遠巻きにこちらを眺めているだけだった。


    （……ここまで完かん璧ぺきなエンカウントキャンセルが人間にできるとはな……）


    　ゼノはイサミに拍手を送ってやってもよかった。──敵を避けるんじゃなく、敵を退しりぞけるタイプのエンカウントキャンセルができるやつなんぞ、人狼ウエアウルフでも見たことねえ。こういうのは、図体のでかいモンスターの専売特許だと思っていた。


    　陣形を組んだり、隊列を整えたりするまでもなく、一度も魔物と交戦せずにユウキたちは森を抜け、広い空き地に出た。


    「……おかしいですね？」抜けちゃダメでしょう。


    　リリアは村長からもらった最新版の地図を見たが、こんな場所があることは、どこにも書かれていなかった。──目的地を通りすぎて、北の未踏破地帯に入ってしまったのでしょうか？


    「そんなもん頼りにしてっから迷うんだよ。てめぇの五感を頼りに歩け」


    　地図を読まない男ゼノがリリアにぶつくさ言う。


    「ここら一帯、ドラゴンブレスで吹っ飛んだか？」とアイ。


    「飛ばされた木なんて、どこにも見えないよ～？」


    「吹っ飛んだというより、拙せつ者しやには消滅させられたように見えるが……」


    　上空でフレスヴェルグと交戦した３人が意見を交わしたが、ブレスのせいではない、という結論に至る。


    「あ、これ、あれだ」ユウキが閃ひらめいたように挙手して、言った。


    「ぼくがやりました」


    「ユウキが？」


    　そこで突然、脳に電気が走って、アイは３日前の夜に見た、天空を衝つく光の柱を思い出した。


    「──ああ、はいはいはい……あったあった。あれか。なんで忘れてたんだろう？」


    　忘れていたのは、いろいろあったから、と言ってしまえばそれまでの理由だろう。


    「本当にすごいな、魔剣グラムは……いや、ユウキがすごいのか？」


    　アイは禿はげ上がった土地を見てつぶやいた。地形をも変えてしまう破壊力……神の賜物レギンレイヴの保有者は一いつ騎き当とう千せんというのが通説だが、アイは「どんなにひとりの人間が強くても、１０００人相手には負けるに決まってる」と思っていた。しかし、これを見てしまうと、１０００人どころか数万人相手でも、ひとりで蹴け散ちらせてしまえる気がしてならない。


    「地図によれば、遺跡は、ここからそう遠くはない場所にあるはずなのですが……遺跡まで消滅しちゃってたら、どうしましょう」


    　リリアの発言にユウキが顔を青くする。


    「ごめん……知らなかったんだよ……ぼくは希望の芽をひとつ潰つぶしてしまったのか……」


    「そんな沈まないでくださいよ！」


    　リリアがユウキの周りでわたわたしていると、村長がなにか目印となるものを見つけたらしく、「こちらに」と言ってユウキたちを導いてくれた。
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    　ゴツゴツした白い岩石を積み上げて築かれた遺跡の周辺には、モンスターが近寄りにくくなる簡易結界が張ってあった。遺跡を魔物の巣そう窟くつだと思いこんでいたアイは、遺跡の周りで追いかけっこをしたりして遊んでいる子供たちを見て、拍子抜けした。


    　遺跡は子供たちの遊び場でもあった。子供たちは「ここは秘密基地」と言い張るのだが、ここが人気のある遊び場であることは、村では誰でも知っている公然の事実らしい。


    「ここにはほとんど大人は来ませんのでな。まずは子供たちから情報を集めてみては？」


    　リリアは村長の提案に従うことにした。


    「ユウキさん、子供たちに異界への門のこと、訊きいてみていただけますか？」


    「いいけど」


    　ユウキは子供たちに質問を重ねたが、子供たちの口から異界への門らしきものがあるという話は聞けなかった。なにかを隠しているようでもないので、本当に心当たりがないと見える。


    （石造り……樹木を切り倒して使えば石材の運送は容易だが、なんのためにわざわざ……霊れい廟びよう、いや、神殿か？　……にしては飾り気がないでござるな……）


    　外観からイサミは遺跡の建造目的を推し量ったが、明快な答えは出なかった。


    「サクッと調べちまおうぜ」


    　ゼノが先頭をきって遺跡の中に入っていく。村長とユウキたちもゼノに続いた。


    　遺跡の中は、外から見た印象よりも狭かった。壁が分厚いせいだ。天井も低いので、アイはグリンから降りた。どこにも陽光を採り入れる隙間がなく、かなり閉へい塞そく感かんがある。


    　ただ、外壁、天井、壁と同じ石材でできている床は、村の洞どう窟くつにあったものと同じ、約半年も燃え続けるという燃料を用いた火で照らされているので、松たい明まつはなくても問題なかった。


    「燭しよく台だいは、ここで遊ぶ子供のために設置したんですか？」


    　ユウキは村長に尋ねた。──子供が設置したにしては、仕事ぶりが丁てい寧ねいすぎる。


    「ええ。遊ぶなと言っても、子供は聞きませんから……」


    「村長さんも、ここで遊んでたんですか？」


    「そんな時代もありました。だから子供がここで遊びたがる気持ちもわかります。暗くて涼しくて、どこか神秘的な雰囲気があって、魔物も出てこないから、ついつい入り浸ってしまう」


    　外に出たらいつの間にか夜になっていて、ここで夜を明かしたこともあるそうだ。夜の森は危険だというのに、無理して村に帰ろうとして亡くなる子供が、年に何人かいるという。


    「……階段だ。コケんなよ？」


    「バカにしないでください。そこまで鈍どんくさくありません」


    　リリアは憤慨したが、ゼノが注意を促したくなるのも無理はなかった。


    　手すりも柵さくもない、傾斜のきつい下り階段。ところどころ燭台があるとはいえ、視界良好とも言いがたい。足を踏み外して思いがけない事故を起こしそうな予感を抱いだかされる。


    （利用者にんげんの使い勝手を考慮していない階段……古代的でござるな……）


    　神が築いた古代遺跡なら、飛行船ヴイマナのような異界への移動手段が眠っていても、なんら不思議ではない。暗黒時代以前、つまり全盛期の神は、古代文献によると、限りなく万能に等しかったようだから。


    「子供でも通れる道で、わたしが転ぶはずないじゃないですか」


    「お前より、ここのガキどもの方が身軽だと思うがな、オレは」


    　リリアはムッとしながらも、注意深く階段を下りていった。


    　地下一階の天井は高く、地下にしては開放感があった。


    　奥の壁にくすんだ色がついているのが見えた。その壁面だけ妙に明るい。


    　近づいてみると、壁に塗られた色は絵画を成していた。見やすいよう、親切にも両りょう脇わきに燭台が設置されている。


    　大きな壁画だ。天井すれすれまで絵の一部になっている。


    「不気味な絵でござるな……」


    　この禍まが々まがしい絵は、見る者に生理的な不快感──恐怖を植えつける魔力を秘めている。


    「異界への門とは関係なさそうですね」


    「なんの絵だろう？」


    　しげしげとアイは壁画を見た。見ていると不快感がクセになってくる。


    「……鳥でしょう。これは人。あと竜巻」


    　リリアは壁画を指さして、ひとつひとつ、なにに見えるか言った。


    「人間に対して鳥がでかすぎだろ。縮尺合ってねえぞ」


    「写実的な絵じゃありませんから、別にいいのではないでしょうか」


    　イサミはふたりの話を聞き、首を曖あい昧まいに傾かしげた。


    「これは砂浜で戦ったドラゴンではござらんのか？」


    「ああ、それだ。アタシもそう思う」


    「言われてみれば」


    「似てるっちゃあ、似てるな」


    　その場にいた全員がイサミの言葉に同意した。


    「そう、これは巨竜ヒユージドラゴンの絵。みなさまが倒された竜の絵と思われます。いつか、この竜が現れると昔から言い伝えられてきましたが、いつまでたっても現れず、今では長老のような村の知恵袋しか知らないマイナーな伝承になってしまった」


    「忘れられかけてはいたけれど、言い伝えは本当だったということですね」


    「それが……ここに古代文字が彫ってあるのが見えますか？」


    「はい。なんて書いてあるんですか？」


    　古代文字が読めるのは村長しかいない。リリアたちには、彫ってある文字が古代文字であることしかわからない。


    「この世の終わりを告げる、と書いてある。これは、あの巨竜が世界を終わらせるのか、それとも巨竜が現れたことが世界の終わりの始まりを意味するのか……わからない」


    「終わりの始まりを意味するって、どういう意味だ？」とゼノ。


    「巨竜が直接的に世界を終わらせるのではなく、巨竜が現れたことが世界の終わりを意味するということでしょう」とリリア。


    「現れたからなんだっつうんだよ？」


    「もしかしたら巨竜を皮切りに、巨竜のような凶悪なモンスターがたくさん出てくるのかもしれません」


    「この世界に？」


    「そう……そのように考えることもできる。この話をすると、勇者様に残ってほしいと考える連中がまた暴挙に出そうだから、住民には言っていない」


    　村長は重々しい調子で告げた。


    「そう言われてしまうと、後ろ髪を引かれるような思いがしますね……」


    「そろそろ先進まない？　タマキとユウキ、先行っちゃったしさ」


    　いつの間にか、ふたりの姿が消えていた。


    「本当ですね。ふたりが先行くところ見てたんなら、止めてくださいよ」


    「いや、アタシも今気づいたもんで」


    　リリアを先頭に、彼らは再び遺跡の奥へと足を動かし始めた。


    「……村長殿には悪いが、古代文字の意味がなんであれ、拙せつ者しやたちはここに留とどまるつもりはない」


    「わかっている。あなた方は十二分に働いてくれた。また竜が現れた時は、森の民全員で力を合わせて切り抜けていくさ」


    



    「姉ねえさん、ひとりでズンズン進んでかないでよ。迷子になっちゃうよ」


    「へーきだよ～。この階は明かりついてるし、ユウくんがいるも～ん」


    「ぼくと姉さんだけ門を潜くぐってワープしちゃったりしたら、どうすんのさ」


    「へーきだよ～。むしろ願ったり叶かなったりだよ～」


    「えええ」


    　恐ろしいことを言う。仲間意識とかないのかよ。


    「でも、ふたりだけじゃ心もとないし……」


    「その時は、あたしがユウくんの子供産んであげるよ～」


    「増やす方法はどうでもいい！」


    　──どんだけ長期的視点からものを言うんだよ。


    「ユウくん、ふたりっきりなんだから、遠慮せずに襲おそいかかってきてもいいんだよ～？」


    「いや、いいです……」


    　さっきの茶番のせいで、なにか勘違いされている気がする。


    「大丈夫～？　溜たまってない～？」


    「生々しいよ！　余計なお世話だから！」


    「わたしは溜まってるよ～！」


    　タマキはコアラのごとくユウキの背中にくっついた。


    「ほああ～！　ユウくん臭くさい！」


    「ひどっ！　ぼくが相手だからって失礼だよ姉さん！」


    　水浴びも洗濯もしていないのだから、におわないわけがないのだった。


    「ぼくだって姉さんがにおってるの言わないであげてるんだから──」


    「ユウくん……お姉ちゃんのこと臭いと思ってたんだね……」


    　ユウキからよたよた離れたタマキは、肩を落として項うな垂だれた。


    「あっ、いやっ、悪い意味じゃなくて、とってもいい感じににおってるから大丈夫だよ」


    「ほんと～？」


    「ほんとほんと」


    「だったら嗅かいでみせてよ～」


    「え……むぎゅ」


    　タマキの腋わきがユウキの鼻にこすりつけられる。


    「どう～？」


    「すうう……う……うん！　コクがあるのにスッキリ爽さわやか！」


    「なにやってんですか？」


    　蛞蝓なめくじの交尾を初めて見た子供みたいな目でリリアに見られていた。


    「臭気鑑定プレイか……キミら、本当に姉し弟ていらしくない遊びが好きだな」とアイ。


    「時と場所をわきまえろよな」


    　その言葉、ゼノにだけは言われたくなかった……とユウキは思った。


    



    　下り階段をさらに下りて、遺跡の最下層に到着した。地下２階より先は燭しよく台だいが設置されておらず、携行灯カンテラがなければろくに探索できない。手持ちのカンテラはリリアのものと村長のものと、ふたつしかなく、全員で固まって行動することを余儀なくされた。


    　最深部は、やたら床・壁・天井が綺き麗れいだった。遺跡内部は全体的に保存状態がよかったが、ここは特にいい。ここまでは子供たちも頻ひん繁ぱんに下りてこないからだろうか？


    　階段から一番離れた部屋に入った。これで遺跡内にある全ての部屋を見回り終えた。


    「なにもねえ、か……」


    　最後の部屋にも、異界への門らしきものはなかった。


    「懐かしい……暗くら闇やみを恐れずに、この部屋までひとりでたどり着くことが、少年時代は名誉なことだった。いやぁ、懐かしい……」


    　脳内タイムトリップしている村長。ユウキたちには、がらんどうな部屋にしか見えないが、村長の目には違って見えていそうだ。


    「……とりあえず、いったん外に出ましょうか」


    「リリア殿……もう少し調べてみる価値はあるのでは？」


    「オレもまだ探索し足たりねえ。どっかに隠し部屋があるかもしれねえだろ」


    　イサミとゼノは調査の続行を希望した。


    「見落としていないとは言いきれませんが、毎日のように遊びに来ている子供たちが隠し部屋を見つけられていないのに、わたしたちが見つけられるでしょうか？」


    　無理でしょう、とリリアは暗に言った。


    （……これからが大変ですね……）


    　異界への門が見つからなければ、開拓飛行船トリプラヴイマナが来るのをじっと待つか、未踏破地帯を目指して北上するか、どちらかしかない。


    　リリアは北上するつもりでいた。そのために、グリンには大量の食料とキャンプ用具を載せている。食料の調達には事欠かない土地なので、長旅になることは怖くない。怖いのは、北上したがなにも見つからなかった時だ……。


    「ユウくん、どうしたの～？」


    「え？　ああ、まぁ……」


    　ユウキは部屋の壁に魔法陣を見つけていた。


    （やっぱり、ぼく以外の人にはこれが見えてないんだな……）


    　大きな魔法陣ではないが、暗くら闇やみで光るそれはかなり目立つ。見えるなら気づかないはずがない。魔剣グラムが刺さっていた世界樹ユグドラシルの根に刻まれていたものと同一──形状固定の魔法陣。


    　ユウキはグラムで魔法陣を斬りつけてみた。すると、魔法陣は本来の機能を発揮することができなくなり、魔法陣の効力下にある遺跡全体が形状固定力を失った。


    　パキリパキリと音がした。


    　なんの音だろう、と思っていると、急に足場が落下した。


    　ズゥン、という音と共に地面に衝撃が伝わり、落下は止まった。落下時間が短かったため、悲鳴をあげる暇ひまもなかった。


    　みんな驚いた顔をして、また落ちるのではないかと無意識に姿勢を低くしている。


    　──なんだったんだ、今のは……？


    　怪け我がを負った者はいない。なにかの罠わななのか……？


    「床が……低くなった？」


    　周囲を見回してリリアが言った。これは〝床が抜けた〟というより〝３メートルくらい床が低くなった〟といった方が適当だ。


    　床が低くなったことで、出入り口が壁の上の方に開いている大きな通風口のようになってしまった。跳躍力のない者には引き返せない状況だ。


    「おい、見ろよ！」


    　ゼノが興奮気味に言った。ユウキらはゼノの近くに集まった。床が１～２階層分低くなったおかげで、先ほどまでは床下に隠れていただろう通路への入り口が露出していた。夜目がきくゼノは見つけるのが早かった。


    「どうして落下したんでしょうね？」


    「重さじゃねえか？　子供の体重じゃ足りなかったんだろ」


    「ここまで多人数で来ること、一回もなかったんかねェ？」


    「以前、10人くらいで押しかけたが、その時はなにも……老ろう朽きゆう化かが進んだのだろうか？」


    「見た目ではわからないものでござるな……」


    　ユウキが魔法陣を機能停止させたせいなのだが、ユウキは説明するのが面倒だったので、なにも言わなかった。


    「行ってみましょう」


    　携行灯カンテラを持つリリアは、率先して新たに見つかった通路の先へと進んでいく。ユウキたちも縦列になって続いた。


    　モンスターの気配は感じられないが、念を入れて、イサミは警戒しながら歩いた。


    　それから数分後──イサミの懸念は杞き憂ゆうに終わり、なにごともなく終点にたどり着いた。


    　ここまでに探索した部屋とは一線を画す大きな部屋。開拓飛行船トリプラヴイマナ内の運動場と同じくらいの広さだ。タマキが全力で跳ね回っても、天井に頭を打ちつける心配はなさそうである。


    　壁や床は遺跡上階と違わないが、天井に照明がついている点は異質だった。かなり強烈な光により部屋は白昼同然の明るさで、天井を見上げると眩まぶしいくらいだ。リリアは携行灯カンテラを片付けた。照明の正体は、天井に埋め込まれているそれ自体が発光する大きな鉱石のようだ。


    「……なんだありゃ？」


    「銀の延のべ棒……にしてはデカすぎるか」


    　ゼノとアイが見ていたのは、部屋の中央に鎮座している横倒しになった円筒形のオブジェだ。継ぎ目のないツルツルした表面が、照明の光を反射させている。じっと見ていると、強い反射光で暗くら闇やみに慣れた目がチカチカして痛い。


    　ユウキたちは部屋の中に入り、それぞれ調査を始めた。誰もが注目したのがオブジェなのはいうまでもないだろう。ここまで巨大な金属の塊、そうそうお目にかかれない。


    「みなさん、これを見てください」


    　もっとも部屋の奥の壁を見ていた村長に言われて、ユウキたちは村長の近くに集まった。


    　そこにはオブジェが綺き麗れいにハマりそうな、真円の穴──パイプと呼ぶには太すぎるようにも思われるので、便宜上トンネルと呼ぶことにする──が開いていた。ユウキが目を凝らすと、トンネルの壁にはビッシリと魔法陣が刻まれていた。


    「これが〝異界への門〟でござろうか……」


    　イサミが壁に開いているトンネルを見て言った。このトンネルは、どこまで続いているのか。異界まで続いているのだろうか。


    「人間用のルートには見えませんね……」


    　なんのためにかはわからないが、この銀色の筒オブジエを通すために穴トンネルが開あけられたように見えた。


    「……まぁ、歩いていけないこともないでしょう」


    「うえェ、徒歩？」


    　アイは素早くグリンに跨またがった。「ここは譲らんぞ！」という無言の圧力をユウキは感じた。そんなに歩くの嫌いやか……。


    「これをトンネルに入れたら、なにか起こるんじゃない～？」


    　タマキはオブジェに近づいていき、つややかな表面を撫なでた。


    　──ぴーガガッ……フォゥォゥオウオウオンィィー……カカッ、カカカカカカカッ……


    「なにこの音!?　姉ねえさん、なにしたの!?」


    「なにって言われても～」


    　音の発生源はオブジェのようだが、中からなのか表面からなのかはわからなかった。


    　オブジェの天てつ辺ぺんにオブジェを二等分する長い直線が入った。ごんごんごんごんごんと機械的な音を立てて、花開くようにオブジェの天辺が割れていく。両側面（真円の壁）を残して、オブジェは正方形の床と化した。


    「……空から？」


    　中からなにか──モンスターなどが出てくると思い刀に手をやり警戒していたイサミは、またしても肩透かしを食らった。


    　なんのためにオブジェは変形したのだろうか？　開いた状態のオブジェは省スペースだが、オブジェとしての価値はなくなってしまうし、このままではトンネルを通れない。


    「……少し調べてみましょうか」


    　リリアの提案に反対する者はいなかった。６人と１匹はオブジェの上に乗って、オブジェの正体がなんなのか突き止めようとした。


    「アイ、闇やみ雲くもにベタベタ触らないでくださいよ」


    「百見は一触にしかずと言うだろう？」


    「言いませんよ……」


    　それでもアイは触るのをやめない。それは冷たい金属の触感がクセになったからではない。


    「さっきタマキが触ったら動いたんだから、触ってみるべきなのは間違いない」という理念に基づいてのことだ。


    　凹おう凸とつのない滑らかな壁は、アイが何度も触ったせいで指紋だらけになっていた。触れた感覚では、コーティングなどは一切されていない。にもかかわらず汚れは全くついていないし、爪で擦こする程度では傷をつけることもできない。ただの金属ではなく、オリハルコンやミスリルに代表される魔法金属の類たぐいだろうとアイは推測した。


    「壁のパントマイムでもしてるみたいになってますよ。触って調べるにしても、もうちょっと触る場所を考えてから触ったらどうです？」


    　注意深く見て観察すると、倒れずに残っているふたつの円は微妙に形状が違っていた。前と後ろ、あるいは上と下といった区別のつけ方があるものと思われる。


    （……これ、なんでしょう？）


    　リリアは一か所だけ赤くなっている床パネルを見つけた。試しに踏んでみることにする。


    　がしょん。


    　食虫植物さながらの速度でオブジェが閉じて、元通りの形状に戻った。銀色の床の上に乗っていた６人と１匹は、食虫植物に食べられるような格好でオブジェの中に収納されてしまった。


    「きゃああああ！」


    「なんだなんだなんだ!?」


    　いきなり真っ暗な空間に閉じこめられ、リリアやゼノは恐パニ慌ツク状態に陥った。


    「みなさん、無事ですか!?」


    　外で村長がオブジェに向かって叫んだ。しかし、その声はオブジェの中にいるユウキたちには届かなかった。


    「落ち着こう……まず、これはユウキだな」


    「アイ、下半身触って判断するのはやめよう！」


    「で、こっちはリリア」


    「きゃああああ！　ちょっと、なに考えてんですか！」


    「ぐ、ぐるじ……リリア……鎖くさり引っ張んないで……」


    「……へ？　わたし、なにも──」


    「わりぃ、オレだ」


    「モリオさんかよ！　一発殴なぐらせろ！」


    「なんでだよ！　鎖なんぞ武器にして、それを首に巻いて持ち歩くお前が悪い！」


    「操獣士の武器なんて鞭むちか鎖しかないんだから、しょうがないだろ！」


    「あーもう、ふたりとも、やめてくださいよ……」


    「どうする～？　壊して外に出ちゃう～？」


    「待て、早まるな！」


    　ひとつしかなかったオブジェを壊すのはまずいとイサミは思い、タマキを制止した。


    　その頃、オブジェはトンネルに吸い込まれるように浮き上がり始めていた。


    「どうなって……くっ、私はどうすればいいんだ？」


    　村長はオブジェを引き止めようとしたが、オブジェは大きすぎて摑つかみどころがなく、腕力で引き止めるのは不可能だった。


    　オブジェはそのままトンネルの方へ移動し、トンネルの入り口にカチリとハマった。そしてトンネルの中を滑らかに走り始め、村長の視界からあっという間に消え去ってしまった。


    「うわっと」「きゃっ」


    　滑り始めた瞬間、中のユウキたちはバランスを崩して倒れた。中には摑めるものがなにもなかったし、地面も平坦ではなかったので、バランスを保つことができなかった。


    「うわわわわわ！」「か、カーブしてますよね？」


    　左右に揺さぶられ、ユウキたちは立ち上がることを諦あきらめた。


    　突とつ如じよ、オブジェが急加速した。気づけば６人はオブジェの底、真円の壁に磔はりつけにされていた。顔の形が変形して、目玉が飛び出そうになる。さしものタマキも楽しんでいる余裕はなかった。


    （どうなってんだよ、これは？）


    （なにが起こって──いたたたたたたたっ！）


    　もうなにがなんだかわからなかった。昨日スキーズブラズニルが暴走した時よりも、遥はるかに強烈なＧが彼らを襲おそっていた。強制的に全員、意識が飛んだ。
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    　ユウキたちを乗せた円筒形オブジェ──古代文明の技術ロストテクノロジーによって作られた運搬用大型カプセルは、専用の海底トンネルを通り、別の異世界へとマッハの速度で移動した。


    　しかし、カプセル専用トンネルは途中で途切れていた。未完成だったわけではない。移動先の異世界は、シャングリラと違って古代遺跡、つまりカプセル発着場の保存状態が悪かった。形状固定の魔法陣の機能はとうに失われ、トンネルの方まで経年劣化が進行してきていた。


    　トンネル内に刻まれたカプセルを加速させる魔法陣が機能しなくなり、カプセルが速度を落とし始めた。歪ゆがんだカーブを曲がりきれず、カプセルはトンネルの裂け目から外へ飛び出した。道を見失ったカプセルは、惰性で地面を滑り、坂を上りきったところで、ようやくその速度をゼロにした。


    



    「……うう……」


    　カプセルの中で最初に意識を取り戻したのはユウキだった。リリアの体がクッションになってくれていたおかげかもしれない。申し訳ないなぁ、と思う以上に、意外と胸あるなぁ、という感想を抱いてしまった自分を軽けい蔑べつしつつ、無言のまま立ち上がる。


    　ほんの僅わずかにだが、外から光が差し込んでいた。トンネル通過中に受けたダメージのせいで、カプセルに穴が開あいてしまったからだ。アイのめくれ上がったスカートを下ろしてあげたあと、ユウキはカプセルの内壁の赤く点滅しているパネルに触れた。それはカプセルの緊急開閉スイッチとして機能した。ごんごんごんごんごん、と機械的な音がして、カプセルの天井が縦に割れていく。煙がかった灰色の空が裂さけ目から見えた。


    　カプセルが開ききった。ユウキが周囲を見回すと、ゴミが山のように積み上げられていて、いくつもあるゴミ山のひとつの頂上部に、自分たちはいるらしかった。衣服や靴、武器や工具、柱や窓ガラス、家具や遊具などのなれの果てが、油や泥で塗装され、埃ほこりや黴かびで装飾され、計り知れない腐敗臭をまき散らしている。


    「くっ……っせぇぇぇえええええええ！」


    　ユウキは臭くさすぎて腰を抜かした。


    　とんでもないところに来てしまった、とユウキは思った。
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    「──ええええええええええええええええ！」


    「うっるっせぇぇえええええええええええ！」


    　ユウキの絶叫にゼノが呼応した。


    「黙れ！」


    　どつかれて、ユウキは頭からカプセルの床に突っこんだ。


    「……痛い」


    「大げさな……」


    　と言いつつも、やりすぎた、と思ったか、ゼノはユウキに手を差し出し、助け起こした。


    「ぐがっ……くさ───！」


    　イサミは牛乳を染み込ませて１週間トイレに放置した雑ぞう巾きん以上の異臭に反応して起きた。女性陣も続々と意識を取り戻し、みんなで臭くさい臭いと大合唱。殴なぐられて「痛い！」と言わずにはいられないように、「臭い！」と叫ばずにはいられない環境がそうさせた。


    「黙れ黙れ！　こんなもん、口呼吸すりゃ耐えられっだろ！」


    「いやいやいや！　無理だよ！」


    　そのような単純な方法で耐えられる次元ではなかった。人狼ウエアウルフの鼻は、感度も強度も人間より優秀らしい。


    「…………」


    「……いくら姉ねえさんでも、呼吸しないと死ぬと思うから気をつけてね……」


    　青い顔をしているタマキを見てユウキが言った。顔色が悪いのは心理的な理由からではなく、酸欠だからのようだ。


    　リリアはカプセルをもう一度閉じられないかと赤いパネルを踏んでみたが、反応はなかった。壊れてしまったようだ。


    「……あやぐごごをでないど、ばながおがひくなりまふ」


    　自分で自分の鼻を摘つまんでリリアが言う。できるだけ喋しやべりたくないようで、ひとりでさっさとゴミ山から下りていってしまう。


    「リリアど──ぐはっ、かはっ……」


    　不用意に動くな、とイサミは言おうとしたが、刺激的な悪臭にたまらず、せき込んでしまう。言葉なしで、行動だけでリリアを止めるのは難しい。仕方なくイサミはリリアの行動を容認し、戦闘力の低い彼女を危険から守るため追いかけた。


    「ま、待ってよ。どこ行くの」


    　ユウキはリリアとイサミに尋ねると、とんとん、とアイに肩を叩たたかれた。アイはゴミ山の先にあるものを指さした。ユウキはアイの指した空間を見上げた。


    　そこにあったものは、ゴミ山だらけの景観に馴な染じんではいるものの、ゴミ山ではなかった。規模のケタが違う。城じよう砦さい、巨像、塔、工場……どれでもあってどれでもない、筆舌しがたい外観をしている超巨大建造物。世界樹ユグドラシルをも凌しのぐ存在感を放つ目印ランドマークが聳そびえ立っていた。


    　アイはグリンに乗って、リリアたちに続いて下山し始めた。ゼノ、ユウキ、タマキも、無言で続いた。蝿はえがたかっている油や泥で滑りそうな場所は避けて、原形が残っているマットレスやテーブルの上など、なるべくフラットで比較的汚れが目立たないところをぴょんぴょん跳び移り、下へ下へ。


    　ゴミ山を下りきると、ヘドロがとろとろ流れている場所に出た。ゴミ山に挟まれた谷の底を流れている川といえなくもない。


    　川の上流に向かってリリアは進路を取った。ゴミ川に沿って進んでいけば、超巨大建造物のふもとにたどり着けそうだ。


    　堆うずたかく積もったゴミに囲まれた景色を歩いていると、否いや応おうなしに気が滅め入いってくる。殺人的な臭気にも、まだ慣れることができない。それに、できれば慣れたくない。


    　臭くさいエリアから早く抜け出したいあまり、リリアの歩調は自然と早まっていった。


    　ユウキ、アイ、タマキは、少しずつリリア、イサミ、ゼノの３人から遅れ始めた。


    （急がなくちゃ……うう……）


    　川辺に漂うヘドロの臭気で、ユウキの鼻はさらに曲がった。また気分が悪くなってきた。紫し海かいに出た時と同じような感覚があった──なにもしていないのに衰弱していっている。


    （なんだこれ……？）


    　ユウキの思考力が落ち、視界が狭まっていく。全身が虚脱していき、力が入らない。


    　──臭いというだけで、人はここまで衰弱してしまうものだろうか？


    　とにかく、このままでは立っていられない。気絶してしまいそうだ。


    「アイ……グリンの上に乗せて……」


    「えェー？」


    　自分で自分の鼻に指を突っこみながら、アイはものすごく嫌いやそうな顔で振り返った。変な顔だったのでユウキは笑ったが、思うように表情筋が動かなかった。


    「ユウくん、おぶったげようか～？」


    「…………」


    　普段なら断るところだが、この時は、それでもいいか、と思った。


    「いいよタマキ。アタシが代わるから」


    　アイはユウキの異常を察して、グリンの席を空けた。


    「ごめん……」


    「いいって。ひとりで乗れるか？」


    「あたしが手伝うよ～」


    　ぐったりしているユウキをタマキがグリンに乗せた。


    「アイちゃん、歩きにくくない～？」


    「いやいや。ハイヒールはクソまみれの道を歩くために作られた靴くつだから。こういう場所でこそ真価を発揮するってもんよ」


    　とはいっても歩きにくそうだった。大丈夫かな～、とアイの後ろ姿を見ながらタマキが最後尾を歩きだした直後、唐突にゴミ山の陰から犬型モンスターの群れが飛び出してきた。


    「うわっ」


    　──まずいッ！


    　奇襲されたことに仰天し、アイは反応するのが遅れた。モンスターがいてもおかしくないとは思っていたが、イサミがいるし寄ってこないだろうとも思い気を抜いていた。どうやらイサミを含めた前の３人との距離が開きすぎていたせいで、後ろの３人と１匹まで殺気の効力が届かなかったらしい。


    　モンスターがアイめがけて一斉に飛びかかった。首にかかった鎖くさりを外している暇ひまはない。アイは恐怖から目を瞑つむり、両手で顔を隠した。


    「とぉ～りゃ～！」


    　トライデントを振り回しながら、タマキがアイとモンスターの間に飛びこみ、犬型モンスターをまとめてぶっ飛ばす。


    　アイは慌あわてて鎖を外して臨戦態勢を取った。犬型モンスターはタマキの戦闘力に臆おくすることなく、再び連係して襲いかかってくる。タマキひとりで相手にしきれる数ではない。


    「うらッ！」


    　アイは鎖を鞭むちのように振り回した。バチンバチンバチンバチンバチン、と立て続けに肉と鎖がぶつかる音。アイの振り回した鎖は面白いようにモンスターに命中した。


    　だが、それでも敵が優勢だった。ふたりは犬型モンスターの数に圧倒された。面白いように命中するのは、それだけ敵の数が多いからだ。手が４つじゃ足りない。リリア、イサミ、ゼノ、誰でもいいから早く気づいて戻ってこい、とアイは念じた。


    　新手の犬型モンスターがアイたちの後ろに湧わき出てきた。グリンの持っている荷物──食料をモンスターは狙ねらっていた。グリン自体も獲物で、その背中で苦しそうにしている人間──ユウキも、もちろん捕食対象だった。廃棄物処理場に生息する彼らは、食べ物のにおいに敏感だ。


    　森林大陸シヤングリラでたった２日間だが野生として暮らしたグリンは、犬型モンスターの１匹や２匹、倒せるだけの力はついていた。しかし、10匹、20匹の単位で来られては、抵抗の無意味を悟らざるをえない。グリンは逃げようとしたが、逃げられるスペースは上しかなかった。グリンは上昇を試みたが、荷物が重くて少しも上がらない。グリンの体に犬型モンスターが嚙かみついてきた。グリンの体からマナが抜けていき萎しぼみ始める。だらんとしているユウキの体がグリンの背中からずり落ちた。


    　落ちたことで意識を取り戻したユウキは、勢いよく息を吸いこみ虚うつろな意識を強引に呼び覚ました。そして着地するなり背中の魔剣グラムを抜く。


    「うぷっ……げぼっ」


    　刺激的なにおいで思わず吐いてしまい、喉のどが痛かったが、目は覚めた。口元を手で拭ぬぐいながら、飛びかかってきた犬型モンスターを魔剣グラムでがむしゃらに切り捨てる。


    　最初のうちは、主にグリンがマトになってくれたので対処しやすかったのだが、グリンが小さくなるにつれて、ユウキに向かってくる数が増えた。ユウキは腕を何度か嚙かまれた。ゴリっと音がして嚙みちぎられるかと思ったが、そうなる前に絶命させて振り解ほどいた。思ったほどの痛みはないが、いつものような自己治癒力は発揮されない。体調不良のせいだろうか。


    　ユウキは戦うのをやめて逃走したくなった。だが、足が鉛になったように動かない。全く動かなくはなかったが遅い。遅すぎて自分自身にイライラする。足が重い。


    　……まぁ、逃走するためのエネルギーがあったところで、逃げ場がないから意味がない。


    　タマキもアイも自分のことで手いっぱい。このままではいけないと思い、ユウキは切り札を使うことにした。──精霊を呼び、魔法剣で殲せん滅めつしよう！


    「シルフちゃん！」


    　しかし、精霊の返事はなかった。


    「ノームさん！　ウンディーネ様！　サラマンダー氏！」


    　……誰も出てきてくれなかった。


    「ええー……呼べば出てきてくれるんじゃなかったのかよ……」


    　ユウキは思わず恨み節を零こぼした。


    　ここには自然がない。だから四大元素の元になる霊的エネルギーマナがすっからかんで、精霊が存在することのできる場所ではなかったようだ。マナがある場所でないと出てこられないという条件をユウキはウンディーネから聞いていたが、すっかり忘れていた。人間、都合のいいこと以外は忘れてしまうものである。


    　もうダメかもしれない、とユウキが諦あきらめかけたその時、上からびゅんびゅん尖とがった石を先端に持つ矢が降ってきて、犬型モンスターの体を突き破った。リリアの遠距離射撃だ。


    「ユウくん、こっち！」


    　衰弱しているユウキと、小さくなってしまい半分以上の荷物を落としたグリンは、タマキの切り開いた血路を駆け抜けた。


    　しかしユウキは途中でゴミに引っかかって転んでしまった。彼に起き上がる力は残されていなかった。


    「ユウくん、しっかりしてよぉ～、もぉ～！」


    　タマキはユウキを肩に担かつぐと、すさまじい速さで駆け出した。


    　もう大丈夫だ──ユウキは安心して意識を手放した。


    　タマキが走っていった先に、ほかのメンバーが待っていた。アイとリリアは、それぞれ鎖くさりと弓でタマキの援護に回る。タマキとすれ違うようにイサミが前に出た。


    「散れ」


    　殺気放射。犬型モンスターの群れはガタガタと震ふるえ、情けない声を上げて逃げ出していく。


    「こっちだ」


    　敵を関知する力に秀ひいでたゼノの先導でバタバタ走っていくと、粗雑なつくりの階段が見えた。動物や魔物が階段を築くことはないので、この辺りに人間がいることを予感させる。また犬型モンスターが現れたのを見て、ユウキたちは階段を駆け上がった。


    「……上って来ねぇな」


    　犬型モンスターの群れは、階段に向かってひとしきり吠ほえると、ゴミ山の陰に消えていった。


    「これで完全に逃げきれたと思います」


    　リリアが言うには、犬型モンスターは段差を嫌いやがって追ってこないらしい。……でなければ、執しつ拗ように追うほどの価値もないと思われたのだろう。食料の入った袋はもうグリンが落としてしまったので、こちらの手元にはない。


    「ユウくん、おっきしてぇ～」


    　タマキが肩に担かついでいる気絶中のユウキを、杭くいのように地面に打ち下ろした。ユウキは頭頂部から地面（錆さびた鉄板）に突っこまされた。


    「ぐあああああああはははははっ！」


    　──姉ねえさんのパイルドライバー……何度食らっても最高さ！


    　この痛みだけが、ぼくがこの世で生きることを赦ゆるしてくれる気がするよ。


    「なんでこいつは嬉うれしそうなんだよ……」


    「タマキさん、ユウキさんが死んじゃいますよ！」


    　元気な時ならともかく、衰弱している上に傷だらけのユウキさん投げちゃダメでしょう、とリリアが注意する。


    「でも、ユウくん喜んでくれてるし～」


    　タマキに言われて、リリアはユウキの安らかな顔を見た。痛みよりも快感が勝っているのは明らかだった。心なしか体力も回復しているようにも見える。


    「ユウキさん！　行為がエスカレートして大変なことになっても知りませんよ！」


    「望むところだよ」


    「ええっ!?」


    　予想外に強気なユウキの返答に、リリアは戸惑いを隠せない。


    「……だったら、わたしもやっちゃいますからね。えいっ！」


    　リリアはユウキの額ひたいにデコピンした。この弱い一撃で反省してくれるとは思わなかったが、これをしつこく続けているうちに、痛いことをされるのが嫌になると──


    「痛いなぁ……やめてよリリア」


    「なんで普通なんですか!?」


    　一撃目にして正常なリアクション。──もっと強く叩たたいてあげないとダメなのでしょうか？


    「今のは愛が足りなかった。アタシの番だな……名前が伊だ達てではないところを見せてやるぜ！　闘魂注入！」


    　アイはユウキの頰ほおを手ではたいた。


    「痛いなぁ……なんでアイにまで叩かれなきゃ……」


    　リリアはユウキの反応を見て、タマキ以外の人がやってもユウキを悦よろこばせることはできないのだと──。


    「……でも、そんなに悪くないかも」


    「ええっ!?」


    　叩かれることにいいも悪いもないでしょう!?　とリリアは声を大にして言いたかったが、ユウキに自分の理屈が通用するとも思えず、なにも言えなかった。


    「フッ……ほらな。愛がない暴力しか振るえないＳはクズだ。わかったかリリア？」


    　アイに勝ち誇った顔で言われ、リリアは敗北感に打ちひしがれた。


    「……ユウキさん、アイを贔ひ屓いきしてませんか？」


    「えええ」


    　そんなことないって、とユウキは否定したがリリアは疑わしげだった。


    「……まぁ、いいでしょう。わたしだけでも、まっとうな愛をもって接することにします」


    　リリアはユウキの怪け我がを治療するため、腰に提げた道具袋から世界樹ユグドラシルの花が入った魔法ビンを取り出した。ビンを開あけ世界樹の花を中から出すと途端、花びらはカサカサに乾燥し色あせ土気色になってほろほろと崩れた。


    「──えっ？」


    　リリアは己の目を疑った。近くにいたアイや遠巻きに見ていたゼノもこれには驚いた。


    「……消費期限切れってことォ？」


    「そんなはずは……」


    　道具屋の女主人は、なにも特別なことをしなくても１週間は保存がきくと言っていた。


    「……汚い空気に触れると、ダメになってしまうのかもしれませんね」


    「だとしたら、問題はどの程度までなら使えるのかだが……あの森よりも綺き麗れいな空気の場所なんて、なかなかねえぞ。ヘタしたら、あの世界でしか使えねえのかもしれねえ」


    「えェー？　なんだよそれー」


    「オレに文句を言われてもな……」


    「困りましたね……」


    　花の万能性を過信していたため、ほかに回復アイテムは持ってきていない。ユウキの怪我は、とりあえず我慢してもらうしかなかった。


    「ツバつけときゃ治るよ～」


    「うわぁ。やめてよ姉ねえさん、汚いよ」


    「ユウくんの体に汚いところなんかないよ～」


    　重傷の腕をタマキにベロベロ舐なめ回され、ユウキはくすぐったそうにした。


    「姉し弟ていで公然ローションプレイとは……やるなァ」


    「いやいやいや、そんなことしているつもりはないから」


    　緊張感のない会話をしていると、いきなりドォンと音がして地面が微かすかに震えた。


    「今のは……？」


    　リリアが周囲を警戒しながらつぶやく。


    「隕いん石せきでも落下してきたみたいな感じだったな」とゼノ。


    　本当に隕石だったら、自分たちは衝撃波で死んでいる。しかし、ゼノの言うこともあながち間違っていないと思ったイサミは上空を見上げた。


    「……む？　なにか落ちてくるぞ……」


    　イサミから見ると死角となっている超巨大建造物の屋上から、なにかが発射された。


    　またしても大きな音と小さな衝撃に襲おそわれた。


    「投石器かねェ？　じゃなきゃ大砲？」


    「大砲にしては弾がでかすぎねえか？　余裕でここからも見えたぞ」


    　空気抵抗のせいか、落ちてくる球体状のなにかはそんなに速くない。


    「拙せつ者しやたちを狙ねらったものではないと思うが……潰つぶされてはかなわぬ、警戒せねばな」


    　上に注意を向けつつ、ユウキたちは目的地へ向かおうと歩き出す。


    



    「よっしゃぁぁぁ！　キタキタキター！」


    「あんちゃん、抜け駆けは許さないよ！」


    



    　ゴミの上を走る不ふ揃ぞろいな足音と、声変わり前の男子特有の高い声が聞こえた。


    「よかった……人がいないわけじゃないみたいで」


    「ああ。子供の声だったな……」


    「接触してみましょう」


    「うむ」


    　ユウキたちが子供の声のした方へと歩いていくと、ドブ川の水源に到着した。正確には廃液貯水池プールと呼ぶべきだろう。金属製のパイプから出てくる汚水が川の主成分だ。プールに汚水を流しこんでいるパイプは、超巨大建造物の外壁を伝ってきているものと超巨大建造物の中から延びてきているものと合わせて何十本とある。


    　プールの中から元気な魚が飛び出してきた──ようにユウキには見えた。


    　出てきたのはスライムだった。原型イデアそのものが形を得た生物──幻想種だ。


    　アトランティスでは幻想種が絶滅していた。だからユウキたちがスライムを見るのは初めてだ。スライムはベチャッとプールの外に着地すると、のろのろとアメーバさながらに這はい寄ってきた。プルプルした紫色の固まりは、意思を持っているのかいないのかわからない。


    　イサミは未知なる存在に向かって、牽けん制せいの意味で殺気を飛ばした。しかしスライムは殺気に対して無反応だった。


    （なに……？）


    　イサミはもう一度、先ほどよりも鋭い殺気を飛ばしたが、やはり無反応だった。


    　スライムは精霊と同じで生存本能を持たない。だから殺される恐怖を知らない。


    　そんなこととは露つゆ知らずだったので、威圧が通用しないスライムがイサミにとっては不気味だった。──これは生物なのか？　でなければ、なんなのだ？


    　スライムがビュッとゲル状の液体を飛ばしてきた。


    「うをっ!!」


    　ゼノは液体をひらりとかわした。その液体はゼノの後ろにあったゴミ──ポールハンガーに付着した。天然木の風合いがあるポールハンガーが、じゅくじゅくと腐って折れた。


    「わーお。あんなのに顔射されたら、たまらんなァ」


    「顔じゃなくてもたまらないでしょ……」


    　相変わらずのアイにユウキがツッコんでいる横で、リリアは片眼鏡モノクル越しにじっとスライムを見ていた。


    「……解析終わりました。やはりモンスターですね。倒した方がいいでしょう」


    「ったりめえだ！　やられっぱなしですますかよ！」


    　まずゼノが本能的に反撃に出た。攻撃されたら反撃するのが彼の流儀だ。


    　全速力で距離を詰めて、あと一歩踏みこめば拳こぶしが届く位置に入ると同時に急停止、ブレーキ時にかかる反発力を推進力に換えて急加速。


    「神シン軌キ溢イツ天テン！」


    　アッパーカットがスライムの体を震ふるわせたが、手応えがまるで感じられなかった。


    　スライムはゼノの体を飲み込もうと、ゼノを包みこむように表面積を広げた。ゼノは挙動の大きいバックステップで、スライムの抱ほう擁ようを回避し即座に次の反撃を放った。


    　──もう一丁！


    「神軌溢天！」


    　バックステップを急停止させ、その時に生じる反発力を推進力に換えてまたもや急加速。教科書に書いてありそうなヒット＆アウェイ。


    　ゼノは部分狼化で爪を伸ばしていた。アッパーカットは打撃から斬ざん撃げきへと変化し、スライムの体を切り裂さく。手応えあり。しかし、スライムはものの数秒間で再生し、元の形状に戻ってしまう。これでは殺せない。


    　──だったら、これならどうだっ！


    「オラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラ！」


    　バラバラになるまで神羅万掌ラツシユ。スライムの欠片かけらが飛び散り少しずつ小さくなっていく。


    「ハァ、ハァ、ハァ──」


    　しかしスライムの体を消し飛ばしきるよりも先に、ゼノの息が上がる。飛び散ったスライムの欠片がウニュウニュ動いて合体し元の形状を取り戻していく。


    「だああっ！　やってられっか！」


    　ゼノはスライムを倒すことを諦あきらめた。


    「これは厄やつ介かいでござるな……」


    　イサミが刀で綺き麗れいに二等分に斬きると、スライムは二体に分裂。タマキが槍やりで突き刺してゴミ山の中に沈めると、スライム巨大化。リリアが弓で射っても、矢がスライムの中で消化・吸収されてしまい、矢の無駄遣づかいにしかならず。アイが鎖くさりで束縛しようとしても、軟体動物の動きでニュルリと抜け出してしまいうまくいかない。ユウキの魔剣グラムでも、イサミの刀と同じことしかできなかった。


    「……どうするよ？」


    　アイが仲間に意見を求めた。


    「逃げるしかないでしょう……」


    　ユウキたちはスライムとの戦闘を嫌ったが、スライムは次から次へと出てきて、そのつど、逃げるしかなかった。


    　ただ、考えなしに逃げ回ったわけではない。ユウキたちは時折聞こえる子供たちの声を追いかけた。土地勘を持った子供たちの移動速度はユウキたちよりも上だ。


    　ゴミの谷をしばらく進むと、ゴミ山の上でゴミ拾いをしている少年たちの姿をユウキたちは見つけた。……拾うというより、漁あさっていたと言った方が適当か。


    　ゴミ山のゴミは地層を成している。少年たちが漁っているところはもっとも新しい層で、よく見るとゴミが浮いて見える。そこだけ比較的綺き麗れいなのだ。あくまで〝比較的〟だが。


    　ユウキたちがゴミ山を登って近づいていくと、少年たちに見つかった。遮しや蔽へい物ぶつがないので、隠れようがないのはユウキたちも少年たちも同じだ。


    　少年たちは皆、ひょろりとやせ細った体型で、爬は虫ちゆう類るいみたいな生気に欠けた目をしている。茶色い髪の毛は伸ばしっ放しで、白いフケが目立つ。


    　服装はボロっちいシャツと、不格好な穴の空あいたジーンズに、サイズの合っていない大きな革かわ靴ぐつ。小汚くて、だらしない着こなし。誰も身だしなみを注意してくれないのだろう。


    　ゴミ山の上にスライムなどのモンスターの姿はない。ユウキたちは手持ちの武器をしまって、少年たちに話しかけてみることにした。


    「すいません──」


    　話しかけてすぐに、ユウキは少年たちの猜さい疑ぎ心しんに満ちた目に気づいた。


    　──自分たちは異界人で、奇妙な格好をしている。ここにいることが異常な集団だ。だから怪しまれるのは仕方のないことだとユウキは自分を納得させて、少年たちと向き合った。


    　だが、少年たちが血のこびりついた鉈マチエツトを構えたのを見ると、さすがに向き合い続ける気が失うせた。


    「ここはおれたちの場所だぞ！」


    　一番背の高い少年が機械弓クロスボウをユウキに向けて構えていた。ユウキたちは足を止めた。


    「お、落ち着いて！　なにもしないから！」


    「だったら、早く消えろ！　こっち来んな！」


    「そんな敵てき愾がい心しんを剝むき出しにしなくても……」


    　人間不信なのだろうか？　ユウキはどう対応すればいいかわからず、仲間の顔を見た。


    「……あそこにある建物に住んでいらっしゃるんですよね？」


    「なに言ってんだ？　そこ以外のどこに住めるっていうんだ。ゴミの中で暮らすのがお似合いだとでも言いたいのか？」


    　リリアの質問も、棘とげのある口調で返された。


    「そんなつもりは……信じてくれないかもしれませんが、わたしたちはこの世界の外から来たばかりでして、この世界のことがよくわかっていないんです」


    　リリアは、自分たちが自然豊かな別の世界シヤングリラから、幻想遺物オーパーツと思われる銀色の筒カプセルに乗って、このゴミだらけの世界にやってきたことを告げた。


    「……？」


    　少年たちは〝豊かな自然〟やら〝オーパーツ〟というものを見たことがなく、どういう世界からどうやって移動してきたのか全くわからない様子だった。


    「そんな与よ太た話を聞かされてもなぁ……」


    　少年たちの目は、危険物を見る目から変な物を見る目に変わっていた。


    「あんたたち、本当は貴族なんじゃないの？」と一番背の高い少年が言った。


    「貴族？　どうしてそう思うんです？」


    「常識知らずだからだよ。上層に住んでる貴族たちは、下層のことをなんにも知らないって、みんな言ってる」


    「アタシたちは貴族なんかじゃないよ。見ればわかるだろ？」


    　ドレスを着ているアイが言っても、あまり説得力ないんじゃないかとユウキは思った。


    「貴族はキテレツな格好をしているんだ。キテレツって、あんたたちの格好みたいなのを言うんだぜ？」


    　少年たちの格好を普通だとか凡ぼん庸ようと定義するのなら、そうなってしまうだろう。


    「どうしても信じてくれませんか？　この地に関する話が聞きたいだけなんです。あなた方の邪魔をしようとか、そういうつもりは一切ありません」


    「うーん……」


    「あんちゃん、この人たち、噓うそをついているようには見えないけど」


    　幼い少年の意見に、クロスボウを持った小年は耳を傾けた。


    「そうだな……話くらいは聞いてやってもいいか」


    「ありがとうございます」


    　下した手てに出つづけたかいがあった。リリアが少年に尋ねる。


    「まず、あの大きな塔みたいな建物について教えていただけますか？」


    「あれはパラディソ。中は住宅街になってる」


    「建物の中に街があるんですか？」


    「うん。なにも知らないんだなぁ……」


    　パラディソには大きな階層が10あって、最上層（第１層）から第３層までを上層、第４層から最下層（第10層）までを下層と呼ぶ。なかでも第８層より下の層の治安は最悪で、少年たちが住んでいる第９層では、殺人を伴う強盗や強ごう姦かんが毎日のように起きており、人ひと気けのない路地裏などへ行くことは自殺しに行くことも同然だという。


    （どんだけ殺さつ伐ばつとした世界なんだよ……）


    （メトロポリスの貧民街スラムより酷ひどいな……）


    　ヘタに動かず森で生活を続けていた方がよかったかもしれないと思い、ゼノやアイは鬱うつ々うつとした顔になるのを抑えられなかった。


    「おれたちはここ──廃棄物処理場で拾ったものを売って、お金を稼いでる。子供にもできる仕事なんて、これくらいしかないから」


    「どうして働いてるの～？　お父さんはいないの～？」とタマキ。


    「父ちゃんも母ちゃんもいるよ。けど、自分でもお金を稼がないと、食べてけない」


    「あなた方が特別、困こん窮きゆうしているんですか？」リリアが質問を続ける。


    「そうでもない。おれたちみたいな子供、探せばわんさかいると思うよ。……少し待ってくれたら、第９層まで案内してやってもいいけど」


    「そうしてくれると助かります」


    



    　少年たちと共にスライムから逃走しながら進むうちに、超巨大建造物──パラディソが近づいてきた。雲の上まで届かんばかりに聳そびえ立つ外壁は、コンクリートや金属板で構築されており、壁の隙間からは仄ほのかに妖しい光が漏もれている。


    　汚水を流しているパイプの束に沿って行くと、パラディソの最下層に入った。中はゴーストタウンと化しており、人の気配はなく魔物の気配だけがあった。


    　構造上、下層には陽光が届かないので薄暗く、いたるところに電灯が設置されている。ほとんどが明滅を繰り返していて、頼りない。長い間、取り替えられず放置されているようだ。


    　住宅街を構成する家屋は、無機質で芸術性に欠けた面白みのないデザインで、街の退廃的な雰囲気を助長していた。コピー＆ペーストを繰り返したように似たような設計の家が建ち並んでいる景観はつまらなくて寂しいが、実用性と効率性に秀ひいでており、よくも悪くも近代的と取れた。壁はシンプルなタイル張りで、ところどころ剝はげている。


    「どうして、ここでの生活を手放してしまったんでしょう？」


    　街並みに目を向けながら、リリアがつぶやいた。家の中も少し見たが、水洗式トイレや浴場もあって廃はい墟きよになっていなければ住んでもいい家だと彼女は思った。


    「廃棄物処理場がモンスターの巣そう窟くつになっちゃって、勢力を広げたモンスターが中まで入ってきちゃったからさ。においもキツイし、住めたもんじゃないよ」


    「ゴミの山ができるまでは住んでいたということですね」


    「みたいだよ。おれらが生まれた時には既にこうだったから、よくは知らないけどね」


    「疲れたー……ちょっち休もうよ」


    　アイは仲間の賛同を得ないまま、半壊しているベンチを見つけて腰を下ろした。


    　ユウキたちのいるところはよく見ると噴水を中央に据えた円形の広場のようだ。水は涸かれて、広場を囲む家屋の壁は剝はげ、割れた窓のところどころに蜘く蛛もの巣が見えた。明滅を繰り返している古びた街灯には、蛾がなどの羽虫がたむろしている。


    　長居したくはない場所だったが、１時間以上歩いたり走ったり戦ったりしてきたため、疲れていたメンバーも多かった。反対の声もなく、なあなあで休憩を取ることになった。


    　メンバーの中でも特につらそうな顔をしていたユウキは、がくんとその場にうずくまった。地面では、うねうね、かさかさ、自分の部屋で見つけたら「ひぎぃ！」と悲鳴をあげてしまいそうな生物たちが動き回っていたが、ここで見ても驚きはなく、反応する気力も湧わかなかった。


    「モリオさん、それ、アタシにもやってくれ」


    　ゼノが腕や脚をセルフマッサージしているのを見て、アイが言った。


    「自分でやれや……つーか、お前、いつまでオレのことモリオって呼び続けるつもりだ……」


    　──世界移動してもなお引っ張り続けるほどのネタじゃねえだろ……。


    「そんなの決まってるだろ？」


    　アイはフッと鼻で笑って、言った。


    「キミがッ、泣くまでッ、呼ぶのをッ、やめないッ！」


    「泣くか！　一生やめないつもりかてめぇ！」


    「だってアタシの中では定着しちゃったし……改名しなよ、改名」


    「ふざけろ！」


    　ゼノは親が名づけた自分の名前が好きではなかったが、モリオよりは遥はるかにいいと思った。


    「あんまり大きな声ではしゃがないでくださいよ」


    　リリアがゼノとアイの会話を仲裁した。「はしゃいでねーよ！」とゼノが吐き捨てる。


    「真ま面じ目めな話、しょうもないことに体力エネルギーを使わない方がいいですよ。ここでは食料を手に入れるのも大変みたいですから」


    　グリンが食料を落としてしまったせいで、手持ちの食料はほぼゼロだった。さすがに廃棄物処理場に棲せい息そくするモンスターを狩って食べる気にはなれない。


    「おなかすいた～」


    　タマキがグリンを見て言った。


    「タマキ殿……涎よだれを拭ふけ。イノシシが怯おびえている」


    「美お味いしくいただこうか……アタシたちの体の中で、グリンは永遠に生き続けるだろう……」


    　グリンは逃げようとしたが、アイの鎖くさりに捕まった。「冗談だって」とアイは軽薄な調子で言うが、このままでは冗談ではなくなるのでは、とリリアは不安だった。


    　──そういえば、人狼ウエアウルフは人肉を好んで食べるんですよね……。


    「……あ？　なに見てんだよ」


    「いえ、別に……食べ物はお金で買えるんですよね？」


    「もちろん。ここでは、なにを買うにもカネが先立つ」


    　少年はコイン状の貨幣をリリアに見せ、すぐに大事そうに懐ふところにしまう。


    「あげないよ」


    「ほしいと思っても、奪い取ったりなんかしませんよ」


    「そっか……あんたは、いい人だね」


    　そう言って、右手に持ったクロスボウをリリアに向けた。


    「おれとは大違いだ」


    　ボスの少年は左手に持ったマチェットをリリアの首に当て、右手のクロスボウでユウキたちの動きを牽けん制せいした。濁った目を見れば、少年がリリアを殺すことに躊ちゆう躇ちよしないことは明らかだ。


    「ぬかった……子供と思って油断していたでござる……」


    「どうするつもりです？」


    「金目のものを寄よ越こせ。剣とか、その首に巻いている鎖とか」


    「そう言われてもなァ……パンツやるから離してあげてくれない？」


    「いらない」


    　即答だった。


    「中古品交換ブルセラ作戦失敗か……」


    「成功しそうにない作戦実行すんなよ……相手はオッサンじゃねえんだぞ……」


    　オッサンでも成功しそうにないとユウキは思った。


    　ゼノはアイのせいで大きく緊張感を殺そがれた様子だ。


    「ユウキだったら、いるって言うよね？」


    「言わないよ！　脱がなくていいよ！　実物見せられても言わないものは言わない！」


    「そうか……ふーむ、困ったな。リリアの命と鎖くさり、どちらが大切か……」


    「アイ！　悩まないでくださいよ！」


    　人質リリアが吼ほえた。


    「リリアちん、ぴ～んち！　どうすればいいのだぁ～！」


    　芝居がかったリアクションをするタマキ。


    「姉ねえさん、余裕あるね……」いつものことだが。


    「こういう時はぁ、イサミん、いつものやっちゃって～」


    「うむ」


    　イサミの殺気が少年を突き刺した。少年の顔や腋わきから汗が噴ふき出した。しかし少年は意識を手放さない。奥歯をぐっと嚙かみ締め目を大きく見開き、威圧に抵抗してみせる。


    「ほぅ……」


    　殺気放射は長いこと浴びせ続けると、慣れられてしまい効果が薄まる。イサミは殺気を放射するのをやめた。これ以上やっても無駄だ。


    「はわ～、すっご～い。ど根性でやんす～」


    「敵ながら天あつ晴ぱれでござる」


    　拍はく手しゆ喝かつ采さい。


    「褒ほめ称たたえている場合じゃないでしょう！」


    「うむ」


    　いきなりイサミが縮地法を駆使してリリアと少年に急接近した。


    　少年は反射的にイサミを撃った。迷っている暇ひまがなかった。


    　イサミは高速抜刀術〝雷切ライキリ〟で矢を切り落とした。撃ってほしいタイミングで撃たれた矢を切り落とすくらい、イサミにとっては簡単だ。


    　そして再び縮地で一気に隣接し、刀を振り下ろした。黒い刃がリリアの首の前に構えてあるマチェットの刃を切断。リリアの顔の数センチ横を刀の先が通過していく。


    「武器を捨てろ。さもなくば斬るぞ」


    「なんだよ……メチャクチャ強いじゃん……」


    　眼前に刀を突きつけられ、少年は「参ったよ」と言ってクロスボウを捨てた。


    「リリアとユウキのせいで弱いと思われたからこんなことに……」


    　ブルセラ作戦が不発に終わったアイがぼやく。


    「ぼくのせいにしないでよ」


    「キミは強そうに見える立ち振る舞いを覚えるべきだな。こう蟹がに股またで歩くとか」


    「変わんないと思うけどなぁ……」


    　そう言いつつも実践してみるユウキだった。弱そうに見える自覚はあるらしい。


    「まだ足りないな。こう腕を高めに組んで、目を白目にして威圧感を与えるとか」


    「なんか違わない!?　紙一重だけど違うよね!?」


    　なにを目指しているのかわからなくなってくる。


    「その人のせいじゃないよ……スライムなんかにビビってたから、てっきり弱いんだと……」


    「お前、スライム殺せるのか？　どうやるんだ」


    　ゼノはナチュラルに高圧的な態度で尋ねた。


    「倒し方知らなかったから逃げてたのかよぉ……本当になんにも知らないんだなぁ……」


    「早く教えろ」


    「綺き麗れいな水をかけるだけでも殺せるよ。あとは電気を流したり燃やしたり、凍らせて砕いたりしてもいい。燃やすのが一番効率いいかな」


    　スライムは非常によく燃えるので、ゴミの焼却処分にも活用されている。体長５メートル超の巨大なスライムでも、松たい明まつがあれば十分に燃やし尽くせると少年はゼノに教えた。


    「なるほどな……」


    　道理で、斬っても突いても叩たたいても殺せなかったわけだ。


    　物理攻撃が効かないモンスターは、このパーティーにとって天敵といえそうだ。


    「この子どうするの～？」


    　縮こまっている少年を見てタマキが言う。


    「どうしましょうね……とりあえず上の層まで案内してもらいましょうか」


    「許してあげるんだ？」とアイ。


    「危険な目に遭わされただけですからね……だからといって罪がないとはいえませんが、罰を与えるといっても、どういう罰を与えればいいのかわかりませんし」


    「まぁなァ、人を裁くのは難しいよなァ。モンスターみたいな単純悪じゃないし」


    　アイが頭を搔かいていると、少年の仲間たちがマチェットを手にして声を張り上げた。


    「あんちゃんをどうするつもりだ！」


    「そいつになにかしたら許さないぞ！」


    　威勢のいい声だったが、どう聞いても虚勢が８割だった。


    「素晴らしい友情ですね。どうしてみなさん、これができないんですか？」


    　リリアがユウキたちを見て言う。


    「どうしてって言われても……」


    「オレとお前との間に友情なんてねえだろ」


    「なにリリア、こういう反応を期待してたの？」


    「正直してましたね。のっけからパンツで手を打とうとするとは思いませんでしたよ。わたしの命、どんだけ軽く見てるんですか」


    「ごめんごめん。けどな、少年の性欲を甘く見ないでほしい。少年の性欲は時として命よりも重いんだ。少年の性欲が人類の繁栄を支えてきたと言っても過言ではない」


    「アイ、なに言ってんですか？　頭大丈夫ですか？」


    「深いな……」


    「ゼノが思っているよりずっと浅いと思うよ……それよりも見てよ。子供たちが困ってるよ。絶対アイのせいだよ」


    　白けてしまった空気を引き締めるように、イサミがボスの少年に刃を向け直した。


    「もう二度と馬鹿な真ま似ねはしないと誓うか？」


    　イサミの問いに少年は何度もうなずいた。
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    　不夜城パラディソは、大きな階層ごとにひとつ上の層を支えるための柱が立っている。その柱の外回りにつけられた環状階段を上っていくと、ひとつ上の層に移動できる。


    　柱なんてどこにもないと思えたが、５分も歩かないうちに見つかった。上に乗っている９層分の重量に耐えるだけの強さはありそうな、ぶっとい柱だった。あまりにも柱が太すぎるため、ついさっきまで柱の側面を内壁と見間違えていたことにユウキは気づいた。


    「うーわ、怖こわぁー」


    　落下防止の手すりがところどころ抜け落ちている階段を見上げて、アイが言った。


    　塗装の剝はげている鉄骨階段は、明らかに長らくメンテナンスを受けていない。


    「いきなり〝バキッ〟とかいって落ちたりしないよね？」


    「いつも使ってるけど、今んとこ落ちたヤツはいないよ」


    　少年の答えでは、アイの不安を拭ぬぐいきれなかった。


    　アイはグリンに鎖くさりを巻きつけた。もしもの時の命綱だ。


    「アイって、意外とビビリなとこありますよね」


    　戦闘には積極的だし、人見知りもしないタイプなのに……とリリアは思った。


    「ビビってない。キミより想像力があるってだけ」


    　アイはなるべく想像で安全か危険かを判定したあと、行動に移るようにしている。


    　彼女は想像する。この階段を上ったらどうなるか。万が一にも落ちる可能性があるのなら、可能性の芽を潰つぶす。


    「はぁ、まぁいいですけど……」


    「待てコラ。まだアタシがビビっていると思ってるだろ」


    「いいじゃないですか、思ってたって。わたしの勝手でしょう」


    「いいや、よくないね。全然、よくないね」


    　リリアとアイが「ビビってる」「ビビってない」を繰り返しているうちに、10メートル以上ある分厚い層──天井であり地面──を通り抜けて、第９層に到着した。


    　階段から出ると、複数の粗大ゴミによるバリケードが張ってあった。モンスター対策だろうが、完かん璧ぺきに進入を阻止しきれているのかは疑問だ。


    　粗大ゴミの壁に点在している小さな足場を、少年たちはスムーズに上っていく。


    　見よう見まねではうまくいかず、リリアとアイはイサミの手を借りて上った。


    　タマキは未いまだにだるそうにしているユウキを担いで、一気にバリケードを飛び越えた。それを見て少年たちは「おおー」と歓声をあげた。


    



    　第９層は、廃はい墟きよ化かしていない最下層という感じだ。一部の天井にも電灯がついていて、視界はずいぶんよくなった。住民の姿もちらほら見られる。治安は最悪のようだが、外の廃棄物処理場フイールドよりは安全だろう。


    「わっ！　ほっほう！　いやっふぅ～！」


    「スゲェー！　お姉ねえちゃんスゲェよ！　こんなの初めてだよ！」


    「いっえ～い！　次はもっと高く跳ぶよ～！」


    　少年たちの要望で、タマキは子供３人を抱かかえた状態で高くジャンプしながら移動した。


    　タマキ本人は全く嫌いやがっていないようだが、同行するメンバーは微妙な表情をしていた。


    　……アホかというほど高く飛び跳ねて歩く女タマキは、とにかく人目を引く。それが問題だ。


    「めちゃくちゃ見られてますね……」


    　リリアは柄の悪い通行人と目が合わないよう、下を向いて歩くことにした。


    「止めてやれよ……お前、弟だろ……」


    「いやぁ……みんな喜んでくれてるみたいだし、止めにくいよ……」


    　まばらだが人通りのある通りを、ボスの少年の先導で歩いた。治安の悪い市街地を出歩いているのは、人相の悪い大人の男と危なっかしい雰囲気の子供ばかりで、若い女性や主婦の姿は少なく、老人や赤子の姿にいたっては皆無。パーティーに好奇の視線が集まるのは、タマキだけのせいではなさそうだ。宙に浮いたイノシシを連れていること、異界の服を着ていることも、目を惹ひく大きな原因だろう。


    「……どこへ向かっているんです？」


    　リリアは前を歩くボスの少年に訪ねた。ここまでなんとなくついてきてしまったが、第９層の入り口あたりで別れてもよかったような気がする。


    「おれんちに。さっきも話したと思うけど、外は危ないから。空いてる部屋に泊まっていってもいいよ。宿屋ホテルより安全だと思うし」


    　お詫びのつもりで言っているのかもしれない。


    「大きい家に住んでるんですね」


    「まぁね。第９この層の家なんて、ぶっちゃけどれもタダ同然だから」


    　ここでの住居の価値は衣料、食料以下。タダ同然とは言葉どおりの意味だ。


    「家が大きくても、なんの資産価値にもなりゃしないってわけ」


    　少年は自じ嘲ちよう混じりにつけ足した。


    



    　ボスの少年の自宅にある工房が、少年たちの溜たまり場だった。ボスの少年の父親は、機械の開発や調整を仕事とする「機き巧こう士し」なので、自宅に工房を持つのは当然のことらしい。


    「このクロスボウは、父ちゃんが作ってくれたんだ」


    　少年は誇らしげに言った。


    「よくできてますね。……ふぁぁ……あとどれくらいかかりますか？」


    　眠そうなリリアに軽く聞き流されて、少年は苦笑した。


    「あとちょっと……そこの角を曲がったら、すぐだよ」


    　そう言った少年は、角を曲がってすぐ立ち止まった。


    「やばっ……戻って！」


    「はい？」


    　少年に押し返されて、リリアは戸惑いの表情を浮かべた。


    「どうしたっていうんです？」


    　少年はばつが悪い顔をして、言いにくそうに答えた。


    「……借金取りが来てる」


    「借金取り？　……どうしてまた……」


    「どうしてって、そりゃあ借金しまくったからでしょ。それ以外の理由で来てたら、借金取りって言わないだろうし」


    　とアイは言いながら、数年前のことを思い出した。


    　サーカス団の経営は火の車だったので、アイは何度か、父親が金貸しのお世話になるところを見ていた。金貸しは優しさの塊みたいな女だったが、たまに様子を見に来る取り立て屋の男は強こわ面もてで、金貸しの女とは正反対。──角の向こうにいるのも、そういう類たぐいの輩やからかしらん？


    「そこまで生活が苦しいのでござるか？」


    　少年たちの服装を見れば、貧しいことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、第９層では平均的な身なりといえた。特別困窮はしていないと自分でも言っていたはず。ここでは、どこの家も借金取りが取り立てに来るほどの多額の借金をしているのだろうか？


    「…………」


    　少年はなにも言わない。言いにくい理由があるのだろう。というか、取り立てられるほどの借金の理由を気軽にカミングアウトできるという方が変かもしれない。


    　タマキとアイは借金取りがどんな人間か見てみたくて、こそこそと曲がり角から顔を出し、曲がった先を覗のぞき見た。


    「ふたりとも、やめときなよ……」


    　ユウキの勢いのない制止は完かん璧ぺきに無視された。


    「ウホッ、ひとりゴリラが交ざってるな」とアイ。


    「あの背が低い人、ちゃんと顔洗ってるのかな～？」とタマキ。


    「…………」


    　──異界の他人相手とはいえ、率直すぎだろ、この人たち……。


    「はわ～！　ユウくん、こっち来るよ～！」


    「姉ねえさんの声が大きいからだよ……」


    　──っていうか、なんでふたりとも、覗き見ている相手が近づいてきてるっていうのに顔を引っこめないんだよ……。


    「ぶっ飛ばせばいいのかな～？」


    「いやいやいや、ダメだよ！　なんでそんなこと言うかな!?」


    「だって、みんな怖がってるし～」


    　少年たちの表情に力がなかった。ボスの少年は先頭から離れ、体の大きいイサミの後ろに隠れるように立っている。


    「あいつ、悪いやつなんじゃないの～？」


    「悪いやつって……」


    　善い悪いの二元論で片づけられる問題ではない。


    　……しかしまぁ、そういう時は弱者に肩入れしたくなるのが人情か。


    「あ？　なんだよネエちゃんたち？　オレらになんか用か？」


    　ユウキたちは借金取りの男たちと対たい峙じした。凸でこ凹ぼこトリオというか、黒い礼服を着用している点以外一貫性のない連中である。まぁ客観的には自分たちもそういうふうに見えてるんだろうなぁ……とユウキは思った。


    「いえ、特に用はないです」


    　ユウキは下手くそな作り笑いを浮かべて〝絡まれたくありません〟オーラを放った。しかしそれは逆効果で、男たちの嗜し虐ぎやく心しんに火をつけてしまう。


    「つれないこと言わないで、遊ぼうぜぇ？　カネはたっぷりあるからさぁ」


    　と言ってから、ユウキたちの背後にいたイサミとゼノを見つけて「男連れかよ……」と不満げにつぶやいて、ボソボソと耳打ちし始める。


    「兄貴、はよ帰りましょうや……ボスに怒られますぜ」


    「わざわざクセェ街まで下りてきたんだ、ちっと美う味まい汁吸ったっていいだろ」


    「兄貴、ロリだったんすね……」


    「バカ、違ぇよ。ロリっつうほど若くねぇよコイツら」


    「わかりましたよ。でも、こいつらは、やめといた方がいいっすよ。変な格好だし、ここいらじゃ見ない顔だし、堂々と武器持ち歩いてるし、関わんない方がいいっすよ」


    「上玉見逃す理由にならねぇ。キサナドゥでも、こんな女、そうはいねぇぞ」


    　借金取りが内輪でひそひそ話し合っている隙に、ユウキたちは横を通り過ぎ、少年の家に向かおうとした。


    「ちょっ、待てよ！」


    　やはりというか呼び止められた。なるべく穏便にことを運びたかったので、ユウキは無視せず立ち止まった。


    「ん？　そういやオマエ……そこんちのガキじゃねーか」


    　借金取りがボスの少年に気づいた。少年は怯おびえたように背を丸め、体を小さくした。


    　精神的にタフに見えたボスの少年が萎い縮しゆくしていた。体が恐怖を覚えてしまっている──恐怖するクセがついてしまっている。以前、借金取りになにかされたのだということは容易に想像がついた。


    「親父は？」


    「留守だと思います……」


    　少年はうつむいたまま細々とした声で答えた。


    「知ってる。もう見てきた。居留守使われてたらかなわねーからな」


    　無断で他人の家に侵入……業務内容が業務内容だからといって、浮遊大陸アトランテイスでは許されなかった蛮ばん行こうだ。この世界の法律ルールはどうなっているんですか、とリリアは心の中で憤ふん慨がいした。


    「ネエちゃんたち、そのガキとつるんでんなら、そいつの親父に金目のもん盗られないよう、気をつけな」


    「……どういう意味です？　泥棒なんですか？」


    　少年は機き巧こう士しだと言っていたが……。


    「こいつの親父、ギャンブル依存症なんだよ。金が金を生む幻想にとりつかれてんの。だから身の回りにあるもの全部、賭と博ばくに使っちまうんだわ。他人のもんだろうが息子のもんだろうが、手当たり次第、売っ払っちまうんだぜ。どうしよーもねえクズだよなぁ」


    　借金取りは心の底から少年の父親を見下していた。


    「おまえらが、そうなるように仕向けたんじゃないかっ……」


    　少年は嚙かみしめるようにつぶやいた。


    「なに言ってんだよ、おい。オレらのせいにしてんじゃねーよ。オマエの親父が１００パー悪いに決まってんだろうが」


    　借金取りは高圧的に言った。少年は反抗的な目を気取られないよう、深くうつむいた。


    「ネエちゃん、こんなガキどもといるより、絶対にオレたちと上層で遊んだ方が楽しいって。ネエちゃんみたいなカワイイ子だったら、いくらでも働き口あるぜ」


    「はあ……」


    　煙草タバコとスパイシーな香水と酒と調理油と整髪料のにおいがごっちゃになって漂ってきたので、ユウキは借金取りから顔を背そむけた。代わりに悪臭に耐性のあるゼノが前に出てきて言った。


    「用はねえっつってんだろ。耳クソ詰まってて聞こえねえのか？　聞こえてんなら、さっさと失うせろボケ」


    　しゃしゃり出てきた男にキッパリ拒絶され、借金取りはカチンときた。


    「こっちだって変装遊戯コスプレ野郎に用はねえ。なんだよその耳？　ニャンニャンってか？　うっわ、尻しつ尾ぽまでつけてんの？　引くわぁー」


    　どうやらパラディソに人狼ウエアウルフは住んでいないようで、ゼノの耳と尻尾は装飾品の一種と思われてしまったらしい。


    「ヤローのコスプレなんざ見たかねーんだよ。クソ、気分悪いぜ。行くぞオメーら！」


    　借金取りは女性陣のお持ち帰りを諦あきらめ、自信に満ちた足取りで引き上げていく。


    「…………」


    　思案顔で借金取りを見送るゼノ。大人の対応だ……とユウキが感心したのも束の間、ゼノはポケットから取り出した丸い石──ボレアドーラを借金取りの足元めがけて投げつけた。


    　丸い石についていた革かわ紐ひもが借金取りの足首に絡みつく。借金取りは足元をすくわれて前のめりに倒れた。


    「ぶべらっ」


    「兄貴！」


    　転倒した背の低い借金取りを、腰の低い借金取りが助け起こす。背の低い借金取りはゼノをキッと睨にらみつけた。


    「ええー……あとちょっとで何事もなく終わったのに……」


    　ユウキはゼノに抗議の目を向けた。


    「オレは耳と尻尾をバカにされんのが一番腹立つんだよ」


    「わからなくはないけどさ……」


    　ハゲ、短足、馬うま面づらなどと身体的特徴を指摘されるのに似た感覚だろう。


    「それくらい我慢してよ……」


    「我慢は体に毒だろ。うらっ」


    　ゼノは手に持った革紐をぐいっと引っ張った。


    「あだだだだだだだ！」


    　背の低い借金取りの頭がコンクリートで舗装された硬い地面と激しく擦すれて、痛々しいことになった。ゼノの近くまで引きずられてきた借金取りは、大の字になったまま動かない。


    「兄貴ぃ！」


    　腰の低い借金取りが叫ぶのと、ゴリラ風の寡黙な借金取りが走り出すのが同時だった。背の低い借金取りを助けにくるのか、はたまた、ゼノに報復を加えにくるのか。


    　ゼノにとっては、どちらでもよかった。彼は革紐を捨て、ゴリラ風の借金取りへ突っこんでいった。スライム戦でも見せたフェイントを織り交ぜての高速接近。


    「神シン軌キ溢イツ天テン！」


    　右アッパーで先制したが、借金取りの太い両腕が壁となり、ダメージを大幅に軽減された。ゼノは相手が防御を解くのを待たず、左拳で次の技を放つ。


    「神シン速ソク──」


    　本来５発打ちこむフイフスのところを２発ダブルで止めて、左拳を戻すモーションから別の技に繫つなげる。


    「──巨神壇壊キヨシンタンカイ！」


    　右足を踏みこんで体当たり。借金取りをガードごと吹っ飛ばした。パンチかと思ったらいきなりタックルがきて、借金取りは目を白黒させる。


    　倒れた借金取りの上にゼノは馬乗りになって殴なぐりかかった。あえて狼化せず、人並み外れた硬い骨を活かし、何度も正拳で顔を殴りつける。


    「まずいよ……」


    　消え入りそうな声で少年が言う。嫌いな借金取りがゼノにボコボコにされているのを見ても、少年たちは浮かない顔だ。


    「まずいって……復ふく讐しゆうされる、とかですか？」


    　それが心配なら、この件の責任を取ってゼノに用心棒をやらせるから問題ない……とリリアは言おうとしたが、少年の心配事は、そうではなかった。


    「……こんなことしたら、警察を呼ばれちゃう」


    　──カンカンカンカンカンカンカンカンカンカン！


    　どこからともなく、金属が打ち鳴らされる音──警報が鳴り響く。


    「おまわりさーん！　ここでーす！」


    　腰の低い借金取りが、諸手を上げて大声を張り上げた。


    　ザッザッザッザッ……と複数のコンバットブーツの規則的な足音が重なって聞こえた。大きなポケットを膨らませたバギーパンツと肩章がついたシャツに黒いベスト状の防護服を重ねて着ている男たち──パラディソ警察が大挙してやってくる。


    「もう大丈夫ですよー！」


    　警察官のひとりが爽さわやかに借金取りに呼びかけた。


    「どうして警報が……」


    　リリアの疑問にボスの少年が答えた。


    「上層の連中は、緊急ボタンを持っているんだ。それを押すと近くの警報が鳴って、警察が駆けつけるようになってる」


    　そういうシステムがあることは早く言ってほしかった。


    「……それにしたって、来るの早すぎませんか？」


    「ごめん……警察署、すぐそこなんだ……」


    　それも早く言ってほしかった。謝られても困る。


    　リリアはイサミに目で訴えた。──どうにかしてください。


    （ムチャ振りもほどほどにしてもらいたいでござる……）


    　ただ、相手が人間ならば、よほどの手だれでない限り殺気が通用する。頃ころ合あいを見て殺気を放ち、警察が動きを止めているうちに逃げるしかないだろう。


    「ややや！　見るからに怪しいやつら！」


    「凶器準備集合罪および暴行罪──全員逮捕だぁー！」


    　ジャキンと音がして、警官が手に持った鉄製の警棒が伸びたのを見ると、イサミはリリアの期待に添い鮮烈な殺気を扇状に飛ばした。


    「な……っ……」


    　ビリビリと空気が震ふるえたような気がした。警察官の筋肉が弛し緩かんし、何人もが警棒を落とした。


    「逃げますよ！」


    　リリアに言われるまでもなかった。ユウキたちは逃げ出した。──だるいとか言ってる場合じゃないでしょ、これ。


    　……が、アイとタマキがついて来ない。グリンでさえついて来たというのに。


    「なにやってんの!?」


    　ユウキが尋ねた時、ふたりは気を失っている借金取りにさらなる攻撃を加えていた。


    「そぉ～い、そぉ～い！」往復ビンタをかますタマキと、


    「もっとボコボコにしといた方が世のためになるだろ」ハイヒールで踏みつけるアイ。


    「えええ」


    　人としてどうかと思うのでやめてほしい。


    「ぐうう……！」


    　警察官の体がゆっくりとだが動き始めている。元の状態を取り戻すのは時間の問題だ。


    　ユウキはタマキとアイの手を引いて走り出した。


    「ユウくん！　まだ殴なぐり足りないよ！」


    「もういいって！　十分だって！」


    「よくないよ！　中途半端が一番よくない！」


    　──それは殺すつもりということか？


    　止めてよかった、とユウキは思った。姉ねえさんは、やるかやらないかで言えばやる人だ。


    「し、しし……しっ、執行妨害も犯罪だぞ、貴様らぁ！」


    　声帯が回復したらしく、後ろから怒声を浴びせられたが、足は止めない。


    「あっはっはっは！　アタシは自由だァー！」


    　ユウキに手を引かれて走りながら、アイがゲラゲラ笑う。


    「自由かぁ？」とユウキがぼやくと、「今まさにアタシは、アトランティスにいたら一生体験できなかったステキ体験をしている！」という返事。


    　──警察に追われるなんて体験、ぼくは一生できなくてよかったよ……。
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    　パラディソ警察と敵対してしまったユウキたちに安住の地はなかった。第９層には厳戒態勢が敷かれてしまい、どこへ行っても警察の目が光っている。彼らは家屋と家屋の間にある狭い道に入って息を整えた。


    「……あの子たち、置いてきてしまいましたが、大丈夫でしょうか……」


    　リリアが少年たちの身を案じ、小声で言った。


    「今頃、厳しい取り調べを受けてるかもだけど、アタシたちと一緒になって逃げるよりかマシでしょ」


    「いえ、まぁそれもありますが……借金取りに復ふく讐しゆうされないか心配で……」


    「確かに、やつらの怒りの矛ほこ先さきがゼノ殿に向くとは思えんな……」


    　自分よりも強い相手に復讐することは難しいし、復讐しようにも定住していないゼノを見つけるのは困難。となれば借金取りは身近なところでウサを晴らそうとするだろう。具体的には、借金まみれの男とかその息子とかに暴力を振るったりするだろう。


    「だったら、どうしろっつうんだよ。オレにガキどもの身辺警護につけと？　でなきゃ借金取りを全滅させろとでも？」


    「そうは言いませんが、これからはちゃんと責任を持って行動してください。イラッときたから殴なぐるだけ殴って退散なんて軽率すぎます。あとのことを考えなさすぎですよ」


    　お前が言うか、とゼノが言い返すより先に、「だが、そこがいい」という誰が言ったかわからないセリフが挿入された。


    「……なに今の。どっから声がしたかわかる？」


    　アイがゼノに尋ねた。人狼ウエアウルフの耳に期待したようだが、ゼノにもわからなかった。


    「ここにおります」


    　また聞こえた。男にしては高い、飄ひよう々ひようとした声。


    「……ほぇ？」


    　タマキの足下が揺れた。地面が持ち上がろうとしている。


    「ふぬん！　……すいません、どいてくれますかな？」


    　素直に従って、さっとどくと、地面が異常な勢いで持ち上がった。


    「うおぅ！　いきなりどかないでくれますかな！」


    　両手で地面を持ち上げている男の上半身が現れた。綻ほころびが目立つデニムのツナギに、汚れた綿ギャバジンのカバーオール。やや面おも長ながで、高い鼻と巻き髭ひげが特徴的な憎めない顔をしている。


    「……誰？」


    「……警察じゃあなさそうだが」


    　アイとゼノが不審に満ちた目を向けた。


    「申し遅れました。わたくし、抵抗組織レジスタンス第９層代表、フリードリヒ・ト・ルクスウェルと申します。リヒトとお呼びください」


    　汚い格好をした男──リヒトは、地面を上に掲げたまま気どった声で言った。


    



    「あなた方が第９層に入ってきた時から尾つけておりました」


    　警察の目が届かない地下に入ってすぐ、リヒトがユウキたちに言った。


    「なんのためにですか？」


    「そりゃあ、アタシたちが怪しかったからでしょ」


    　とアイが言うと、リヒトはこくりとうなずいた。


    「あなた方のことは、怪しむなという方が無理ありますな」


    「レジスタンスっつうのは、自警団のことか？」


    　腕を組んだゼノがリヒトに尋ねた。


    「いえ、違います。ここが上層と下層に分かれていることはご存じですかな？」


    　上層に貴族や豪商などの特権階級が住み、下層にそれ以外の一般人が住んでいる。


    「下層には日光が届きませんし、雨も降りませんですから、食料の生産ができないのですよ。そこで上層住民は、食料の生産場を独占することで、下層住民に対して不当なる圧倒的に優位に立っているのでございます」


    「なるほど。つまりレジスタンスは、上層住民が独占している食料生産場を、みんなのものにしようとしているのでござるな」


    「おっしゃるとおりでございます。生まれた場所だけで階級が決まるだなんて、あなた方もふざけているとは思いませんか？」


    「それは……まぁ……」


    　恵まれた家庭に生まれたリリアは、複雑な表情だ。


    「全く思わねえな。そんなもんだろ、なぁ？」


    　ゼノが吐き捨てるように言う。アイが小声で「まァ、そうだな」と賛同した。


    「説明が足りませんでしたな」


    　リヒトは仕切り直すように言った。


    「そんなもんだとしてもですよ、上層住民の下層住民に対する差別は許されないものです。先ほど、あなた方もご覧になられたでしょう。借金取りに怯おびえる少年を。……あの子の父親とわたくしは、同じ工場で働く友ともでございました。勤勉な彼でしたが、金貸しに唆そそのかされ、ギャンブル漬けにされて、今では人が変わってしまった……」


    　セリフの途中から、リヒトは物憂げな顔になっていく。


    　リヒトは顔に力を入れ直し、熱を帯びた言葉を続けた。


    「上層の連中は、人が腐っていく姿を見るのが楽しいのですよ。下層の人間を玩具おもちやにして楽しんでいるんですよ。鬼畜の所業としか言いようがない」


    「はあ」


    　リヒトの怒りはもっともだと思ったが、当事者ではないユウキたちには、いまいち伝わってくるものがなかった。


    「恐縮ですが、わたくしの話もさせてください。わたくしは息子をふたり、上層に住む貴族に奪われました。息子はふたりとも、わたくしとは似ても似つかぬ絶世の美少年でしたから、欲望の対象になってしまったようです。いくらでなら売ってくれるんだ、と毎日のように尋ねられ、最終的には誘ゆう拐かいされたも同然でした」


    　帰宅したら息子たちの姿はなく、代わりにお金の入ったトランクが置いてあったという。


    「リリアみたいなヤツだな……なんでもお金で買えると思っていやがる」


    　アイはゴクリと唾つばを飲み込んだ。


    「わたしはそんな外げ道どうな真ま似ねしません！　きちんと合意を得てからですね──」


    　長くなりそうなリリアの言い訳が終わるのを待たず、リヒトは用件を切り出した。


    「あなた方に、折り入ってお願いがあります。どうか、レジスタンスに加わってもらいたい！　共に上層住民を打倒し、差別なき社会を築こうではありませんか！」


    　ユウキたちの反応は薄かった。芳かんばしい反応を期待していたリヒトは、首を傾かしげた。


    「レジスタンスに加わるのは嫌いやですか。なぜですかな？」


    「……ぼくたち、ここの人間じゃないんですよ」


    「知ってますとも。あなた方は遠い異世界からいらっしゃったのでしょう？」


    「そ、そうです……」


    　気味が悪いくらい理解が早くて、ユウキは一瞬戸惑った。──そうか、ぼくたちが外界人だと想像がついていたから、この人はパラディソの現状について説明したのか……。


    「でも、だったらわかるでしょう？　ぼくたちにとっては関係ないことなんですよ。ぼくたちは下層住民じゃありませんから」


    　異世界での抗争に巻きこまれるのは御ご免めんだった。余計なリスクは背負いたくない。


    「関係ない……本当にそうですかな？　あなた方はパラディソ警察と対立してしまった。明日には賞金がかけられるでしょう。賞金首として逃げ回るのと、レジスタンスとして抵抗するのと、どちらがいいでしょうな？」


    　ユウキはどちらも嫌だった。が、ほかに選択肢はないのだろう。


    「あなた方に下層住民として上層住民相手に戦ってもらいたいわけではございません。我々の手助けをしてくれるだけでいいのです。生活環境はレジスタンスが提供しますから、あなた方にとっても美お味いしい話だと思いますよ」


    　リヒトは、いかにレジスタンスに加わることがベターな選択かを力説してくる。


    「どうする？」とユウキは言って、仲間の顔色を窺うかがった。


    「多数決？」とアイがリリアを見て言う。


    「いい加減、リーダーを決めるべきではござらぬか？」


    「じゃあ、わたしがやりましょう」


    「いやいや、ここは教官の拙せつ者しやが」


    「イサミさんよりは、わたしがなるべきでしょう」


    「いやいや、リリア殿は感情的になりがちでござるゆえ、リーダーには向いておらぬ」


    「どうでもいいが、早く決めろよ……」


    　うんざりした声がゼノの口から零こぼれた。


    「キミには主体性というものがないのかね？　犬はリーダーになりたがらないというが──」


    「犬を引き合いに出すな！　オレは人狼ウエアウルフだ！」


    「わかったわかった。そうだな、早く決めろという意見には同感だ。だが、リリアとイサミは双方ともに譲れない様子だし……ここは間を取ってユウキにしようや。勇者だし」


    　アイがユウキの肩を叩たたいた。


    「えええ。やだよ。勇者だからって、そんなの理由になってないよ。ぼくよりは姉ねえさんの方がいいって。姉さんやんなよ」


    「あたしがリーダ～？　いいけど、なにすればいいの～？」


    「パーティーにおけるリーダーには、国家における執政官のような役割が期待されます。仲間の意見をまとめ、意思決定するのがリーダーの役割です」


    「違くね？」


    　ゼノがリリアの説明に異を唱となえる。


    「仲間を率いるっつうか、実力で引っ張るのがリーダーだろ？　仲間の意見なんか聞いてたら、まとまるものもまとまらねえ」


    「それじゃ独裁官じゃないですか。ゼノさん、わたしにリーダーやらせたくないからって余計なこと言わないでくださいよ」


    「みなさま、早くしてくれますかな？　同じ場所に長く留とどまるのは得策ではない」


    　リヒトは腕を組み指でリズムを取りながら、ユウキたちを急せかした。


    「こうなったら選挙ですね。すいません、紙とペン持ってませんか？」


    「これでよろしいですかな？」


    　リリアはリヒトから手帳とペンを借りた。そして手帳の中、メモ用の部分をちぎって小さな紙片にし、メンバーひとりひとりに渡す。


    「これにリーダーに推すい薦せんする人の名前を書いて、リヒトさんに渡してください。自己推薦アリですから、自分の名前を書いても構いません。誰を推薦するか、相談しないでくださいよ」


    「七面倒な……じゃんけんでもなんでもいいだろ……」とゼノが吐き捨てる。


    「よくありません。テキトーに選んだリーダーに、いざという時ついていけますか？」


    「誰がなったって同じだと思うが……」


    



    　リヒトは名前が書かれた６枚の紙片を受け取り、


    「ふむ……リーダーはユウキという方になりました」


    「うそぉん」


    　ユウキの口から間抜けな声が漏もれた。──なにかの間違いがあったとしか思えない。


    「ちょっと見せてください」


    　内訳はユウキ２票、リリア１票、イサミ１票、タマキ１票、無効票１。間違いなかった。


    　──しくじった……確実に自己推すい薦せんするだろうリリアかイサミを推薦すべきだった……。


    「レジスタンスに加わってもらえますかな？」


    　リヒトはユウキたちではなく、ユウキひとりを見て尋ねてきた。


    「ええと……いい、よね？」


    　ユウキは仲間の反応を窺うかがった。


    「知らねえよ……おい、本当にこいつでいいのか？　リーダーシップの欠片かけらもなさそうだぞ」


    「ゼノさんも悪いんですよ。無効票はあなたでしょう？」


    「ユウキ殿、しっかりしてくだされ」


    「ユウくん、ファイト～！」


    「ファイトって言われても……」


    「そんな深く考えるな。別に大軍の将を任されたわけじゃないんだから」


    　そう言って、アイはまたユウキの肩を叩たたいた。


    「そうだけどさ……」


    「加わるということでよろしいのでございますよね？」


    「ああ、はい、加わりますよ。はい」


    「レジスタンスへの協力に感謝します。では、こちらをつけてくれますかな」


    　リヒトはユウキたちにレジスタンスに所属していることを示す、赤地に黒い刺し繡しゆうが施ほどこされた腕章バンダナを配った。ユウキたちはバンダナを装備した。


    「正直に打ち明けますと、今は少しでも戦力がほしいのです。一か月ほど前から下層差別が激しくなりまして。我々は近いうちに大きな抗争を起こすつもりでいます。その時ぜひ、あなた方の力を貸してもらいたい」


    「…………」


    　大きな抗争って……そういうことは先に言ってほしかった……。


    



    　地下には電力の供給路や下水道や通風管などが詰めこまれていて、言い換えれば、様々なものの通り道になっている。その道をうまく利用して、レジスタンスは警察の目をかい潜くぐる。


    　どんなに記憶力がよくても一度では覚えられないであろう複雑な道順で、臭気がきつい下水道を歩いていくと、柱の真下だという場所に梯はし子ごがかかっているのが見えた。上ると第８層の地下に出る。ダクトの中を匍ほ匐ふく前進したりケーブルの束をよじ登ったりパイプの中を滑り下りたり蟹かに歩あるきしたりして、また柱の真下に出る。上って第７層の地下。繰り返して第６層の地下まで上がる。ここまで所要時間２時間超。


    「おい……本当にこの道で合ってんだろうな……？」


    　地下を歩き慣れている様子だったので信用してしまったが、実は適当に歩いているのではないかという疑念が湧わいてきて、ゼノはリヒトに尋ねた。


    「合ってますとも。第６層のアジトまで戻るのは久しぶりですが、わたくし、道を忘れたりはしません」


    　リヒトは動き疲れてきているユウキたちを見て、「もう梯子を上ることはありませんから。最後の区間ですよ」と励ますように言った。


    「シャワー浴びたーい。着替えたーい」


    　アイがぶつくさ文句を言う。長時間、地下を移動しているうちに、リヒトと同じような汚れ──泥や煤すすがアイの体のあちこちに付着していた。


    「アジトに着くまでの辛しん抱ぼうです」


    　リヒトに宥たしなめられながら第６層の地下通路を歩いていく。明かりはリヒトとリリアのふたりが持っている携行灯カンテラだけが頼りといっていい。とにかく暗い。汚い。臭くさい。


    　道幅は、並んで歩けるのは３人までといった程度しかなく、左側はコンクリートの壁、右側は柵さくなしで下水道となっている。流水音を聞いていると、下水が溢あふれてきやしないかと、少し不安になる。


    　流水音からして、下水はかなりの速さで流れていそうだ。外で見かけたヘドロの流れていた川と成分は似たようなものだろうが、それとは比べ物にならない速さで流れているように聞こえる。落ちたら目も当てられない事態になるだろう……。


    　急にリヒトが立ち止まり、「ここですな」と言った。


    　扉があるようには見えなかったが、リヒトが手に持ったレバーを壁に突き刺すと、レバーが取っ手に早変わりした。


    　カモフラージュされている地下の入り口。アジトにはここからしか入れないのか、と尋ねると、第６層の地上からも入れるようになっているとのことだ。


    　分厚い扉を開けると、中から緑色の気体が緩やかに噴出してきた。


    「これは……まずいですな」気取った声で言うリヒトに、ユウキが叫ぶ。


    「なんですか、この煙は？」


    「毒ガスですな」


    　ユウキたちは急いで扉の前から退避した。リヒトは扉を勢いよく閉め、取っ手を外した。


    「毒ガスで出迎えるのが、あんたらの流儀なのか？」


    　とゼノに言われて、リヒトは首を横に振った。


    「……ここが我々のアジトであることが、軍に見抜かれたようですな」


    「ええー？」


    　やっと休めると思ったのに……。


    「タイミング最悪ですね。どうしましょう？」


    「あたし、わりと毒ガス平気だから、中の様子見てこよっか～？」


    「やめておいた方がいいと思いますよ……」


    　いくらなんでも平気ではないだろうが、タマキだったら耐えられる気もした。


    「アジトはここしかないのでござるか？」


    「ありますが、幹部の半数近くがこのアジトを利用していましてな。あなた方を紹介するのにはうってつけの場所だったのですよ」


    「半数近くって……リスク管理がなってませんね。幹部の人たちが無事だといいですけど」


    　リリアたちが話している横で、ユウキが〝もう我慢できない〟と言わんばかりにガックリとしゃがみこんだ。


    「どこでもいいから、ほかのアジトに行こうよ。はっきり言って、しんどい。休みたい」


    「リーダーの言うとおり、そうしようそうしよう。シャワー、着替え、シャワー、着替え」


    　アジトのことなど心底どうでもよさそうなユウキとアイに駄々をこねられ、リヒトが別のアジトへ案内しようと一歩を踏み出したその時、後ろで扉が開いた。


    　緑色のガスをまとった男が飛び出してきた。リヒトはその男の顔に見覚えがあった。同志なかまだ。


    　毒ガスをまとわりつかせたまま、男は体当たりをするようにして扉を閉めた。中から衝撃を受けて扉が開きかけたが、なんとか押し戻す。


    「大丈夫か！」


    「あん？　……リヒトか！　クソ、こんな時に来んなバカヤロー！」


    「なにがあった？」


    「軍のヤツらだ！　こっちが警戒を怠おこたったわけじゃねえ。戦闘力と数にものを言わせての正面突破だよ！」


    「ほかの同志たちはどうした？」


    「……シャレか？　何人かやられた。悔しいが、完全に敗北だ！　今のままじゃ、仕掛けてもやられるのがオチだ！　新しい武器を開発しなくちゃならねえ！　そのためにも、オマエは生き残るんだ！　早く逃げろ！」


    「しかしですな……！」


    　リヒトとレジスタンスの男が話している間も、扉は中からの衝撃で開いては閉じた。状況は予断を許さないらしい。


    「逃げないとまずくない？」


    　しゃがんだままのユウキが引きつった顔をして言う。


    「リヒトさんがいないと、地下は迷路になっていますから……」


    　逃走の際、足の速さよりも重要なことがある。それは地形をどれだけ把握できているかだ。


    「なんとかなるだろ、オレは行くぜ」


    　ユウキは慌あわてて立ち上がり、ゼノの腕を摑つかんだ。


    「ちょっ、ゼノ、待ってよ。ひとりで行かせるわけにはいかないよ」


    「リーダー命令ってやつか？」


    「いや、そういうんじゃなくて、バラバラになるのはまずいでしょ」


    「だったらリヒトは置いていくぞ。ここで立ち止まってる場合じゃねえことくらい、平和ボケした人間の頭でもわかるだろ」


    　ユウキとゼノが話していると、ふたりの前に広がる暗くら闇やみから、聞き覚えのある統率の取れた足音が聞こえてきた。パラディソ警察、もしくは軍隊に違いない。


    「うっ……眩まぶしっ……」


    　突とつ如じよ、前から指向性の高い光が照射され、ユウキの顔に突き刺さった。地下に２時間以上いたユウキたちの目には、痛烈な光だった。ユウキたちは視界を奪われ足を止めた。複数人の足音が近づいてきて、数メートル先で立ち止まる。


    「貴様ら、レジスタンスだな！」


    「違います！　ただの迷子です！」


    　とにかく否定しなきゃまずいと思い、ユウキは目を腕で押さえたまま、相手の姿を見ることもなく即答で叫んだ。


    「しらばっくれても無む駄だだ！　腕を見ればわかるんだよ！」


    「う、腕ぇ？　……ゲェーッ！」


    　触って確かめるまでもなかった。ユウキはレジスタンスに所属している証──腕章バンダナのことをすっかり失念していた。


    「捕らえろ！」


    「「「イエッサー！」」」


    　目の前は真っ白で、ほとんどなにも見えなかったが、人が近づいてきていることはわかった。大人３人がやっと通れる幅の通路に何十人もの大人が詰めかけていることが足音や気配からわかる。このまま突っ立っていたら、大変なことになる。


    「ぬぅっ……止まれっ！」


    　イサミが殺気で押し寄せてくる兵士の動きを止めている隙すきに、ユウキたちは視界をチカチカさせたまま戦闘態勢を取った。


    「こうなったら全員ブチのめすしかねえぞ！」


    　ゼノが跳び蹴げりで兵士を下水に突き落とす。気絶した兵士がどんぶらこと流れていく。


    「やむをえん……！」


    　イサミは肘ひじ鉄てつを見舞って兵士を転倒させた。兵士たちは密集していたので、ドミノ倒しのように複数の兵士が連鎖して倒れ、何人かが下水に落ちる。さらに続いて納刀したままの遮シヤ光コウで警棒を受け止め、そのまま押し飛ばす。


    「あたしもやるよ～！」


    　バンダナを首に巻いたタマキがトライデントを振り回した。


    「あぶなぁぁああい！」


    　タマキの後ろにいたユウキの首筋を槍やり先さきが掠かすめていった。


    「姉ねえさん、ぼくを殺す気!?」


    「はわわ、ごめ～ん！」


    　狭い通路のせいで密集しているのはユウキたちも同じだった。


    「薙なぎ払うの禁止！　突きだけにして！」


    「おっけ～」


    　タマキは突きに勢いをつけるためトライデントを後ろに引いた。


    「ぐっはぁ！」


    　タマキの後ろにいたユウキの腹部に石突がめり込んだ。ユウキは横になって悶もん絶ぜつした。


    「援護します！」


    　リリアが矢を何発か放つと、イサミの背中に一本刺さった。


    「おぎゃあああー！」


    　赤子の誕生を思わせるイサミの悲鳴が地下空間にこだました。


    　クロスボウの矢を切り落とすイサミでも、後ろから仲間に撃たれては反応できなかった。


    「イサミさん、邪魔なんで下がってください！」


    「先に言ってくだされ！」


    　リリアとイサミが怒ど鳴なりあっている横でアイが投げつけた鎖くさりは、下水の上をカーブしながら通って、ゼノの前にいる兵士の頭に直撃したあと、その反動でゼノの鼻っ面つらにぶつかった。


    「うぐっ……つぉぉ……てめェわざとか!?」


    「ククク、だったらどうする」


    「挑発して誤ご魔ま化かすなよ！　素直に謝れよ！」


    「みんな、もういいよ！　ゼノとイサミに任せよう！」


    　下水の中は狭い。連係しようとしても、同士討ちになるのがオチだ。


    　いかんせん数が多く、道幅が狭いおかげで手間取られているが、兵士ひとりひとりの戦闘力は、そんなに高くない。ゼノとイサミふたりだけでも、遅れを取る相手じゃない。


    　狭所なので強行突破は厳しいが、時間をかけてゼノの言うように全員ブチのめしてしまえば問題なさそうだ。


    「また現れやがった！　どんだけいやがるんだよ！」


    「無限ではなかろう。ゼノ殿、気を抜くなよ」


    　……ただ、増援に次ぐ増援を見ていると、ゼノとイサミの体力が限界を迎える方が早いかもしれない、と不安になってくる。


    「みなさま、伏せて！」


    　後ろからリヒトの叫び声。直後、発砲音がした。グリンが驚いて一気に高く浮かび上がり、天井の窪くぼみに身を隠した。ユウキたちは後ろを振り返った。


    　リヒトの胸に銃弾が当たり、その衝撃で彼は仰向けに倒れた。携行灯カンテラが床に落ちて壊れた。


    　倒れたリヒトの後ろに、拳銃ハンドガンを構えた兵士が立っていた。室内から漏もれている光のおかげで、その姿がよく見えるが、顔全体を覆うガスマスクを装備しているので、表情はわからない。


    　隠し扉を突破されてしまっていた。扉を押さえていたレジスタンスの男は、息絶えたように地に伏している。上着には血が滲にじんでいて、下水道の方に垂れ始めていた。


    　兵士の構えた拳銃の銃口は、兵士の正面にいるユウキに向けられていた。


    「──っ！」


    　ユウキの後ろにいたリリアが、兵士の射撃に先制して矢を放つ。


    　矢は拳銃を構えた兵士の首を貫通し、兵士は即死した。


    「扉を閉めましょう！」


    　ユウキはリリアの提案に従いたかったが、毒ガスが大量に地下空間に漏れ出てしまっていて、とても扉に近づける状態ではない。


    「姉ねえさん、お願い！」


    「おっけ～！」


    　ふたつ返事で了解してくれた。タマキの生命力ライフなら、多少の毒は耐えられる。


    　開きっ放しの扉を抜けて、拳銃とガスマスクを装備した特殊兵が地下通路に湧わいた。タマキはトライデントを振り回し、拳銃を構えられるよりも早く特殊兵の群れを薙なぎ払う。


    　タマキが毒ガスにまみれながら分厚い扉を閉めようとしていると、またしても発砲音がした。


    　ゼノとイサミが応戦しているのとは反対方向から、別の小隊が現れた。拳銃を持っている。タマキを狙ねらって撃ったらしかったが、幸い、タマキには当たっていなかった。


    　タマキは新たに現れた小隊を放置しておいては危険と判断し、小隊に向かって弾丸のごとく疾しつ駆くした。


    　タマキは兵士たちが引き金を引くタイミングに合わせて跳躍。兵士の頭上と天井の狭い空間を超えて小隊の中心に着地すると、屈かがみこんだまま長なが槍やりを頭上で回転させた。


    　兵士たちは旋回する長槍に巻きこまれ、怪力によって一気に薙なぎ倒された。


    　長なが槍やりはコンクリートの壁にめりこんで止まった。タマキは壁を壊し、強引に槍を引っこ抜く。


    　さらに新手が来るのを見て、タマキは長槍を剣のように片手で持って突撃した。拳銃ハンドガンを構えているのを見ていながら、迷わず接近してくるタマキを見て、兵士たちは戦せん慄りつし、狙ねらいの甘い銃弾を放った。


    　銃弾はタマキに当たらない。タマキは長槍で前方を扇状に掃はくように切りつけた。ひと振りごとに２～３人の兵士が壁に叩たたきつけられるか下水に落とされるかした。


    　また新手が見えた。何十人といる大部隊だったが、狭所なので一度に戦わなければならない数は５～６人がせいぜい。タマキなら十分に相手をしきれる数だった。


    　タマキひとりの力で、軍の兵隊は後退を余儀なくされていく。気づけばタマキはユウキたちからは見えないところまで行ってしまった。


    「……ユウキさん、扉押さえないと！」


    「あっ！」


    　アジトの隠し扉を押さえないと、またそこから兵士が入ってきてしまう。


    　しかし、漏もれ出た毒ガスは、今でも明らかに残留していた。


    「姉ねえさん、戻ってきてぇ！」


    　ユウキの頼みを断るタマキではないが、さすがに聞こえなかったことには応じられない。


    　ゼノとイサミも手が塞ふさがっていて、ユウキたちの面倒までは見切れない様子だ。


    「ユウキさん、これはリーダーの仕事ですよ」


    「だったら、ここは命令させてよ」


    「ユウキ、行け！　男だろ！」


    「こんな時だけぼくが男であることを利用しないでくれる!?」


    　ユウキが躊躇ためらっていると、隠し扉が大きく開いて、毒ガスが再び拡散し始めた。間を置かずに特殊兵たちが地下空間になだれこむ。


    　リリアは冷静に矢を放ち、扉から出てきた特殊兵を射い殺ころしたが、後続の兵は矢対策に大きなシールドを持って現れた。こうなってはアイの鎖くさりも通用しない。兵士たちはシールドを構えたまま、じりじりと接近してくる。


    「ユウキ、出番だぞ！」


    　アイはユウキの後ろに回って、その丸い背中を両手で押した。


    　ユウキは爪つま先さきを浮かせて踵かかとの方に重心を移し、必死に踏みとどまる。


    「無理だよ！　ぼくは姉さんみたく銃弾かわせないんだから！」


    　銃弾を反応でかわすことはできないが、先読みすればかわせる。撃たれたら当たる位置に動かないようにすれば、タマキのような芸当もできる。


    　……が、頭でわかっていても、そんなことできるわけがない。本能的に危険を察知する超感覚でもなければ不可能だ。タマキにはそれがある。ユウキにはそれがない。


    　──それに目の前の敵はモンスターじゃない。人を斬るだなんて、ぼくにはできない……。


    「アイ、諦あきらめましょう……ユウキさんひとりで相手にできる数じゃありません」


    　拳銃ハンドガンを構えた兵士に包囲され、身動きの取れなくなったユウキたち３人は、両手を上にして、抵抗の意思はないことを示した。


    「全員、動くなよ……」


    　ひとりにつきふたつ以上の銃口が突きつけられた。


    「貴様ら、見ない顔だな……」


    　隊長らしき男は、ユウキたちの顔と服装をじろじろ見た。


    「う、ぐ……」


    　血で濡ぬれた胸を押さえて、苦く悶もんの表情を浮かべているレジスタンスの幹部・リヒトを見て、隊長らしき男は「こいつらはリヒトが９層から連れて来たんだな」とあたりをつけた。


    「リヒトは放っておけ。勝手に死ぬだろう」と隊長らしき男は兵士に言った。


    「こいつらは拘こう置ち所しよに連行してよろしいでしょうか？」と兵士はユウキたちを見て言った。


    「…………」


    　なぜか隊長らしき男は躊ちゆう躇ちよする素振りを見せたが、最終的には「そうしろ」と兵士に短く告げた。
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    　ユウキ、アイ、リリアの３人は、兵士に手錠と簡易ガスマスクをつけられて、アジトの中にある地上への階段を上らされた。


    　アジトの中には飲みかけのグラスや吸すい殻がらがたまった灰皿など、つい先ほどまでレジスタンスたちが利用していたらしき痕こん跡せきが見られた。


    　アジトの外──第６層は、最下層や第９層に比べ、随分、天井が高かった。


    　高層建造物が建ち並んでいて、中は工場になっているらしい。具体的には紡ぼう績せき工場、製紙工場、製鉄工場などがあり、パラディソにあるありとあらゆるものが生産されているようだ。


    　歩いている人たちは、兵士のことを極力見ないよう、下を向いて歩いていた。せっかく多少は開放感を感じられる天井の高い層なのに、もったいない感じがした。


    　灰色の高層建造物に挟まれた、コンクリートで舗装された灰色の道を歩くこと20分、緩やかな灰色の坂を上っていき、背が低い灰色の建造物が密集している地区に出た。


    　そこは人ひと気けがなく、手入れのされていない空き地が目立った。また、坂を上った分だけ天井が低くなっている。


    　やはり灰色の拘こう置ち所しよは、鉄条網で囲まれており、物々しい雰囲気があった。


    　出入り口で警備についている兵士が、ユウキたちを連行している兵士と挨あい拶さつをかわす。


    「んじゃ、頼むわ」


    「おいーっす、おつかれーっす」


    　ユウキたちは警備についている兵士に受け渡された。


    　兵士はユウキたちに番号が書かれた首輪をつけた。拘置所内では人間を番号で管理しているのだろう。ユウキの番号は７６３だった。なむさん……縁起がいいんだか悪いんだか……。


    「ちんたらすんなよ」


    　歩くのが早い兵士についていき、拘置所の中に入った。ユウキがきょろきょろしていると、「くぉらァ！　なに見とんじゃワレェ！　アイマスクつけたろかァ！」とすごまれた。意味はよくわからなかったが、見てはいけないらしい。


    　なるべく下を向いて歩いていき、無機質な通路と部屋を通過して広い檻おりのある部屋に出た。壁も床もコンクリート打ちっぱなし。檻の中には数百人もの逮捕者が押しこまれている。


    　ユウキたちは檻の中に入ってすぐのところで手錠を外された。武器を取り上げられることはなかったが、大型の銃火器を持ち歩いている警備兵が檻の周りのいたるところに立って檻の中を監視している。逃げようとすれば射殺は免まぬかれなさそうだ。


    　拘置所の檻の中には、ユウキたちと同じように腕章バンダナをした者の姿が目立った。レジスタンスとして活動していることは、彼らにとって誇れることなのかもしれない。「こんなもんじゃ挫くじけないぞ！」という気概が、腕章バンダナをした者たちのギラギラした目つきから感じられた。腕章をつけていない人とは全然違う。腕章がなくても誰がレジスタンスなのかわかりそうなくらい違う。


    　それを見たユウキたちは、腕章バンダナを外さないことにした。外さないでいた方が、檻おりの中にいるほかの人たちと仲良くやれそうな気がしたからだ。


    「いやしかし、嫌いやがらせでしょ、このにおい」


    　檻の中には、体を洗っていない人たちの老廃物のにおいが充満していた。アイは香水を周りに散布してにおいを誤ご魔ま化かそうとしたが、焼け石に水だった。


    「ぼくたちもにおいの原因になってるんだろうけどね……」


    　人間、誰しも自分のにおいには鈍感だ。


    「もう慣れてきちゃいましたよ……」


    　ここに来てからというもの、ほとんどの時間を臭くさい空間で過ごしている。慣れずにここまで来ることはできなかっただろう。


    　リリアは壁際に腰を下ろし、膝ひざを抱えて体育座りした。ユウキとアイも地べたに座った。


    「……みんな無事でしょうか」


    「さぁ……」


    「……わたしたち、どうなるんでしょうね」


    「…………」


    　それはぼくが訊ききたい。


    「大丈夫だよ」


    　アイはヘラヘラした顔で言う。


    「ほら、アタシたち可愛かわいいし。殺されることはないって」


    「可愛いと大丈夫なんだ……」どういう理屈だ。


    「そりゃあね。商品価値があるから」


    「…………」


    　奴ど隷れい商人みたいなことを言わないでほしい。


    「アイは、殺されなければいいんですか？」


    「いいんじゃん？　死にたくなるようなことをされることと、殺されること。このふたつさえ回避できたら、あとは全部きっといつかいい思い出に変わるよ」


    「そのふたつに直面しそうな予感がしてならないんですよ……」


    　リリアは膝ひざの間に頭を埋うずめて、沈黙した。


    「ふァー……」


    　欠伸あくびを終えたアイは、とろんとした目をしていた。交感神経がオフになっている。


    「……ダメだ、眠い。アタシ寝るわ」


    「ええー？」


    「なんだね？　寝ちゃ悪いかね？」


    「いや、悪くはないけどさ……」


    　拘こう置ち所しよに入れられたのは言わずもがな人生初だったユウキは、リリアと同等か、それ以上に嫌いやな予感を抱いていた。先行き不安で眠れそうにない。アイの図太さが羨うらやましい。


    「ユウキー、膝ひざ枕まくらしてェ～」


    　アイは地べたを赤子のように這はってユウキに近づいた。


    「……は？」


    「は？　じゃない。キミはアタシに、この汚い地面に顔をこすりつけて寝ろというのか？」


    「そういわれても……リリアに頼みなよ」


    「そんな恥ずかしがんないでいいって。欲情して大きくなっちゃっても、アタシはいっこうに気にしないから」


    　有無を言わせぬ流れで、ユウキは正座させられた。


    「では失礼するよーん」


    　アイは横になり、ユウキの膝の上に頭を乗せた。ユウキの股こ間かんにアイの鼻が当たった。


    「逆ぅぅぅ！」


    　ユウキはアイの頭を摑つかんで、１８０度回転させようとした。


    「いたッ、いたたたたッ！　それ以上はフクロウでもないと無理！」


    　ユウキは健全な膝枕になるようアイを動かした。すぐにアイは寝息を立て始めた。


    「早いなぁ……」


    　恐ろしい寝つきのよさだ。なにも悩みがないのかもしれない。


    「ユウキさん」


    「ん？　なに？」


    「魔法剣は……やっぱり使えませんよね」


    「ああ、うん……ごめん」


    「いいんですよ。それはともかく、魔剣グラムがあれば切れますよね、檻おりとか鍵かぎとか」


    「ああ、うん。それはね」


    「警備の隙すきをついて脱出しましょう」


    「危なくない？」


    「わかりきったことを言わないでくださいよ」


    「ごめん……」


    「謝らなくても……とにかく、ここでいつまでものんびりしていていいとは思えません。体力が回復次第、檻の中で情報を集めて、脱出する手段を考えましょう」


    「そうだね……リリアは逞たくましいなぁ……」


    「そんなことはないですよ。ユウキさんが根性なしなだけですよ」


    「ごめん……」


    「反論しましょうよ……そんな凹へこまれちゃうとは思いませんでした……」


    「いやぁ……ほんと、情けなくって……ぼくに力があれば、捕まらなくてすんだのに……」


    　──グラムまで持っているのに、なんて体たらくだ……。


    「……さっき、ぼくは戦えたんだ、本当は。そりゃ撃たれるのは怖いけど、戦えたんだ。でも手が出なかった。足が動かなかった。戦えなかった。人を斬きりたくなかったんだ。モンスターを殺して、バラバラに解体することさえできたのに、斬れなかったんだ。……リリアはすごいよ。あんなに手際よく敵を倒せるなんて。ぼくよりも実戦経験が浅いのが噓うそみたいだ」


    「わたしがしたことは、ただの正当防衛ですよ。相手は人でも、武器を構えている兵士です。殺されたくなかったら、殺すしかないでしょう？」


    「そうやって割り切れちゃうところが、すごいんだよ……」


    　商人にしておくのが惜しい心意気だ、とユウキは思った。


    　──殺すことが正当防衛だとしても、ぼくにはできない……。


    「すごくないですよ。本当にすごかったら、わたしもイサミさんみたいに不殺ころさずを誓います」


    「不殺？」


    「あの人は、自分の手では殺さないんですよ。バーサーカーモードになるまでは、動物も魔物も人間も、絶対に殺さないんです」


    　噓だろう、と思ったが、確かにイサミがモンスターを殺した姿に見覚えがない。


    「なんでそんな自分ルールを課かしてるの？」


    「それはカグヤさんが……あの人の奥さんには妙に潔癖なところがありましたから、その影響でしょう。ですが、不殺は強者の特権です。絶対に誰にも殺されない自信があるから、絶対に誰も殺さないなんていう聞こえがいい正義ルールが成り立つのであって、わたしやユウキさんが真ま似ねできるものじゃありません」


    「だよねぇ……」


    　圧倒的な戦闘力──手加減してもお釣りがくるほどの強さがなければ、不殺は成立しない。自分が殺されてしまっても、不殺ではなくなるのだから。


    「とりあえず、休みましょう……アイも寝ちゃってますし、なにをするにも体力を回復させてからです」


    　リリアは再び顔を膝ひざの間に埋うずめた。そのままリリアは動かなくなった。


    　……眠ってしまったようだ。精神的な図太さからではなく、肉体的な限界で眠ってしまったようにユウキには見えた。


    「…………」


    　話し相手がいなくなり、アイのせいで身動きが取れないせいもあり、ユウキもウトウトしていると、兵士が檻おりの外に現れた。


    　監視している兵士たちと違って、その兵士の衣服には汚れやほつれが見えなかった。顔の髭ひげはきちんと剃そってあり、極めて清潔感がある。


    　その兵士はユウキの顔を見るなり、手に持っている画板を敷いた紙にペンでなにか記入する動きを見せた。ユウキは不審な顔をして兵士の動きを追った。


    　兵士は檻おりの中にいる人々を観察していた。そしてたまに、ペンでなにかを記入した。なにを記入しているのかはわからないが、なにを基準に記入しているのかはわかった。観察している対象の見てくれがよく、若くて健康状態に問題がなさそうな場合に、兵士はなにかを記入する。


    　──大丈夫だよ──商品価値があるから──。


    　ユウキは嫌いやな予感を抱き、リリアとアイを起こすことにした。


    「アイ、起きて」


    「……んん？　なに？」


    「わかんないけど、起きた方がいいと思う」


    　兵士は画板から紙を外して、警備兵のひとりに渡して部屋から出て行った。警備兵は仲間をふたり連れて、檻の中に入ってくる。


    　兵士は番号と特徴が紙に書かれている者に近づいていき、手て錠じようをかけた。嫌がらず従順に手錠をつけさせる者もいれば、尋常ならざる抵抗を見せる者もいた。


    　手錠をかけられた者は檻の外で待機させられている。銃火器がいつでも撃てる状態になっているので、あれでは逃げようがない。


    「次は７６３と８９３……」


    　ユウキとアイの番号だった。ユウキとアイを見て「わかりやすいな」と兵士はつぶやいた。


    　リリアを起こす暇ひまはなかった。大きな声で叫んだりすれば、起きてくれるかもしれない。が、兵士の前でそんなことをすれば、なにをされるかわからず、怖くてできなかった。


    「あの、ぼくたち、どうなるんですか？」


    　ユウキは兵士に尋ねたが、すげなく無視された。


    　ユウキとアイを含めて７人の男女が檻の外に連れ出され、さらに別の場所へと移動させられた。拘こう置ち所しよを出て、その隣にあるけばけばしい建物に入れられる。拘置所正面からは見えない位置にあり、建物の横に第５層と接続している柱があった。最下層と第９層を接続していた柱と違って、電動昇降機エレベーターが内蔵されており、アイも安心して上れる仕様だ。


    　建物の中は見世物小屋のようになっていた。どこかサーカスを連想させる色使いに、アイは懐かしさを覚えた。


    　終着点は、やはりというか、檻の中だった。先ほどまで入れられていた檻の10分の１の広さもないだろう。ただ、臭気はなく、衛生面もこちらの方がよさそうだった。


    「明日の夜まで、ここで待機してもらう」


    　紙を持っている兵士が言った。彼を含め、３人の兵士がここに残るようだ。


    　檻の中にはアイのほかふたりの女性と３人の男性がいた。


    　ひとりの女性は目に力がなく、先ほども手錠を受け入れていた。男性のうちふたりも、彼女と似たような表情をしていた。


    「クソクソクソクソクソッ！」


    　いらついて地じ団だん駄だを踏んでいる男性。先ほど尋常ならざる抵抗をしていた人だ。赤い腕章バンダナをつけている。ユウキは思い切って話しかけた。


    「すみません、これからどうなるか知ってます？」


    「なんだ、あんた知らねえのか？　ここは奴ど隷れい販売所。明日の夜にオークションにかけられて、俺もあんたも上層のクズに銭で買われるわけだ」


    「買われたら、奴隷として働かされるんですよね？」


    「ああ。俺は肉体労働をやらされるだろう……」


    　男性の体は無駄のない筋肉で覆おおわれていた。奴隷として働くために鍛きたえて作りあげた体ではないだろう。そう思うと、悔しい気持ちがわかる気がした。


    「ぼくみたいなのは、あんまり人気が出なさそうですけど……」


    「奴隷っつったって、いろいろある。あんたは観賞用だろうな」


    「観賞用？」


    「昼は家事手伝いだの秘書だのの雑務、夜は抱き枕まくらとしてベッドを共にするのが仕事になる」


    「…………！」


    　洒落しやれになっていない。


    　抽象的な不安が具体性を伴ってきて、ユウキは現実から逃避したくなった。


    「アイ、今の話聞いた？」


    「うん。リリアだけ選ばれなかったところが笑えるな」


    「笑えないよ！」


    　リリアは幸運だったと思う。顔をずっと伏せていたし、ユウキとアイに比べて、あまり派手な格好をしていなかった。おかげで兵士の目に留とまらずにすんだのだろう。


    　それにもうひとつ。パラディソで会った人は、兵士も含めて、みな栗色の髪をしている。これはリリアの髪と同じだ。アトランティスではアイのように赤だったり、青とか緑とかピンクとか、どんな色の人もいたけれど、ここでは見られない。


    　ユウキとアイが異様なまでに目立ったおかげで、近くにいたリリアは助かった、そのようにユウキは推測した。……まぁ、単に兵士の好みにリリアの雰囲気が合わなかっただけとも考えられる。


    「やっほー。青田買いに来たぜー」


    　リリアよりも背が低い太った男が部屋に入ってきた。明らかに警察でも兵士でもない。服の下にはたるんだ贅ぜい肉にくがいっぱいついていそうで、見るからに裕福な暮らしをしている。


    　色合い豊かで装飾過多な服を着て、宝石がちりばめられた帽子を被かぶっている。男性にしては長い髪は整えられすぎていて、ユウキの目にはダサく映った。


    「今日のはどうよ？」


    　まるまると肥こえた豚みたいな男は、警備兵に向かってフレンドリーに話しかけた。警備兵は手にした銃を下ろし、薄笑いを浮かべて応じた。


    「ようこそ、ダンナさん。今日はいいのが揃そろってますよ」


    「へぇ、どれどれ？」


    　警備兵はダンナを連れてユウキの近くにやってきた。好奇に満ちた目で檻おり越ごしに眺められ、ユウキは動物園の動物みせものになった気分だった。


    「おほっ！　若い女！　しかも金髪……もしかして異界人!?　すごいじゃーん！」


    　ユウキを見たダンナは高揚し、声のトーンとセリフのテンポを上げた。


    「赤毛の子もいいじゃーん！　あー、でも、一度にふたり飼うと、扱いが難しいからなー」


    　ダンナは醜みにくい体を悩ましげに揺する。


    「どっちにしよっかな～？　おまえはどっちがいいと思う？」


    「そうっすねぇ……ショートカットの方が好きなんで、おとなしそうな金髪で」


    「おまえもそう思う？　同志よ！」ビシバシグッグッ。ふたりは互いの手を打ち合う。「ボクチンもロングは食傷気味なんだよねー。よーし、決ーめたっ！　この子にしよーっと♪」


    　そう言ってダンナはユウキの顔を指さした。


    「ダンナさん、お買い上げありがとうございます」


    　警備兵が檻の中に入ってきて、ユウキの首にガッチリとしたつくりの首輪を装着した。


    「……え？」


    　首輪には、これまたガッチリとした、見た目だけならアイの鎖くさりよりも強度がありそうな鎖が繫つながっている。その鎖の端には手で持ちやすい形のグリップがついていた。警備兵がグリップをダンナに手渡す。


    「サンキュー。チミ、今日からボクチンちで奴ど隷れいだから。オーケイ？」


    「え？　ええ？」


    　ユウキは首輪に両手をやって外そうとしたが、外れなかった。


    「言葉が通じないのかなー？」


    「そんなことは……おい、なんか喋しやべれ！」


    「え？　な、なんか……ですか？」


    「よかった、わかるみたいだねー。そんじゃあ、ボクチンのことは〝ご主人様〟と呼ぶように。わかったなら〝はい、ご主人様〟って言って」


    「え？　ええ？　えええ？」


    「早く言えってー。じゃないと捨てちゃうぞー？」


    「は、はい、ご主人様……」


    「よーしよしよしよし！　可愛かわいいやつめー。異界人は意外と従順なんだなぁ！」


    　ダンナが警備兵に同意を求めるように言うと、速すみやかに「そのようです」と警備兵が同意を口にした。


    「そんじゃ、行こうか！」


    「いや、え？　うぐ──」


    　ダンナが鎖くさりを引いた。ユウキは首を引っ張られ、ダンナの後ろについていくしかない。


    「ユウキー、達者でなー」


    「あ、アイ！　どうなっちゃうのぼく!?」


    「さっき話聞いたろォ？　そうなっちゃうんじゃん？」


    「じゃん？　じゃないよ！　助けてよ！」


    「助けられたら助けてるさ」


    　その言葉だけは、怖いくらい真剣な色を帯びていた。


    　どう想像シミユレーシヨンしても助けられない状況なのだと、アイは暗に言っていた。


    「うわぁぁああああ！」


    　──だからって受け入れられるかよぉぉおおおお！


    「あー、やっぱダメかー」


    　喚わめき散らして檻おりに摑つかまり、この場から動くことに抗あらがうユウキを見て、ダンナは残念そうな顔をした。


    「しょうがないなぁ。いつものやっちゃってー」


    「承知しております」


    　警備兵はユウキの口に薬品を染みこませた布を当てた。


    「うっ──」


    　ユウキの意識が遠のいた。警備兵は眠っているユウキを台車の上に載せた。


    「なんでしたら、ご自宅まで運びますよ」


    「よろしくー。丁てい寧ねいに扱ってよ、買ったばかりの奴隷おもちやなんだから」


    「承知しております」
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    　タマキは第６層地下空間で迷子になっていたところをレジスタンスに保護された。


    　ゼノとイサミも、レジスタンスの増援のおかげで、無限に現れるように思える兵士からどうにか逃げ出すことができた。


    　その後、まだ軍に見つかっていないレジスタンスのアジトで３人は合流した。


    　アジトで、ユウキたちが兵士に捕まり拘こう置ち所しよに入れられたことを知ったタマキは、拘置所を襲撃してユウキを救出すると言い出した。拘置所にはレジスタンスの同志も何十人と収容されている。タマキたち異界人の戦闘力があれば、拘置所ひとつを制圧することは十分可能と考え、レジスタンスは彼女のモチベーションが下がる前に仕掛けることを決定した。


    　そして数時間後、拘置所付近の地下通路にタマキたちを含めて30人ほどの戦力が結集した。動きやすい格好に赤い腕章バンダナ。言わずもがな全員、レジスタンスだ。


    　現在、時刻は深夜３時。人の活動する時間帯ではなかったが、それを気にしている者はここにはいなかった。日光の届かないパラディソの下層に夜はない。時間感覚など、とうに麻ま痺ひしている。体力、気力が続く限り、不夜城では眠る必要がない。習慣もない。


    　すぐそこにある壁を爆破すれば、拘置所の地下への突入口ができる。ここの壁は脆もろく、爆弾ひとつで十分に崩せるようになっている。壁を築いたのは下層住民の建築士で、レジスタンスの事前工作に快こころよく協力してくれていた。


    　タマキたちは時限式爆弾を壁にセットしている第１突入グループから少し離れた場所にいた。


    　先行するグループは陽動が目的だ。異界人３人を含む少数精鋭は最後に突入し、警備の薄いルートを経て収容されている人々を解放する、もっとも重要な役目を任せられている。


    「……あんたは人を殺せないのか？」


    　待ち時間、ゼノがイサミの横顔を見て尋ねた。


    「……それは、今聞かないとまずいことでござるか？」


    「ああ、まずいね。答えによっちゃ、あんたは信用できねえ」


    「……殺せつ生しようは好かん」


    　イサミの答えを聞いて、ゼノはせせら笑った。


    「笑わせんなよ。あん時も、あんたがまともに戦ってくれてりゃ楽勝だった。あいつらだって捕まらずにすんだ」


    　ゼノはイサミをなじるように言った。


    「殺し合いっつうのは、獲とるか譲ゆずるかしかねえんだよ。ナメんのもたいがいにしろ」


    　──こいつが威圧、威い嚇かくを得意としていた理由が、こんな情けない理由だとはな。ガッカリさせてくれるぜ……。


    「……ナメてなどいない。拙せつ者しやは理想を貫くため、できる限りのことはしている」


    「してねえだろうが。あんたがやってることは手抜きだ。甘ったるい理想を振りかざしている場合か。殺すつもりで来る相手に、殺す覚悟もゥグっ！」


    「ケンカしてる場合じゃないでしょ～」


    　後ろからタマキに脳天締めアイアンクローされ、ゼノの体が浮き上がった。


    　ぎちぎちぎちぎち……。


    　──ゴリラ型モンスターに摑つかまれた時よりも痛ぇ！　どういう握力だよ!?


    「割れっ……っ、割れるっ！」


    　ゼノの苦く悶もんの声を聞いて、タマキは手を離した。


    「ふたりとも、集中してよね～。あたしの邪魔したら殺すよ～」


    　タマキはユルい笑みを浮かべながら不穏な言葉をするする吐いた。


    「……ゼノ殿。続きがあるなら、あとにしてくだされ」


    「わぁってるっつうの……いってぇー……」


    　──あの女、普段とテンション変わりすぎだろ……。


    「ひと言だけ言っておく。拙せつ者しや、殺される覚悟はできている」


    「噓うそつけ」とゼノが吐き捨てた。


    「…………」


    　タマキは口を閉じ、石突で地面をコツコツ鳴らし、爆破の準備が終わるのを待った。


    「……リヒト殿、本当に胸の怪け我がは──」


    「心配なさらないでください。ゴキブリじみたしぶとさだけが、わたくしの取り柄でございます」


    　リヒトは撃たれて怪我をしていたが、拘こう置ち所しよ襲撃作戦に参加していた。ユウキたちをレジスタンスに加入させた者として、逃がしてやれなかった責任は必ず取る、と彼は言う。


    「──セット完了！　爆破します！」とレジスタンスの男の声。


    「時間のようでござるな」


    　イサミは首をぐるぐる回した。ゼノは軽い屈くつ伸しん運動後、耳を塞ふさいで待つこと数秒。


    「……３、２、１──」


    　ドガァァァン！


    　壁に接着した爆薬が炸裂し、薄く築かれた壁を粉々に吹き飛ばす。


    「──ゴー！　ゴーゴーゴーゴー！」


    　まだ爆発の余韻が残っている中、拳銃ハンドガンを持った男女が拘置所の地下に突撃した。


    　警備兵どもが爆発音に反応してやって来る。どの扉から来るかは、入手ずみだった拘置所内の地図を頭に叩たたきこんでおいたので、わかっていた。レジスタンスは警備兵が銃火器を構えるよりも先に急所を撃ち抜き、反撃の機会を与えない。


    　しかし警備兵もバカではない。無む闇やみに敵の陣地へ踏み入るのをやめて、待ち伏せに切り替え始める。仕掛けてこないなら、レジスタンス側は仕掛けるしかない。拘置所内の各所で銃撃戦が始まった。


    



    　地下の爆発で、リリアの収監されている区域も微かすかに揺れた。


    　檻おりを監視している警備兵の一部が「早く来い！」という切羽詰まった声に誘いざなわれ、持ち場を離れて地下へと駆けていく。


    （……なんだか騒がしいですね……）


    　リリアが目を覚ますと、檻の中では逮捕者がそわそわした様子で歩き回り、檻の外では警備兵が緊張した面おも持もちで貧乏揺すりしていた。


    「なにがあったんですか？」


    　リリアは欠伸あくびをかみ殺しながら、適当な逮捕者──赤い腕章バンダナをしている若い男に訊きいた。男は異界人リリアの格好に不信感を見せたが、リリアは腕章をつけていたので、無視はされなかった。


    「あんたもレジスタンスなのか。だったら、わかるだろ？」


    「そう言わずに教えてくださいよ」


    「あー、実を言うと俺にもハッキリとしたことはわからないが、ここには俺やあんたみたいなレジスタンスが何十人も捕まってる。同志が助けに来てくれたんだ。たぶんだけどな」


    「なるほど……それで、これからわたしたちはどうなるんでしょう？」


    「運がよければ助かる。悪ければ……このままだろう」


    「このまま……本当ですか？　ペナルティがあったりしないのでしょうか？　助けられる前に銃で撃たれたりとか」


    「ないない。だったら最初から、俺たちをここに入れて生かしたりなんかしないって」


    「それは……まぁ、そうですね」


    　射殺してしまえばいい。わざわざ手て間ま隙ひまかけて処刑してやる必要などない。


    「だろう？　ここで武器でも持ち出して暴れたら、そりゃ撃たれるだろうが、なにもしていない分には撃たれないよ。上層の連中は下層の人口を減らしたくないからな」


    「減らしたくない？　なぜです？」


    「なぜって……下層住民は、上層の連中にとっちゃ替えがきかない労働力だからだよ。ただでさえ下層は少子化で人口減ってきてるし、軍や警察に逆らったヤツは皆殺しー、なんてしたら、下層の人口は半分以下になっちまう。それは上層の連中にとってもマズい事態だ。考えてもみてくれ──」


    　レジスタンスの男はリリアにパラディソにおける上層と下層の力関係を説明した。


    　第６層にあった工場の運営は下層住民が行っている。素材の加工、武器の製造など、下層住民なしにはできない産業が、パラディソでは数多くある。


    　しかし、下層住民には戦闘訓練を受けている者がいなかった。だから上層住民に搾さく取しゆされることを拒こばめなかった。上層住民は軍隊と警察を武器に下層住民を脅おどしたのだ。


    　レジスタンスが発足した今でも、戦力は上層の方が圧倒的に上だと考えられている。兵士は戦闘のプロで、レジスタンスはアマチュア～セミプロ。兵士は最新式の武器を用いてくるが、レジスタンスは型落ち品。そのためレジスタンスは、今までに一度も大規模な武ぶ装そう蜂ほう起きをしたことがない。勝算がないから戦争を仕掛けられないでいる。


    　だから上層住民のレジスタンスを見る目は、今のところ甘い。言い換えれば、現在のレジスタンスは上層住民にナメられているということだ。


    「上層のヤツらは、そのうち、俺たちには勝ち目がないってことを悟ると思ってるんだろうな。そんでもって、従順な労働力になってくれれば万ばん々ばん歳ざいってわけさ」


    　上層住民はレジスタンスがレジスタンスを続けることを早く諦あきらめてもらいたい。そのために、兵士や警官はレジスタンスをできるだけ殺さずに捕らえ、ほどほどの罰を与え、飼い慣らす。物分かりがいい労働者になるよう促している……。


    　だったら、有名なレジスタンスを公開処刑し、「レジスタンスをしているとこうなるぞ」とでも言って脅おどした方が効率的なのではないか、とリリアは思った。そうすれば、ひとりの犠牲で大人数のレジスタンスを従順な労働者に変化させられるに違いない。


    　──まぁ、そうすることで憎しみが増幅すれば、かえって厄やつ介かいでしょうから、なんとも言えませんね。


    「教えてくださって、ありがとうございます」


    「いいってことよ。どうなるかわからないが、お互い、頑張ろうぜ」


    　レジスタンスの男は檻おりの出口の方へと歩いていった。


    （……アイとユウキさんはどこに行ったんでしょうね？）


    　ふたりの姿がないことに疑問を覚えたリリアは、檻の出口付近──逮捕者が群がっている空間を見た。檻の中にいる半数以上の人が集まってきていたが、その中にふたりの姿はなかった。


    （あと見て回るべきところは──）


    　リリアがふたりの行方を思案していると、檻の外にタマキたちが現れた。


    　先陣を切ったタマキは床から壁へ、壁から天井へと駆け上がり、そのまま天井を走り出した。


    「な、なんだありゃあ！　バケモンかよ！」


    「怯ひるむな、撃て！　とにかく撃て！　数撃ちゃ当たる！」


    　タマキは文字通り別次元の動きで警備兵を翻ほん弄ろう。銃弾の雨をかい潜くぐり、魚を捕る漁師のごとく、上から警備兵に銛トライデントを突き刺して回った。後続のゼノとイサミも、それぞれタマキが取りこぼした警備兵を倒していく。トリッキーな動きを見せるタマキに目が奪われているおかげで、どの警備兵も隙すきだらけだ。


    　拳銃ハンドガンを用いない異界人の戦いに、逮捕者は心を躍らせた。鉄格子に手をかけたレジスタンスの若者らが「やっちまえ！」「後ろ気をつけろ！」「そこだ！　いけぇ！」などと声を飛ばし始めた。闘技場コロシアムにいるかのような熱気にリリアまで酔いそうになった。


    「神鍬疋伐シンシヨウヒツバツ！」


    　踵かかとを鍬くわに見立てた踵落としで、ゼノが警備兵の脳天をかち割った。最後のひとりだった。


    　タマキがトライデントで錠じようを破壊した。逮捕者たちが檻おりの外へと流れ出した。


    「同志諸君！　これを使って、彼らと共に戦おうではありませんか！」


    　タマキたちと同行していたリヒトが、捕まっていた同志に拳銃ハンドガンを配り始めた。これでレジスタンスは戦力を倍増させ、拘こう置ち所しよ制圧へと大きく前進した。


    「どいて～！　ユウくん、どこ～？」


    　人の波に逆らって、タマキが檻の中に入ってきた。タマキに対して、数々の讃たたえる声と感謝する声が贈られた。リリアはタマキの名前を呼んだ。タマキがリリアに気づいた。


    「リッちゃん、ユウくんは？」


    「それが、見当たらなくて……アイもなんですが」


    「どういうこと？　一緒にいたんでしょ？　ねぇ？」


    　タマキの顔にぐいぐい迫られ、リリアは困った表情をするほかなかった。


    「ここは……警備兵から情報を引き出しましょう」


    　つい先ほどゼノが脳天をかち割った警備兵にイサミが活を入れた。警備兵は意識を取り戻した。目覚めたら周囲はレジスタンスしかいなくなっていて、警備兵は恐怖に打ち震ふるえた。


    「お尋ねしたいことがあるのですが」


    「な、なにする気だ!?　オレをどうする気だ!?」


    「教えてくれればどうもしませんよ。教えてくれなかったら──」


    「あたしが指を一本ずつ引きちぎるよ～。左手の小指から順番にね～」


    　タマキは不気味な笑顔を男に向けた。大きく見開かれた彼女の目と男の目が合った。


    　──手の指がなくなったら足の指、足の指がなくなったら歯、歯がなくなったら髪、髪がなくなったら腕、腕がなくなったら脚、脚がなくなったら首をもぐよ～。


    「ひっ──言う、言う！　オレにわかることは必ず言うからぁ！」


    　いきなり兵士が冷静さを失い、情けない声で泣きだした。リリアは震える兵士の肩を優しく摑つかんで、尋ねた。


    「あなたは確か、わたしがここに来た時から、ここの警備についていたはずです。タマキこの人そっくりの金髪の子と、赤い髪でドレスを着ている子を覚えてますよね？」


    「あ、ああ……そいつらなら、奴ど隷れい販売所に連れて行かれた」


    「奴隷販売所？　それはどこにあるんですか？」


    「そこの扉から出て先にいくと、拘置所の外にサイケデリックっつうか、この辺りの景観にそぐわない奇抜な建物が見える。それだ」


    「連れて行かれた人はどうなるんですか？」


    「奴隷として上層住民に売られる。価格はオークション形式で決まる」


    　それなら競売所じゃないですか。呼び名は販売所でも支障ないでしょうけど……それはまぁいいとして。


    「オークションはいつ行われるんです？」


    「今日の夜、９時からの予定だった」


    「だったら、まだ商品は売られていませんね」


    「たぶん……」と男は自信なさげにつぶやいた。


    「行きましょう」


    　男をリヒトに預けて、リリアたちは奴ど隷れい販売所へと足を運んだ。


    



    　奴隷販売所の中に警備兵はいなかった。騒ぎを聞いて逃げ出したのだろう。


    「おー、来た来た。ここだよー」


    　助けを求めているにしては意欲の見えないアイの声が聞こえた。檻おりのある部屋に入った先頭のタマキは檻の中を念入りに見回したが、ユウキの姿は見えない。


    　とりあえず慣れた手つきで本日ふたつ目の錠じようを破壊し、タマキはアイの元へと駆け寄った。


    「やっぱりタマキたちだったか。レジスタンスにしてはタイミングよすぎると思った」


    「アイちゃん、ユウくんは？」


    「いやねェ、ユウキだけ先に売れちゃったんだよ」


    「売れちゃった？　オークションは、これからなんじゃないの～？」


    「それが、一部の優良顧客が先に商品を見て買っちゃうことがあるんだって」


    「じゃあ、ユウくんを買った人のところに行くよ！　ユウくんを取り返す！」


    「そういうことでしたら、喜んで協力いたします！」


    　遅れてやって来たリヒトが言った。彼の後ろには何十人ものレジスタンスがついて来ていた。


    「よ～し、こうなったら上層に突撃して戦争だよ！　邪魔するやつは全員ブッ殺す！」


    「「「「「「「「「「おおー！」」」」」」」」」


    　レジスタンスの若者たちが武器を振り上げて雄お叫たけびをあげた。


    「いくぞ～！　フォ～ロ～ミ～！」


    「「「「「「「「「「うおおー！」」」」」」」」」


    　レジスタンスはタマキという上層軍に対抗しうる〝新しい武器〟の出現に心を躍らせていた。


    「今こそ、世界変革の時ですな！」とリヒトが落ち着いたままのアイを見て言った。


    「一か月後に大規模な抗争を起こすっていう話、前倒しにするってこと？」とアイが尋ねた。


    「そのとおり！　タマキ氏らの戦闘力を見た者は、このとおりがぜん乗り気です。それに拘こう置ち所しよ制圧に成功したというニュースは、残念ながらこの場に居合わせられなかったレジスタンスの士気も、最高潮に上げてくれましょう！」
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    　ダンナの館の狭い地ち下か牢ろうの中で目覚めたユウキは、藁わらの上で寝ている自分に気づいた。彼はもうかれこれ10時間以上眠っていた。時刻は既に昼前だ。


    　体を起こしたユウキは、まず首輪を確認した。やはり外れない。首輪についていた鎖くさりがなくなっていたので拘こう束そく感かんは緩かん和わされていた。でも気になる。なんとかして外せないかとしつこくいじっていたら、肌と擦こすれて首が痛いた痒がゆくなってきた。


    「……すいません、誰かいませんかー？」


    　ユウキは鉄格子の隙すき間まから顔を覗のぞかせて外を見た。誰もいない。


    　鉄格子から離れ、藁わらの上に腰を下ろし、壁に背中を預けた。


    　牢の中に魔剣グラムはなかった。ここには精霊がいないようだから、グラムは奪われたっきりになってしまったようだ。入手した直後は、あれほど捨てたかった魔剣だが、今は必要だった。──グラムさえあれば、首輪を外せるし、簡単に外に出ることもできるのに……。


    「……ん？」


    　ギギィ、と扉が開く音がした。ユウキが鉄格子に目をやると、外側にダンナが現れた。


    「やっほー。やっと起きたかー」


    　ダンナが鍵かぎを開あけて牢の中に入ってきた。ユウキは不信感まるだしの態度でダンナを迎えた。


    「そんな怖がらなくていいってー。ボクチンは、こう見えても紳士なんだから。だから鎖も、家の中じゃつけないどいてあげる。ほんじゃ、おいでー」


    　ダンナはユウキに背を向けて歩きだした。ユウキはしずしずとダンナの後ろについて歩いた。階段を上って１階に出ると、清潔感あふれるリビングが見えた。


    　掃除が行き届いたフローリングと厚い絨じゆう毯たんの組み合わせ。大きな長方形のテーブルには、同じ素材で作られた背もたれつきの椅子が整然と並ぶ。大きめの出窓には繊細なガラスの置物が置かれ、陽光をきらきらと乱反射させている。素朴と豪ごう奢しやがいい案配に入り交じった、センスのいいインテリアだった。──ここが悪趣味な格好をしているダンナの家なのだろうか？


    「あらぁ、起きたのねぇ」


    　ニコニコした顔を向けて、のほほんとした言葉をかけてきたのは、ふわふわした長い髪と、横に長い尖とがった耳が目を引く少女だった。真しん鍮ちゆう製せいのじょうろで白い陶器の花か瓶びんに水をやっていたところのようだ。黒いワンピースに白いフリルつきのエプロンを重ねている彼女の服装からも、ユウキはダンナに雇われている家事代行者ハウスキーパーだと思った。


    「これ、ボクチンのワイフ」


    「ダンナのワイフですぅ。ワイフって呼んでねぇ」


    　じょうろを持っている少女が笑顔でユウキを見て言った。


    「……ワイフっていう名前なんですか？」


    「やだわぁ、この子ったらぁ。名前は別にちゃんとあるわよぉ。面白い子ねぇ」


    　うふふふふ、と彼女は上品に笑う。ユウキがワイフのすっとぼけた感じに当惑した。


    「あとはいつもどおりに、よろしくー」


    「はぁい、承りましたぁ」


    　ダンナは少ない言葉でワイフとの意思疎通を終え、軽い足取りで２階へと上がっていった。


    「こっちよぉ」


    　ワイフに導かれて、ユウキは１階の浴場に入った。石材を組んで作られた湯船には、透明な湯が張ってあって、そこから立ち上る湯気が密閉された浴場内を曇らせている。


    「それじゃあ、脱ぎ脱ぎしましょうねぇ」


    「え？」


    　すぽぽぽぽーん。


    　あれよあれよという間にユウキは全裸に首輪という変態的な格好にされてしまった。


    「ぎゃー！　いきなりなんてことを!?」


    　ユウキは咄とつ嗟さに屈かがんで体を隠したが、既にワイフに見るものを見られたあとだった。


    「あらぁ。あらあらあらぁ。困ったわねぇ」


    　ワイフはあまり困っていなさそうに言う。


    「あなた、男の子だったのねぇ」


    「……はい……」


    「まずいわねぇ。あの人、あなたのことを女の子だと思って買ってきてるわよぉ」


    「……ぼくが男だってバレたら、どうなっちゃいますか……？」


    「そりゃあ、チョッキンよぉ」


    　ワイフは指を鋏はさみに見立ててチョキチョキ動かした。


    「……マジですか？」


    「マジよぉ。当たり前じゃなぁい」


    　ワイフはニコニコしたまま答える。


    「あわわわわわわわわ……」


    　どこをチョッキンするのかは、訊きかなくてもわかった。


    「でも平気よぉ。言わないでおいてあげるわぁ。あなた可愛かわいいし、気づかれないわよぉ」


    「ほ、本当ですか？」


    「ええ。わたし、口は堅いから、安心していいわよぉ」


    　それが事実かはさておき、ユウキは彼女を信用するほかなかった。


    　ワイフは屈んでいるユウキにタオルを渡した。ユウキはそれを腰に巻いて、立ち上がった。


    「あの……見られてると体洗いにくいんですが……」


    「わたしのことは気にしないでぇ。それともあなた、見られていると興奮しちゃう人？」


    「いや、そんなことは、ないと思うんですけど……」


    「ウチの人は興奮しちゃうのよねぇ」


    「…………」


    　──いらん情報だ。


    「まぁいいじゃなぁい。ここに新しく来た子とは、必ずここで最初にお話しすることにしてるの。あなたとも少し話がしたいのよぉ。それとも、わたしとお話しするのは嫌いやかしらぁ？」


    「はあ……嫌ではないですけど……」


    　同年代の女性に裸を見つめられ、新しい性癖に目覚めてしまったらどうしようかと不安だったが、しゃちほこばって拒絶するわけにもいかなかった。──ゴールデンボール保持のためにも、ワイフさんの機嫌を損ねないようにしないとまずいよな……。


    「お名前はぁ？」


    「ユウキです……」


    「じゃあユウちゃんって呼ぶわねぇ。単刀直入に訊きくけど、ユウちゃんって異界人よねぇ？」


    「あ、はい。そうです」


    「やっぱりぃ？　金髪なんて、ここじゃ見ないものねぇ……実は、わたしも異界人なのよぉ」


    「え？　本当ですか？」


    「本当よぉ。ユウちゃんは、外からどうやってパラディソに来たのぉ？」


    「銀色のカプセルに乗ったら、ここの一番下に出たんです」


    「へぇ、そんなのあるんだぁ。わたしはヴィマナっていう空飛ぶ船に乗って来たの」


    「ヴィマナ？　それって、ものすごく大きな──」


    「ううん。ちっちゃい、５人も乗れないような船よぉ」


    「…………」


    　──開拓飛行船トリプラヴイマナじゃないのか……でも同じ、空を飛ぶ乗り物なのだろう。


    「そのヴィマナは、まだここにありますか？」


    「ううん、もうないわぁ。わたしのお母さんが乗ってっちゃったから」


    「お母さんが？　ワイフさんを残して？」


    「ええ。わたしが残りたいって言ったのよぉ。その時は、わたし、定住しない生活に飽き飽きしちゃって、いい加減にしてほしいって言ったのよぉ。そしたら、酷ひどいわよねぇ。娘を置いていっちゃうんだから。焦あせったわぁ。でも今は幸せよぉ」


    「ひとりきりの移民で、心細くありませんでした？」


    「心細かったわよぉ。ここには異世界の存在を知っている人がいないから、わたしと同じ境遇の人もいないし、最初は誰も頼れなかったわぁ。ウチの人と会えなかったら、わたしも奴ど隷れいになってたかもしれないわねぇ」


    「あの人──ご主人様とは結婚しているんですよね？」


    「もちろんよぉ。子供はいないけど。彼とはもう、10年になるのかしら」


    「えっ？　10年？」


    　──長すぎないか？　ぼくとそんなに年齢、変わらないように見えるんだけど……。


    「すいません、失礼だとは思うんですが、何歳でいらっしゃいますか？」


    「ああ、よく訊きかれるから、気にしなくていいわぁ。46よぉ」


    「よ、46!?」


    「そんな大声で言わないでよぉ、もぉ。気にしてるんだからぁ」


    　と言ってユウキを小こ突づくも、怒っている様子は全くなく、喜んでいるようでもない。反応が乏とぼしいのは、言われ慣れているせいだろう。


    「46歳にはとても見えませんけど……お世せ辞じ抜きに」


    「よく言われるわぁ。実年齢マイナス10くらいに見えるなら嬉うれしいけど、マイナス20以上だと複雑よねぇ……」


    　マイナス20どころか、マイナス30でも通用する容姿だ。


    「普通の人より老化が遅いみたいなのよぉ。ウチの人と一緒に外歩くと、娘と勘違いされたりしてねぇ。あんまり一緒に外に出たくないなぁ、って思っていたら、ユウちゃんみたいな奴ど隷れいにハマっちゃって。ごめんなさいねぇ。突き詰めると、わたしのせいなのよぉ」


    　ワイフに不快な思いをさせたくないが、かといって、ひとりで出歩くのも味気ない。そこでダンナは奴隷を飼い始めたんだそうだ。


    「奴隷だからって、酷ひどい扱いはしないから、安心してちょうだい」


    　そう言って、ワイフはユウキに微笑ほほえみかけた。


    



    　お喋しやべりは小一時間も続いた。他人とふたりきりの時は、黙るよりしゃべった方が気が楽だったりするものだが、それにしても喋り過ぎている感があった。


    「……もう十分に汚れは落ちたと思うんですが……」


    「そうね、もういいかしらねぇ。上がっていいわよぉ」


    　先ほどまで透明だった湯船は、ユウキの垢あかや汗で濁っていた。


    「はぁい、拭ふき拭きしましょうねぇ」


    　大判のタオルでワイフがユウキの体を拭いた。裸を見られるのに慣れたせいか、46という実年齢を聞いたせいか、あまり恥ずかしくなかった。


    「この服は捨てちゃうわねぇ。汚れを落とすの大変そうだし」


    　ワイフはユウキの着ていた服をゴミ箱に落とした。


    「代わりに、これを着てくれるぅ？」


    　渡されたのは、ワイフが着ているのと同じデザインのエプロンドレス。生き地じにハリがあって、真新しい。


    「……なんで主婦なのにメイド服着てるんですか？」


    「ウチの人の趣味よぉ。わたしはメイド長っていう設定だから、逆らっちゃダメよぉ？」


    （メイド長でなくても、飼い主ダンナの妻に逆らっちゃダメだと思うが……）


    　とりあえずユウキは、いつまでも裸でいたくはなかったので、袖そでを通した。


    「下着、穿はかなくていいのぉ？」


    　ワイフは水色の小さな布きれ──おパンティーをユウキに差し出した。


    　ユウキは受け取れなかった。女物の下着をつけたら、越えてはいけない一線を越えてしまう気がする。


    「遠慮しないでいいのよぉ？　ノーパンで外に出たくはないでしょう？」


    　女物のパンツを穿いて人前に出るのと、ノーパンで人前に出るのと、どちらが人として許される範囲なのか。どちらも許されないのなら、どちらが重罪なのか。なんて難しい問題だ……。


    「もしもの時のためにも、穿いといた方がいいわよぉ。ちょっとくらい膨ふくらんでたって、まじまじ見られでもしなければ誤ご魔ま化かせるものよぉ」


    「ですよねぇ……」


    　要は、見られなければいいのだ。そうすれば全てうまくいく。見られさえしなければ、着用していることにはならない。それぞれの目に見えるものだけが真実だ、そうだろう？　という哲学的な言い訳で脳内を満たし、ユウキはパンティーを穿いた。


    　最後にフリルつきカチューシャホワイトブリムを頭につける。こうして、ユウキはどこからどう見てもメイド（♀）と化した。スカートさえ死守すればバレる心配はない。


    　──こんな姿、リリアやアイに見られたらなにを言われるかわかったもんじゃない。


    「うん、いい感じよぉ」


    　それからワイフはユウキを連れて、広い邸内を案内して回り、キッチンで昼食を食べさせたり、掃除用具の在処ありかや掃除の仕方の説明をしたり、メイドたちにユウキを紹介したりした。


    　家のインテリアは全てワイフの趣味だそうだ。ダンナは服装や髪型には気を遣つかうが、他人に見られない部分には無む頓とん着ちやくな性格をしているらしい。


    「──こんなところかしらねぇ。それじゃ、まずは庭の手入れを手伝ってもらおうかしらぁ」


    　害虫の駆除や土壌の整備──男手が必要な場所だろう。


    　のほほんとした足取りのワイフの後ろを歩いて行き、裏口から外に出た。


    　緑豊かで広大な庭が広がっていた。リアルな自然を再現した風景式庭園。風にそよぐ芝、色とりどりの花。下層にはなかった、ありえなかったものが、そこにはあった。


    　これが楽園パラデイソか、とユウキは思った。ダンナ邸の庭は、どこかユウキの故郷にも似ていて、だからなおさら、ユウキには楽園のように感じられた。足りないのは澄んだ青空だけだ。


    「まぁどうしましょう。モンスターだわぁ」と緊張感のない声でワイフが言った。


    　柵さくの外に広がる雑草が茂った草原にぽつぽつと姿を現したのは、庭の景観を壊す害獣、兎うさぎ型モンスターだ。草食動物が持つものにしてはオーバースペックな鋭い前歯を持ち、すさまじい跳躍力で人間の首を刈りにくる。


    「どうしてパラディソの中にモンスターが……」


    　ここは屋上部で露出しているから、外になるのか？


    「一週間に一回は出るのよぉ。急いで追い返さなくちゃねぇ」


    　兎うさぎ型モンスターが柵さくの中に侵入してきた。


    　屋敷の外壁に立てかけてあった埃ほこりを被かぶった剣を抜き、ワイフがモンスターに近づいていく。


    　兎型モンスターがワイフ目がけて飛び上がった。サマーソルトキックだ。


    「危ない！」


    　ユウキは横からワイフを突き飛ばし、サマーソルトキックを回避した。


    「あらあらあらぁ。殺されちゃうところだったわぁ」と緊張感のない声でワイフが言った。


    「ああもう……ぼくがやります！　ワイフさんは下がってください！」


    　ユウキはワイフから古ぼけた剣をひったくった。


    「わかったわぁ。わたしは警察を呼んで来るから、気をつけてねぇ」


    　ワイフは家の中にぱたぱた足音を鳴らして戻っていった。


    　ユウキはダッシュで兎型モンスターに接近し、攻撃を加えた。


    「はっ！」


    　跳び上がろうと足に力を溜ためているところを突きで制して、１体目。庭を荒らすのに夢中になっているところを斬きりつけて、２体目。魔剣グラムなしでの戦闘は初めてで、使い慣れていない攻撃力低そうな剣でやれるのかと不安だったが、この程度の敵なら、全く問題ない。


    『あんちゃん、うしろうしろ～！』


    　シルフの声に反応し、ユウキは前方向に跳んだ。


    　──よかった。上層階ここには霊的エネルギーマナがある。体の不調もいつの間にか治っていた。


    　振り返ると、兎型モンスターが嚙かみつき攻撃を放ったところだった。兎らしさの欠片かけらもない凶暴な顔が、自分の目線まで跳び上がってきていてよく見える。


    「危ないなぁ……っ！」


    　空中にいる兎型を横よこ薙なぎに一いつ閃せんし、３体目。


    『いい感じやで～！』


    「シルフちゃん、助かったよ」


    　自然あるところに精霊あり。上層の自然は本物のようだ。


    　それからもユウキはシルフに協力してもらいつつ、撃破数を重ねた。


    　──自分の成長に驚かされる。グラムなし仲間なしのナシナシでも全然イケる。もはや戦闘学部生よりも、ぼくの方が強いんじゃないか？


    　調子に乗ったユウキは柵の外にいるモンスターも全部とっちめてやろうと柵の外に出た。


    「きみ、止まりなさい！　止まらないと撃つぞ！」


    「はい？」


    　ワイフでもダンナでもない声に驚き、屋敷の方を見ると、拳銃ハンドガンを構えた男がふたりいた。


    　ユウキが顔を引きつらせていると、ふたりの男はユウキの動きを牽けん制せいしながら近づいてきた。


    「武器を地面に置くんだ！」


    「それから手を頭の後ろに回して、這はいつくばれ！」


    　ユウキは言われたとおりにした。拳銃が怖くて逆らえない。


    「確保ォ！」


    　ユウキは背中に銃口を押しつけられた。手て錠じようがかけられたところで、ワイフがやってきた。


    「あらぁ？　待って、その子はウチの奴ど隷れいよぉ」


    「本当か？」


    　ワイフの弁護でユウキの手錠は外された。


    「逃げようなどとは考えないことだな。私たち警察は、貴様ら奴隷を常に見張っている」


    「それで奥さん、害獣はどこに？」


    　警察は庭の景観を厳しい面持ちで眺めた。


    「それが、綺き麗れいさっぱりいなくなってるのよねぇ……ユウちゃんが追い払ってくれたのぉ？」


    「まぁ、一応……」


    「本当？　助かったわぁ。そういうわけだから、ごめんなさいねぇ、無駄足踏ませちゃって」


    「いえ。これからも気兼ねなく申しつけてください」


    　警察は黒光りしている拳銃をホルスターにしまい、小走りで去っていった。


    「ユウちゃん、ごめんなさぁい。言うの忘れてたわぁ。ひとりで外に出るのはダメなのよぉ。首輪をしている子がひとりで外を歩いていると、問答無用で逮捕されちゃう」


    「殺されるかと思ったんですけど……」


    「逃げたら撃たれるわよぉ。でも、さっきのユウちゃんみたく、逮捕されるケースの方が多いわねぇ。そうなったらウチの人が迎えに行くけど……前に何度も脱走する子がいて、ウチの人怒っちゃって、迎えにいくのやめたのよぉ」


    「そういう奴隷は、どうなるんですか？」


    「捨てられるわねぇ。ゴミと一緒に投捨器トラツシユカタパルトで下にポーイ」


    「下っていうのは、パラディソの周りにあるゴミの山のことですよね……？」


    「それは知らないわぁ。下がどうなっているかなんて、見たことないものぉ」


    「そうですか……そうですよね……」


    　仮に、ここからゴミ山のあった最下層まで生身のまま落とされたら、１００パーセント死ぬ。捨てられる＝死刑、と思っておいた方がいいだろう。


    「だから、ひとりで外には出ないでねぇ。約束よぉ」
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    　夕食前、二度目の入浴と着替えをすませたユウキがダンナに鎖くさりをつけられて屋敷の外に出ると、ふたり乗りの四輪車が玄関口に横づけされていた。


    「これは？」


    「自動車モビルウイール。見たことないんだー？」


    「はい……」


    「説明するより、体感してもらった方が早いかなー」


    　ダンナは運転席に、ユウキは助手席に乗って、歓楽街へと出発した。モビルウィールというのは馬なしで動く馬車みたいなものだとユウキは理解した。


    　外に出てみてわかったことだが、ダンナ邸は第３層の郊外にあり、周りには牧場や農園が広がっていた。柵さくの内側で牛や羊がゆったりと歩き回っているのが見える。上層住民は、ここで採れた肉や野菜のいいところだけを消費し、余りものを下層住民に回して生活しているそうだ。


    　遠く彼方かなたに砲台のような形をした大型建造物のシルエットが見えた。その大型建造物が急にすごい速さで動き、丸いなにかをパラディソの外側──遮さえぎるもののなにもない虚こ空くうに向かって発射した。──あれはなんだ？


    「投捨器トラツシユカタパルト。上層で出たゴミを、工場で再利用できるものとできないものとに分けて、できないものは集めて固めて、アレで下に捨ててんのさー」


    　ユウキが彼方に視線をやっているのを見て、ダンナが答えてくれた。──なるほど、あれがワイフの言っていたものか……最下層に落ちてきた巨大な塊かたまりの正体は、ゴミの塊で、ゴミ山は廃棄されたゴミの塊が降り積もってできたんだな……。


    



    　アクセルべた踏みでモビルウィールを走らせること数十分。日が沈むのと時を同じくして、モビルウィールは第３層の中央部に入った。灰色の夜空には幽遠な月が浮かんでおり、星は見えない。


    　中央部には、下層と同様に天井があった。この上に第２層と最上層がある。第２層は王様や大臣の住居、最上層は第４層に並ぶパラディソ全住民にとっての生命線、王族が管理している種子の保存庫になっている。第３層郊外の自然は保存庫にあった種子によって作られた。


    　モビルウィール進入禁止の看板が見えた。歩行者の数も多く、ここから先へモビルウィールで行くのは得策ではなかった。ダンナはいつも使っている空き地にモビルウィールを停とめた。


    「…………」


    「おーい、ついたぜー？」


    「……はい……」


    「どうしたよ？　気持ち悪いのかー？」


    「……すみません……」


    　車に酔ったユウキは、ダンナに背中をさすってもらいながら、徒歩で歓楽街キサナドゥに入った。極彩色を放つ電光看板のおかげで、昼間よりも明るいような錯覚を覚える。


    　街ゆく人々が着ているものは、ジオメトリック柄のブラウス、ペイズリー柄のジャケット、ショッキングピンクのセーターｅｔｃ.……個性的なテキスタイルのオンパレード。キサナドゥは、ダンナと似たような、派手で毒々しいファッションセンスの持ち主が跋ばつ扈こしている街だった。エキセントリックなのは服だけじゃない。赤黒いリップや白すぎるファデーションでアクの強いメイクを施ほどこしている女性、ベリーショートの髪をタイトにまとめて七三分けにしている男性など、首から上だけ見てもブッ飛んでいる。


    　しかし、そのような街であっても、こんなふうに鎖くさりで繫つながれた状態で歩いていたら悪い意味で目立って仕方がないんじゃないか……と思っていたが、鎖で繫がれているユウキを見て不思議そうな顔をする通行人は皆無だ。それもそのはず、この街では人を繫いで歩くのが日常的なスタイルのようで、ユウキは自分と同じように鎖で繫がれて歩いている人を何十人と目撃した。


    　鎖で繫がれている人たちは、みな奴ど隷れいで、そのほとんどが若い美男美女だった。男は美女を、女は美男を引き連れているが、稀まれに男同士、女同士の組み合わせもあった。服装だけでなく、性的な感覚についても寛容な世界らしい。なにもかもが思いどおりにいく暮らし──自由を満喫している人々の目は、下層住民と違って綺き麗れいに澄んでいた。


    　奴隷の服装も主人と同様に十人十色だったが、体型がモロに出るボディコンシャスなラバースーツや、素肌が透けて見えるトランスペアレントなニットドレスなど、扇情的な格好をさせられている者が多いように思われた。一番ユウキがインパクトを受けたのは、全身に包帯を巻かれている女性だった。頭の包帯は目と口が塞ふさがれるように巻かれ、両腕はギプスで使えなくされている。本当に腕の骨が折れているのかはわからない。


    　──どうしてこんな格好をさせているのですか、と尋ねるまでもない。こういうのが趣す味きだから、と答えられることがわかりきっている。


    　落ち着かない街並みをユウキはオドオドしながら歩いていった。前を歩くダンナには通い慣れた目的地があるようで、その足取りに迷いはない。


    　そしてダンナはキサナドゥでもトップクラスの売り上げを誇る会員制酒場クラブ〝ディオニュソス〟にユウキを伴ともなって入店した。


    　ディオニュソスは地下にある。１階・２階は賭博場カジノ、３階より上はホテルになっている。ホテルは全室スイートルーム。この贅ぜい沢たくな施設を堂々と利用できるのは、上層住民の中でも特に裕福な人間に限られる。


    　ディオニュソスの店内は万物が桃色～紫色の艶なまめかしい照明ひかりで染まっていた。


    　ダンナが金色の会員カードを受付の男性に見せると、改めて客だと見なされ、「ようこそ、おいでくださいました」と丁てい寧ねいに頭を下げられた。


    　スレンダーで長い髪を下ろしている女性ホールスタッフがダンナとユウキを席に案内した。下はメッシュのスカート、上は髪ブラ──要は裸というスタッフの格好を見ていると、大変なことになりそうなので、ユウキは意識を逸そらすため、ダンナに話しかけた。


    「ご主人様、差し出がましいようですが……結婚していらっしゃるのに、こんな場所に来ていいんですか？」


    「いいのいいのー。週に５日くらいは遊ばねーと、やってらんねーって」


    　遊びすぎだろ、とユウキは思ったが、さすがにそこまで飼われている立場からものを言うことはできなかった。


    　──そういえば、キャバクラに行きてー行きてー言ってた人がいたなぁ……あのマッチョな人はダンナのような生活が理想だと思っているに違いない。


    　ユウキは飛行船での、盗とう賊ぞく教官の四角い顔を思い出していた。


    「ここから先では、あんまり喋しやべんないでくれよー。お喋りな奴ど隷れいは捨てちゃうぞー」


    　この世界の価値観では、無口でじっとしている奴隷が好まれ、ベラベラ喋る奴隷は躾しつけがなっていないと見なされるらしい。


    　店内の奥には、上質な葡萄酒ワインのにおいが充満していた。ユウキはそのにおいを嗅かいだだけで、フルーティーな飲み物を飲んでいる気分になった。


    　ダンナが革かわ張りのソファに座った。ユウキが周囲をさりげなく見ると、奴隷は座っていない。ユウキは周囲の奴隷たちにならって、ダンナの右斜め後ろにそっと立った。


    （……ん？　あれは……）


    　ダンナが本日オススメのドリンクを注文している最中、ユウキはキャバクラに行きてー行きてー言ってた人そっくりな、ガタイのいい男を見つけた。短い髪を無理やりオールバックにして光沢のあるベルベットのスーツで着飾っている。実に似合っていないが、ＴＰＯ的にはアリなのだろう。


    　ユウキがじぃーっと見つめていると、見知った感のある顔がユウキに気づいて見返してきた。ユウキが目を逸そらすと、男が立ち上がり、こちらに向かってズンズン歩いて来る。


    「ご一緒いいですか？」


    　男はダンナの顔を見てニカッと微笑ほほえみ、黄ばんだ歯を見せて言った。


    　──こんなにマッチョな笑顔を作れる男、この世に５人といまい。


    　そして、さりげなくユウキに目配せしてきた。ユウキは男がキャバクラに行きてー行きてー言ってた盗賊教官その人だと、確信した。


    　──ということは、開拓飛行船トリプラヴイマナがこの地パラデイソに来ている!!


    



    　ベルベットのスーツという格好を見ても明らかだが、盗賊教官は現地民にすっかり馴な染じんでいる。誰も彼を見て異界人とは思うまい。


    「こう見えてもボクチン醸造家でさ、この店にも卸おろしてるんだよねー。よければ感想聞かせてくれない？」


    「ふむ、飲み応えは力強くマッチョで、それでいて舌触りは入念なストレッチ後の筋肉のように柔らかい……後味も私の胸板くらい厚みがあって、大変よろしい。残念なのは香りが甘くて女め々めしいところ……63マッチョ、といったところで」


    　だからなんだよその単位は、とユウキは心の中でツッコんだ。ダンナ苦笑してるよ。


    「さぁどうぞ、こちらにお座りください」


    　盗とう賊ぞく教官が引いた椅い子すにダンナは座った。その右横に盗賊教官も座り、ユウキはその後ろに控えた。


    　テーブルには数名の上級船員とパラディソの有力者──王族や大臣などの第２層住民──が顔を連ねていた。ユウキから見てテーブルの向かい側にいる、アンニュイな顔で煙草タバコを銜くわえている王の遣つかいは、盗賊教官に引っ張られて嫌いや々いや来たのだろう。一応、ＴＰＯを意識したのか、普段とは違う高た価かそうなメルトンウールのマントを着ている。


    　有力者たちも奴ど隷れいを連れていた。──この店には奴隷がいないと入れない。観賞用奴隷は、自分で見て楽しみ、他人に見せびらかして楽しむもの。ダンナは自身の所有する奴隷ユウキの外見が有力者たちの奴隷に見劣りしないことに満足した。


    　奴隷のひとりにユウキは目を奪われた。その奴隷はユウキよりもひと回りかふた回り年上で、中性的で男性なのか女性なのかわからない顔をしていた。そしてなにより、彼、あるいは彼女には、色気があった。なんてことないヘリンボーン柄のジレとスラックスのツーピースに首輪というフォーマルな格好なのに、セクシーだった。


    　彼、あるいは彼女のキリッとした瞳ひとみがユウキを捉えた。ユウキの胸がざわついた。これが恋……ではないと思うが、興味を惹ひかれたのは事実だ。


    　ユウキが惚ほうけていると、スカートの中に手がぐいぐい入ってきた。思わず悲鳴をあげそうになったが、我慢する。手を入れてきたのが盗賊教官だったからだ。


    　玉をなくして同性愛に目覚めてしまったのか……とユウキが寒気を覚えたのは一瞬だった。盗賊教官はユウキの方を見ずに、ダンナやパラディソの大臣らと世間話をしながら、手探りで手を伸ばしていた。スカートの中にはペンとメモを持った手があった。ユウキはそれらを受け取った。メモに角張った文字でなにか書いてある。


    【ひょっとして、それはギャグで着ているのか？】


    　ユウキは反射的に返事を書き殴なぐって渡した。


    【違います】


    【なんでスカートなんだ？】


    【女だと思われてます。バレたら切除だそうです】


    【先生とお揃そろいか】


    「…………」


    　──揃ってねえよ。失うんだからよ。んなこと言ったら、この世の男はみんなして、お揃いのモノつけて歩いてるよ……って、こんな話がしたいんじゃない。


    【助けてください】


    　ユウキは本題に入った。筆談では話がなかなか進まないので、とっとと伝えたいこと伝えないと、お開きの時間が来てしまう。


    【無理。他人の奴ど隷れいを奪うのは法律違反。買い取ることはできるが、奴隷の価格は所有者が好きなように設定できる】


    　ユウキが読んでいる途中、盗とう賊ぞく教官が「いい奴隷ですな。売るならいくらで？」とダンナに尋ねた。ダンナは「この子は売るつもりないよー。買ったばっかりだもの」と答える。


    【異界人なのに法律を遵じゆん守しゆしなくちゃいけないんですか？】


    【見てのとおり、乗船員とパラディソの権力者は仲良くさせてもらっている。お前を誘ゆう拐かいとかしてみろ。友好関係がこじれる】


    　ユウキは助けてもらうことを諦あきらめ、ほかの話題にシフトさせた。


    【どうしてここに？】


    【航空中に見つけたから上陸しただけ。おまえこそどうして？】


    【森林大陸シヤングリラの遺跡の地下で銀色の筒に入ったら、ここの一番下に】


    【巨竜ヒユージドラゴンはどうなった？】


    【倒しました】


    「なにっ？」


    　盗賊教官がはじかれたように独りごちた。よほどユウキの答えが意外だったらしい。


    【どうやって倒した？】


    【普通に戦って。船では、ぼくたちはどうなったことに？】


    　説明が面倒だったので、ユウキはまた話題を変えた。


    【戦死したことになってる】


    　やっぱりなぁ、と思う気持ちと、酷ひどいなぁ、と思う気持ちが半々だった。


    「みなさま、ディオニュソス特製のウエルカムカクテル、気化酒スチーム・バツカスでございます」と女性ホールスタッフが客に報しらせた。


    　店内の壁や天井から霧ミストがふわふわと流れ出てきた。店内が紫色の霧で満たされていく。


    　ユウキは睡すい魔まに似た感覚に襲おそわれた。意識が遠のいていく。


    　──この気化酒のせいに違いない。ユウキは呼吸を止めた。


    　店内にいる人々の顔から緊張感が抜けていき、喜怒哀楽のうち楽以外の感情が抜け落ちた。霧に理性を脱がされアヘアヘし始めた人々は、本能の求めるままに他者とまぐわう。


    　ダンナの手から鎖くさりのグリップが抜け落ちたのを見て、ユウキはドサクサに紛まぎれて逃げようとしたが、どこへ逃げればいいのかわからない。


    　ユウキがあたふたしていると、後ろからヌッと手が伸びてきた。誰だと思ったら盗賊教官だった。目がイッていらっしゃる。自分が誰に絡んでいるのかおわかりになっていない。ユウキは遠慮なくテーブルの上にあった酒瓶で盗とう賊ぞく教官の頭をゴンとどついた。少なからずユウキの理性も吹っ飛んでいたので、その行為に躊ちゆう躇ちよはなかった。酒瓶が割れない程度の衝撃を受けて、盗賊教官は悶もん絶ぜつした。


    　とにかくこの場から離れようとしたら、今度は女性ホールスタッフに前からしなだれかかられた。気だるそうな眼まな差ざしをしている彼女はレズビアンだった。ユウキの鼻が蠱こ惑わく的てきなフェロモンでくすぐられる。ユウキの腰に彼女の脚が絡みつき、肩に彼女の体重がかかる。ユウキの首を彼女の舌がネットリと這はう。抵抗しようとするユウキの意識が萎しぼんでいく。それに反比例して下半身の一部が膨ふくらんでいく。


    　──このまま意識失っても、相手がこの女の人だったら、まぁいいか……意識失っちゃったら、誰となにをしようが誰にもわからないだろうし、問題があるとすれば、せいぜい、起きたら裸で恥ずかしい思いをする可能性が高いっていうくらいだ。


    （…………大問題だよ！）


    　盗賊教官と仲良く切り揃そろえるなんて死んでも御ご免めんだ。ユウキは密着しているホールスタッフを突き飛ばし、必死に逃げ場を探した。──が、見つからない。


    （ダメだ、息が保もたない……）


    　朦もう朧ろうとし始めたユウキの唇くちびるに、何者かの唇が押しつけられた。口移しで空気をもらったユウキは、意識を幾分か取り戻した。空気をくれたのは、中性的な美しい顔をした奴ど隷れいだった。彼、あるいは彼女は、ユウキの手を引いて霧ミストの届かないレストルームに走った。


    「ここまで来れば、息をしても平気だよ」


    　初めて聞いた彼、あるいは彼女の言葉は、少し気取ったような口調で、声が高い男性とも声が低い女性とも取れる声だった。


    　レストルームと入り口付近以外は、霧が隅々まで行き渡っている。客で霧から逃れられたのは、ふたりだけのようだ。嬌きよう声せいおよび人々がくんずほぐれつする音は、壁が薄いため、レストルームにも届いている。


    「ありがとう。……なんで助けてくれたの？」


    「君、セックスしたくないみたいだったから」


    「…………」


    　こうハッキリ言われると、なぜか逆にモヤモヤした。自覚のある噓うそをついた時のモヤモヤだ。心のどこかで「したかった」と思っている自分がいたんだろうと思う……。


    「それと、ちょっと個人的に訊きいてみたいことがあったからさ。間違ってたら本当にゴメンね。……君、男でしょ？」


    　ユウキは驚いて目を丸くした。──普段から女性と間違われ、今日にいたってはメイド服を着ているのに、なぜわかった？


    「図星みたいだね。だと思ったんだ。唇くちびるの感触でわかった」


    　ドヤ顔で言われても反応に困る。


    「僕はブライアン・ト・ルクスウェル。ライトでいいよ。よろしく」


    　手を差し出され、ユウキはおずおずと緩く握った。


    「ユウキです。……ライトさんは男の人ですよね？」


    「ん？　ああ、うん」


    　ほぼ直感だったが、当たった。直感は意外とアテになる。女のカンと同じだ。


    「人工呼吸なんかさせちゃってすいません……」


    「ああ、気にしないで。僕、バイだから」


    「…………」


    　あなたが気にしなくても、ぼくが気にするってばよ。


    「ところで、女装はダンナさんの趣味？　最近はユウキ君みたいに女装してたり、男装させられてる奴ど隷れいが増えてきててさ。バイの人が増えたからかな？」


    「いや、ぼくは女装というか……まぁ女装なんですけど、女として買われたもので……性別を偽ってるんですよ」


    　テンションに流されて言ってしまったが、弱みを暴露したも同然だったことに言ってから気づいた。
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    「本当かい？　それは……難儀だね」


    「他言無用でお願いします」


    「わかってる。ダンナさんにはもちろん、誰にも言わないよ。他人にしゃべるとロクなことにならない……」


    　ライトは翳かげりのある表情を見せた。


    「……って、ユウキ君から見たら僕も他人か。あはは」


    　ライトは屈くつ託たくなく笑った。笑うと妖あやしい色気が消えて、爽さわやかな好青年になる。彼からは自由な空気が感じられて、とても奴ど隷れいには見えない。


    「ぼくもライトさんみたいに笑いたいですよ……」


    　思わず本音が漏もれて、嫌いや味みっぽいセリフになってしまった。


    「ユウキ君が笑えないのは、奴隷になったばかりだからだよ。上層では、どこの家でも温かい風呂に入れるし、おいしい食事が食べられるし、繊せん維い工場で働かなくても服が着られる。奴隷生活は、たぶん、君が思っているほど悪くない」


    「まぁ……」


    　そうなのだ……ここでの暮らしは、ほとんど理想的といっていい。こういう文明的な暮らしがしたいがために、シャングリラから危険を冒してまで移動したことをユウキは思い出す。


    「……でもぼくの場合、男だってバレたら切られちゃうわけですし……」


    「殺されるわけじゃないだろう？」


    「そうですけど……」


    「だったら、怖がらずに奴隷であることを受け入れた方がいい。そうすればラクになれるよ」


    「ラクかもしれませんが、受け入れたってその場凌しのぎにしかならないんじゃ？　ずっと観賞用奴隷として生きていくことはできないでしょうし……」


    　美び貌ぼうは時と共に失われる。人は死に向かって前進することをやめられない。日に日に肌はたるみ、くすみ、美しい輪郭を保ってはいられなくなる。


    「ユウキ君は悲観的だな。未さ来きのことなんか考えてたら、つらくて生きてけないよ。だからさ、そういうのも全部ひっくるめて、受け入れちゃえばいい」


    「それでいいんでしょうか……？」


    　ユウキは顔を俯うつむかせ、じっと床を見つめた。


    「……ある奴隷の話をしよう。そいつは父親の借金を肩代わりするため、臓器を売るか男だん娼しようになるか奴隷になるか選ばされた。そいつは奴隷になることを選んだ。そいつは容よう姿し端たん麗れいだったから引く手あまただった。おかげでオークションでは僕よりもいい値段で買われた。僕よりもそいつの方がいい環境で奴隷になったはずだ。けどそいつは奴隷になることを受け入れなかった。プライドが高かったから受け入れられなかったんだろう。そいつは自分の主人を殺して下層に逃げこむ計画を立てた。逃走は下層の知り合いがサポートしてくれる手はずになっていた。でも計画は失敗した。計画を実行する前にそいつは逮捕されて、投捨器トラツシユカタパルトでゴミと一緒に投げ捨てられた。ここから下まで何メートルあるか知らないけど、どういう落ち方であれ、即死だろう」


    「…………」


    「そいつが奴ど隷れいであることを受け入れていれば、殺されることはなかった」


    「……どうして逮捕されたんですか？」


    「計画が主人にバレたからだよ。ネタを明かすと、死んだのは僕の兄貴だ。……僕は兄貴から計画への参加を持ちかけられた。それで僕は信用できる奴隷友達に相談した。そうしたら、その次の日に兄貴は逮捕された」


    「…………」


    「兄貴が死んだのは、僕のせいかな？」


    「…………」


    　そうだ、とは言えなかった。あまりにもライトの瞳ひとみが悲しそうだったから。


    「……ユウキ君には、兄貴と同じ道を辿たどってほしくない。奴隷も捨てたもんじゃないよ、ほんと。飼われている間は、ただ生きているだけでいいんだから。失敗することや傷つくこととは無縁で、生きやすいくらいさ。全ては心の持ちよう。少なくとも、僕は奴隷で不自由な身だけど、自分は幸せな人間だと思っている。……じゃ、僕は酒しゆ池ち肉にく林りんに交ざるとするよ」


    　ライトが扉を引き開あけると、外に紫色の霧ミストが漂っているのが見えた。


    「頑張ってね。バレないことを祈ってる」


    　ライトはウインクをして去っていった。──普通の人がやったらギャグになるであろう仕草が実に似合う人だな……。


    



    　ライトが去ってからしばらくすると、レストルームの扉が何者かの手によって開きかけた。


    「お引き取りください！」


    　ユウキは全力で入ってくる者を追い返そうと、扉に向かって突進した。


    　しかし扉は完全には閉まらなかった。扉の向こう側からブーツの爪つま先さきが差しこまれていた。


    「落ち着け。私だ」


    　聞き覚えのある声。王の遣つかいだ。


    「まさかバイだとは……」


    　探せば意外と多いのかもしれない。


    「いや待て、誤解だ。君に危害を与えるつもりはない」


    「霧を浴びてもペラペラしゃべる人は喋しやべるんですね」


    　奇声と嬌きよう声せいしか出なくなるものと思っていたが。


    「私は正常だ」


    「……本当ですか？」


    「君との会話を成立させているのが、その証拠だ。なにもしないから中に入れてくれ。こちら側は疲れる……」


    　ユウキは扉から離れた。中に入ってきた王の遣つかいは、まず顔にまとわりついてきた霧ミストを手で払い除け、ユウキを見た。いきなり豹ひよう変へんして襲おそいかかってきたりもしなかった。


    「今まで息を止めていたんですか？」


    「いや。私に毒物は効かない、それだけのことだ」


    （どういう体してんだ、この人……）


    「巨竜ヒユージドラゴンを倒したそうだな」


    　王の遣いの手にメモが何枚かあった。盗とう賊ぞく教官が先ほど破りとったものだ。


    「倒したのは君か？」


    「いえ、みんなで力を合わせて頑張りました」


    「遭難者全員でか。どうやって倒した？」


    「……？」


    　怖いくらい真剣な顔で訊きかれ、ユウキは軽く困惑した。


    「君は噓うそをついている。人の力で巨竜は倒せない。それを普通に倒した？　ありえない。なにか特殊なファクターがあっただろう？　思い出せ」


    「ええと……神がいましたね。ポセイドンとかいう」


    「ポセイドンが現れた？　それでどうなった？」


    「竜を倒してくれました」


    　グラムについて言及されたくないので、フィクションにした。


    「噓をつくな」


    　あっさりバレた。──なぜだ？　顔に出たか？


    「ポセイドンじゃ無理だ。あの神は人との間に子をもうけすぎて、全盛期の５パーセントの力も出せなくなっている」


    　朱しゆに交われば赤くなる。人間と関わりすぎたポセイドンの神格は、表層世界サーフエスの海を創造した神とは思えぬ低さまで下がってしまっていた。


    「千里眼で人の営みを眺めたり、人のために天啓をうつくらいのことしかできない神に、巨竜を倒せるわけがない」


    「魔法を使ったりもしてましたが……」


    「腐っても神だからな。しかし、巨竜をも倒すほどの強力な魔法は使えまい。それだけの力が今日日きようびの海かい神じんにあったら、紫し海かいはここまで拡ひろがっていない」


    「……なんで神についてそんなに詳しいんですか？」


    「わたしは神学者だぞ」


    「操獣士じゃ──」


    「人の肩書きは、ひとつだけとは限らない」


    　──ごもっとも。


    「ポセイドンは君らを使って巨竜ヒユージドラゴンを退治したんじゃないか？　……どうやって倒した？　本当のことを言ってくれ。長くなってもいいから、詳細に」


    「はあ……ええと──」


    　ユウキはわけのわからぬ王の遣つかいの熱意に負け、覚えている範囲で巨竜退治の顚てん末まつを語った。話に魔剣グラムが出てきたところで、王の遣いに言葉を遮さえぎられた。


    「グラム！　そうか、それでポセイドンが……君、なぜそれを最初に言わない!?　なぜ隠していた!?」


    「そんなの……誰だって世界を救う旅になんか出たくないでしょう？」


    「そんな理由で!?」


    「そういう反応をされるのが嫌いやだから言いたくなかったんですよ……」


    　ユウキと王の遣いの温度差が広がっていく。


    「……わかった。もうなにも言うまい……若い君の感性を尊重しよう。それで君、グラムはどこだ？」


    「ダンナの家のどこかにあると思います」


    「どこか？」


    「ご覧のとおり、奴ど隷れいにされてしまい、没収されちゃいました」


    　ユウキは首輪を摑つかんで言った。


    「な……精霊の束縛から逃のがれるとは……なんという……」


    　王の遣いは眉み間けんを押さえて、少ししてから口を開いた。


    「……わかった。とにかく、君を奴隷のままにしておくわけにはいかない。なんとかしよう。……話は変わるが、ほかの仲間はどうした？」


    「下層でレジスタンスに参加しています。レジスタンスってわかります？」


    「上層の環境を手に入れるために戦っている下層の人々だな。上層ではチンピラの集まりのように言われているが……」


    「そうです。チンピラかどうかは知りませんけど。で、警官や兵士相手にドンパチやりまして、ぼくは捕まって上に連れて来られましたが、みんなはまだ下にいると思います」


    「そうか」


    「無事だといいんですが……」


    「……まぁ、巨竜を倒したなら、もう死んでもらっても問題はないな」


    「……？」


    「私は船に戻る。このメッセージをあいつに渡してやってくれ」


    　ユウキは王の遣つかいからメモ用紙をもらった。なかなかクセのある流れるような書体で【先帰る】とだけ書いてある。


    「船はどこに？」


    　ユウキは部屋を出ようとしている王の遣いに尋ねた。


    「ここからだと……店を出たら左に向かって真っ直すぐに進んで──」


    　王の遣いによると、ダンナの屋敷からは歓楽街を挟んで反対側にある大きな人工湖に開拓飛行船トリプラヴイマナは着水しているとのことだ。


    「まず無理だろうが、もし逃げられたら船に逃げこめ。……いや、ヘタに動かず、待ってくれた方がいいか……」


    「そんなにかかりませんよね？」


    「約束はできないが、善処する。とりあえず一週間くらいは待ってみてくれ」


    「一週間……わかりました」
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    　夜、ダンナの屋敷に帰宅したユウキは、着替えもせずにベッドの上で横になった。


    　彼に割り当てられた小部屋は２階にあった。窓も扉も施錠されておらず、逃げようと思えば逃げられそうだ。しかし、外で捕まった場合のリスクを考えると、脱走する気になれない。


    （一週間待て、か……）


    　開拓船が目と鼻の先にあるのに、すぐには戻れない。そのことがユウキはもどかしかった。


    



    　それから二日後──レジスタンスが活発化しているという情報ニユースがダンナの耳に入った。ニューフェイスの少女が奴ど隷れいになった金髪の少年を捜しているという噂うわさに、彼は不安を覚えた。


    　ユウキのことを〝少女〟だと思っているダンナだが、パラディソに異界人などめったにいないし、噂の真相が少年ではなく少女だったとしても、不自然ではない気がした。


    　もしもユウキがニューフェイスの少女の捜し物であるならば、自分は少女に命を狙ねらわれる。少女は壁や天井を自在に歩き、銃弾を槍やりで跳はね返す怪物だという。レジスタンスでは〝勝利の女神〟と呼ばれ持て囃はやされているようだが、ダンナにとっては平和を脅おびやかす悪魔だ。


    　このままユウキを家に残しておくのは得策ではない。ダンナはユウキを売るため、何人かの知人に声をかけてみた。しかし、噂を知っているのはダンナひとりではなかった。少女の標的にされそうで怖いという理由から、買い手はつかなかった。


    　困ったダンナは、ユウキを捨てることにした。捨ててしまえば、責任の所在は自分にはなくなると思っていた。


    　──なるべく早く、あの奴隷は捨ててしまおう。
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    　リヒトをリーダーとするレジスタンス９班は、第４層──別名・中間層に広がるパイプの森に潜入した。ここはパラディソの心臓部にあたる。


    　上層に自然が再現されているのは、第４層に張り巡らされた人工竜脈──深層世界デプスに干渉して霊的エネルギーマナを抽出し、表層世界サーフエスに行き渡らせる装置──のおかげだ。つまり第４層を破壊されると、上層で食料を生産することが不可能になる。それは上層住民のみならず、下層住民にとっても死活問題だった。


    「わたくしたちは上層住民と心中するつもりなど毛頭ございませんから、なるべく第４層を傷つけることなく、第３層へと侵入を果たすことが使命であるといえましょう」


    　ここでの戦闘は手早く終わらせてほしい、とリヒトはタマキたちに頼んだ。


    「敵、多いなァ……」


    　アイが層境門ゲート近辺を歩き回る警備員ゲートキーパーの群れを見下ろし、憂ゆう鬱うつそうにつぶやいた。


    　──最下層と第９層を結ぶ柱を除くと、パラディソ内のほとんどの柱の前にゲートが設置されている。ゲートにはゲートキーパーが常駐しており、ゲートキーパーの許可なく上の層に上がることは許されない。第４層ゲートのゲートキーパーは、パラディソ軍が務めている。


    　ゲートの通行口はシャッターで閉鎖されており、通行口の左右に監視塔が設けられている。塔には機関銃が配置され、兵士が常駐している。通行口にいる警備兵と合わせると、全部で50人以上は配備されていそうだ。


    　しかしレジスタンス側の数も、ゲート前での戦闘だけに限っていえば負けていない。９班の戦力は、タマキ、アイ、リリア、イサミ、ゼノ、グリン、それからレジスタンスの男女が50名あまり。数が同等なら、戦力的には異界人のいるレジスタンスの方が上だ。


    「時間ですな」とリヒトが腕時計を見て言った。


    「ゼノっち、行って」


    　タマキが静かに言った。決して大きくはないが、よく通る声だった。


    　ゼノが天井に配されているパイプから飛び降り、下にいた警備員を踏み潰つぶした。


    「ぐあっ！」


    「レジスタンスだ！」


    「やはり来たか！」


    　バンダナをつけた男ゼノの方に警備員の意識が向いた隙すきに、隠れていた９班の地上部隊が銃撃を見舞った。背中や脇腹を撃たれて警備員がバタバタ倒れていく。


    　さらにリリアとリヒトを含めた天井部隊が上から矢と銃弾の雨を降らせた。やや距離があるため命中率は低かったが、警備員らを後ろに押しやるには十分な攻撃だった。


    　監視塔にある機関銃の射程範囲に入らないよう、９班は慎重に侵攻した。遠くから発砲音や爆発音が聞こえる。別のゲート付近でも戦闘が始まっている証拠だ。


    　膨ふくらんだグリンに乗ってアイ、タマキ、イサミは、密かにゲート上空へ移動した。グリンは高度を維持するため、死ぬ気で足を動かしている。


    「ここらへんでいい？」


    「うむ。問題ない」


    「いっくよ～。とうっ」


    　タマキがグリンから飛び降り、ゲート右の監視塔に着地。ゲート正面に向けられている多銃身をトライデントで斬きりつけて切断した。同時にゲート左の監視塔の機関銃もイサミが破壊。


    　機関銃の脅威が排除されたのを確認すると、タマキは爆弾を投げてゲート通行口のシャッターを爆破した。爆発音を合図に、ゲートの奥へとレジスタンスがなだれこんだ。ゲートと柱の間にも兵士が控えていたが、数で勝るレジスタンスが圧倒的に優勢だった。


    　アイはグリンに乗ったまま引き返し、後ろにリリアを乗せてから、もう一度ゲートの方へと移動した。その途中、たらたら地上部隊の最後尾を歩いているゼノを見て高度を落とした。


    「モリオさんも乗ってくか？」


    「……オレはいい。殿しんがりはオレたちの中の誰かがやった方がいいだろ」


    「そうですね。ここから先は奇襲バツクアタツクを受ける可能性も出てきますし」


    「ゆっくりしすぎて迷子になるなよ」とアイはゼノに言った。


    「なるか。おら、さっさと行け」


    「へェへェ」


    　アイはグリンを浮上させ、上層に繫つながる柱を上り始めた。


    「ゼノさん、体の調子でも悪いんでしょうか？」


    「やる気が出ないだけでしょ。ユウキを助けることなんて、アイツにとっちゃボランティアみたいなもんだろうから、しょうがない」


    「ボランティアで協力してくれるような人じゃありませんよ。ゼノさんなりに心配はしていると思います」


    「そうかねェ？」


    「そうですよ。体調の問題ではないとしたら……アイが〝モリオさん〟なんて変な呼び方をしつこく続けるから、拗すねちゃったとか」


    「いやいや、それはないって」


    　アイは前を向いたまま苦笑した。


    「ないとは言いきれないでしょう。普通に呼んであげたらどうです？　好きな子には悪いた戯ずらしたくなるとかいうアレですか？」


    「ないわァー……」


    　──次からは普通に呼ぼう……。


    



    



    　夜、ユウキの部屋にひとりの男が入ってきた。


    　カーテンは開あきっぱなしになっていて、窓から弱々しいパラディソの月光が差している。


    　男はメイド服を着たままベッドに寝ているユウキをしげしげと眺めた。


    　──これからすることは、決して誰にも言えない、人の道に反する行為だ。


    　それでも男は決意した。彼は、やると決めたことはやる男だった。


    　男は慎重に手を伸ばした。男の手がユウキの命に関わる場所に触れた。


    　ユウキのスカートがめくれ上がる。


    　──こいつ、やっぱり男だったか！


    　やはり、この場所に残してはおけない。


    「おい、起きろ」


    「──ん？」


    　ユウキが「誰の声だ？」と思うより早く、盗とう賊ぞく教官の濃ゆい顔のアップが目の前に現れた。


    「出たああああああっっ！」


    「大声を出すな！」


    「おっ、お、驚かせないでくださいよ……」


    「心臓の筋肉を鍛きたえて、脈拍を上がりにくくしていれば、この程度のことじゃ動じない」


    （精神面じゃなく、心臓の筋肉が悪いことにされてしまうとは……）


    「まぁいい。とっととズラかるぞ」


    「でも、首輪が……」


    「魔剣グラムで切ればいい」


    「そうなんですけど、どこにあるかわからないんですよ」


    「先生に任せとけ」


    　盗賊教官は忍び足で廊下を音もなく歩いていく。ユウキも忍び足であとを追う。


    　盗賊教官は階段を下りて、地下に入った。ユウキが最初に入れられていた地ち下か牢ろうの一番奥の牢に、グラムはあった。


    「ここにあるって調べがついていたんですか？」


    「いや。カンだ。盗賊の鼻ってやつだな。こいつは経験に依よるところが大きいスキルだから、インスタントに伝授してやることはできねえ。悪いな」


    　教えてほしいとはひと言も言っていない。


    　──勇者としてのキャリアを積み始めたことだし、もう盗賊スキルを覚えるのはいいんじゃないかと思うのだが、どうだろう？


    「さて、鍵かぎ開あけか……久しぶりだな」


    　そう言って盗とう賊ぞく教官は袖そでをまくり上げ、鉄格子を握りしめた。


    「ふっ！　……くっ……覇は握あーっ！」


    　盗賊教官は鉄格子をひん曲げ、抜け道を作った。


    「えええ」


    　──どんだけ腕力に依い存そんした鍵かぎ開あけ（？）だよ。こんなの盗賊のスキルじゃねえって。


    「フー……こんなもんか……さぁ、魔剣グラムを取ってこい」


    　ユウキは指示に従い牢ろうの中に入り、グラムを手に入れた。そして早速、首輪を切断した。


    　首輪がなくなっただけなのに、自由の身になれた気がする。ユウキは首を回したり曲げたりしつつ手で揉もみほぐし、自由の味を嚙かみしめた。


    「行くぞ。途中までは歩きだ。しっかりついて来い」


    　階段を上がった先のリビングで、ユウキと盗賊教官はワイフと鉢合わせた。


    　ワイフは水玉模様のパジャマ姿だ。喉のどが渇いて水でも飲みに来たのだろう。


    「あらぁ。ユウちゃん、こんな時間に奇遇ねぇ。そちらの方は泥棒さん？」


    「いやぁ、すみません。お邪魔してます」


    　盗賊教官はぺこぺこ頭を下げた。


    「いや、あの、ええと……」


    　ユウキはテンパって言葉が出てこなかった。


    「申し訳ありませんが、こいつは連れていきますわ。まだまだ筋力不足ですから、奴ど隷れいとして生きていくにはまだ早いと思うんですよ。娘さんもそう思うでしょう？」


    「まぁ、そうなのぉ。それなら仕方がないわねぇ」


    「えええ」仕方なくないだろ。「……見逃してくれるんですか？」


    「ひとりで行くのはダメって約束したけど、ふたりだし。それに、ユウちゃんにはモンスターから助けてもらった恩もあるからねぇ。持ちつ持たれつよぉ」


    　それだけで見逃してくれるだなんて、なんだか甘すぎる気もしたが、理由を問い詰めようとは思わなかった。ありがたいことだと感謝する以外に、この時のユウキが思うことはなかった。


    「ワイフさん、ありがとうございました」


    「いいえぇ。わたしの方こそ、久々に異界人と話せて嬉うれしかったわぁ」


    　小さく手を振るワイフと別れ、ユウキと盗賊教官は忍び足で玄関に向かった。


    　玄関にて、盗賊教官はコートハンガーにかかっていたダンナの帽子を、自らの所有物であるかのように手に取り、ユウキの頭に深く被かぶせた。


    「お前の髪は目立つからな。それで隠しとけ」


    　ユウキはサイズが大きすぎる帽子のつばを両手で持って、盗賊教官が開けた玄関扉を抜けた。盗賊教官はそっと扉を閉めて、ユウキと並んで敷地の外へ歩きだした。


    「どうやって中に入ったんですか？」


    「開いてたから、普通にここから」


    「この家のセキュリティ、ザルですね……」


    　──すごい金持ちみたいなのに、いいんだろうか……？


    「どこの家もそんなもんだ。特にここは治安がいいみたいだからな」


    　今の生活に満足している人ばかりが暮らしている上層では、他人の家に泥棒に入ったり、嫉しつ妬と心しんから人を殺したりといった事件の発生率が限りなくゼロに等しい。満たされている人が犯罪に手を染めることは稀まれである。


    「てっきり、窓を割ったり鍵かぎ穴あなを壊したりして入ったんだと思ってましたよ」


    「そういうのは最終手段だ。デキる泥棒は空気のように侵入し、金だけ持ってスマートに立ち去るもんだぜ。盗んだことに一生気づかれないままでいてもらえたら、最高だな」


    「今回は完全に気づかれちゃいましたけどね」


    「それだけ先生の腕も落ちたってことだろ。はぁあぁあぁ、やんなっちまうぜ。年は取りたくねえなぁ」


    　盗とう賊ぞく教官は大げさに肩を竦すくませた。


    



    　郊外だろうと警察の目はある。住民に通報される危険性もある。油断はできない。


    　だが、「ダブル鷹たかの眼」に死角なし。盗賊のふたりにとって、誰にも見つからずに隣家の裏手に停とめてある自動車モビルウイールまで行くことは、さして難しいことではなかった。


    　４人乗りのモビルウィールが見えた。運転席には王の遣つかい。盗賊教官が助手席に座った。ユウキは後部座席に身を滑らせた。


    「今日来るなら今日来るって、最初から言ってくださいよ」


    「あまり君に期待させると、行けなかった時に悪いじゃないか」


    　王の遣いがアクセルを踏みこむと、モビルウィールが発進した。ふたり乗りのダンナのモビルウィールより馬力があって、スピードが出た。


    「モビルウィールの運転って誰にでもできるんですか？」


    　向かい風で飛ばされそうな帽子を押さえながら、ユウキが王の遣いに尋ねた。


    「難しくはないが、多少の練習はいる」


    「運転してみてえのか？」


    「いや……先生たちだって、ここに来たばかりでしょう？」


    　自分たちが遭難してから、まだ数日しか経たっていないのだから。


    「着いたのは昨日だが、それがどうかしたか？」と盗賊教官。


    「いや、ですから……練習、いつしたんですか？」


    　多少の、と言ったが、数分間～数時間の練習で身につくのだろうか？


    「なんとなくで運転してるってことはないですよね……？」


    「そう不安がるな。私は万能だ。自動車モビルウイールの運転など造作もない」


    「万能って」なんてスケールの大きな自信だ。


    「あながち間違っちゃいねえがな。確かに、レンはなんでもできる」


    「レン？」


    「私の名だ」と王の遣つかい。


    　初耳だった。呼び捨てか……。


    「……ふたりはどういう関係なんです？」


    「知ってどうする？」


    　王の遣いはハンドルを握ったまま、微かすかに首を傾かしげた。


    「どうもしませんけど……おホモだちではないですよね？」


    　レンと盗とう賊ぞく教官は、ふたりして顔に虫むし唾ずを走らせた。


    「先生とこいつは冒険者仲間だ。その縁で、ゲストとして一緒に船に乗っているってだけで、肉体関係も血縁関係もないし、穴兄弟でもない」


    「……前から訊ききたかったんですけど、ゲストっていうのは、どういう役職なんです？　正規の乗船者なんですよね？」


    　ユウキに質問され、盗賊教官は顔を半分後ろに向けて、答えた。


    「そうだが、役職じゃない。乗客だからゲスト。そのまんま」


    「客？　仕事してるじゃないですか」


    　グリフォンの管理とか、盗賊の管理とか。


    「暇ひまだからな。隙すき間まを埋めているってだけで、ゲストがいなくても船は飛ぶ」


    「盗賊学科の教官をしているのも、暇つぶしですか……」


    「腐るなよ。義務でやってはいないが、暇つぶしのためだけにやっているわけでもない」


    「別に腐ってませんよ。自分の非正規っぷりが気になっただけです。っていうか、ぼくもゲストとして乗せてくれればよかったじゃないですか」


    「無茶言うな。ある意味、ゲストは船で一番偉い乗船員クルーだぞ。おまえがゲストって、関係者にどう説明すればいいんだ」


    「そう言う先生は、どうしてゲストなんですか？　やっぱりコレですか？」


    　ユウキは親指と人差し指で輪を作って見せた。


    「違う。カネで解決するなら、おまえをゲストにしてやったってよかった。そうだろ、レン」


    「ああ。ゲストの顔ぶれは、王位継承順位が低い王族と、その召使いやお抱かかえの騎士で占められている。必要なのは、それらと同等の地位やコネだ」


    「つまりレンさんは王族関係者で、先生はつき人として乗っていると」


    「違う。おまえ、先生のことディスってないか？」


    「してませんよ。レンさんは〝王の遣い〟を自称していたし、王族関係者だと思うじゃないですか」


    「いや、こいつよりも王族と少し仲がいいだけで、私も一般人だよ」


    「それなら、どうしてゲストに？」


    「私たちが船を見つけた冒険者だからだ」


    「ああ……それでですか……」納得がいった。


    「だからアトラス王家は、先生たちに特別にチケットをくれたわけよ」


    「……今さらにもほどがあるが、君が正式に勇者として認められていれば、ゲストになれたかもしれない」


    「でもそんなことしたら、開拓の旅が世界を救う旅に変わっちゃいません？」


    「それもそうだな……だとすると、どっちにしろ君は巨竜ヒユージドラゴンと戦うことになっただろう。なかなか運命というのは、変えられそうで変えられない。そういうものだからな」


    「そういうものですか……」


    



    　しばらく走り続けると、第３層中央部から煙が上がっているのが見えた。レジスタンスの仕し業わざだ。


    「なんだありゃあ……穏やかじゃねえな。迂う回かいした方がよくねえか？」


    「いや……もう少し近づかせてくれ」


    　王の遣つかいはモビルウィールを自由に走らせられるところまで近づいた。微かすかに発砲音が、たまに爆発音と建造物が崩壊する音が立て続けに聞こえる。局地的な戦闘ではない。広域に戦場が点在している。


    　第２層からも煙が上がり、第３層の天井が震ふるえた。戦場は上へと移動していっているようだ。


    「クーデターか？」


    「そのようだ」


    「よりにもよって今日かよ……」


    　盗とう賊ぞく教官は舌打ちをした。


    「ここの大臣ども、危ないのは一か月後だとか言ってなかったか？」


    「想定どおりに動いてくれる相手ではなかったらしい」


    「やれやれ……どうする？」


    「中立を守りたいところだが……王族に協力を要請されたら、断れないな」


    「協力するしない以前に、船を守らねえとマズくないか？」


    「そのとおりだが、まだなにも技術を得ていないのに、パラディソを出発するのは惜しい……運転代わってくれ」


    「はぁ？　おれに運転しろと？」


    「ユウキ、君でも構わん」


    　王の遣つかいは自動車モビルウイールを停とめて、颯さつ爽そうと下車した。


    「レン、ちょっと待て。どこ行くんだよ」


    「第２層を見に」レンは上を指さして言った。「戦況を確認しておきたい。我々がこの世界に留とどまるにあたって、なによりも重要なことはなんだ？」


    「なによりも重要なこと？」


    　盗とう賊ぞく教官には質問の意図も意味もわからなかった。


    　レンは盗賊教官に考える時間を与えない。


    「正解は、支配者の味方であり続けることだ。クーデターで下層住民──レジスタンスが勝利した場合、下層住民が支配者になり、上層住民は支配者ではなくなる。支配者が新しくなる時は、いかに新たな支配者に〝いい顔〟を見せられるかが重要なのは、説明するまでもない」


    「わかるが、どっちが勝つか見に行くだけじゃ、あんまり意味ねえだろ」


    「それもそうか……ではレジスタンスの優勢が明らかだった場合、私が異界人を代表して、王を殺して来よう。おそらくレジスタンスの狙ねらいは、軍の最高幹部であり熱烈な差別主義者であるパラディソ王だろうからな」


    「……わかった。おまえなら、どうとでもなるだろう。おれはどうする？」


    「緊急発進し、この世界から離脱するよう上級船員を煽あおってくれ。一時的に離れてしまえば、レジスタンスに奪われる虞おそれも壊される虞もない」


    　──煽るまでもないかもしれないが……。置いて行かれた場合はどうするか……。


    「一時的って、どれくらいだよ？」


    「三日も経たてば、ある程度鎮静化するだろう。必ず戻って来いよ。健闘を祈る」


    　レンはマントを翻ひるがえし、最寄りの柱に向かってスタスタ歩いて行った。


    「……先生が運転するけど、いいか？」


    「…………」


    　ユウキは車酔いに苦しまされており、応答する余裕がなかった。
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    　上層の郊外、モビルウィールが走りやすいよう整えられた砂利道をタマキたちは進んだ。


    　郊外だろうと兵士や警察は配備されている。夜間だろうと兵士や警察は働いている。牧場や田畑といった長閑のどかな景観をバックに、レジスタンスとの銃撃戦は始まった。


    　レジスタンス９班の先頭をいくタマキに向かって、前から銃弾が飛んできた。タマキは両手で槍やりの柄えの中心を持ち、ぐるぐると高速で旋回させ、銃弾をことごとく弾いた。


    　タマキに攻撃が集中している隙すきに、後衛の拳銃ハンドガンを装備したレジスタンスたちが反撃を加えた。タマキが接近するのを待たず、敵対する兵士たちは次々と力つきていく。


    「素晴らしい！　この戦い、タマキ氏がいれば勝利は確実ですな！」


    　リヒトは敵の姿が見えなくなると、タマキの近くに駆け寄った。


    「タマキ氏、この戦いが終わりましたら、あなたには是非、重要な役職ポストに就ついていただきたい。若く美しいあなたこそ、レジスタンスの顔に相応ふさわしい！」


    「ええ～？　やだよ、そんなの。なんかめんどくさそうだもん」


    　すげないタマキの返事を聞いて、リヒトは顔を顰しかめた。


    「それよりもユウくん捜すの忘れないでよ。奴ど隷れい解放が最優先だからね。ほかの法律は後回しでいいから～」


    「それは承知しておりますが……しかし、それだけでいいのですか？　もっとなにか、ほかに望まれたらどうですかな」


    「ユウくんがいれば、ほかにはなんにもいらないよ～。だからとっとと王様ブッ殺して、ユウくん助けたいの～。わかった？　わかったらどうでもいいこと喋しやべってないで、もっと早く足動かしてよね～」


    「すみませんな……おおーい！　急げ！　遅れるな！」


    　タマキの健けん脚きやくについていけない者が続出していた。


    「……さすがに、やりすぎじゃねえかと不安になってくるぜ……」


    　遅れる者が増えるに連れて、自然と後ろから前衛に上がってきたゼノが言う。


    「いいんだよ～。奴隷制度なんか認めてる人たちが悪いんだから～」


    　タマキは笑顔だったが、その表情から受ける印象は、冷徹としか言いようがなかった。


    （ユウキも罪なやつだな……あいつが上層住民に買われなかったら、もっと言えば、俺たちがこの土地に来なければ、戦争になんかならずに、上層の奴らはまだのうのうと暮らしてたんだろうによ……）


    　どちらが勝とうが、支配する側と支配される側があって初めて機能する──それがこのパラディゾの構造なのでは、とゼノは思わずにいられなかった。


    



    　タマキとゼノに遅れて、グリンに乗ったアイとリリア、それにイサミが固まって歩いていた。９班の最後尾だ。


    「ねェ、あそこに見えるの、開拓飛行船トリプラヴイマナじゃない？」


    　アイが指した方角にリリアとイサミは目を向けた。


    「本当ですね……」


    　夜間ゆえに暗くてシルエットしかわからないが、確かにそこには開拓船らしき巨大な船があった。船に戻りたいという欲求が高まりすぎて幻覚を見ているとは思えない。


    「フフフ……どうやら世界は、アタシたちを中心に回っているらしい」


    「気のせいですよ……森林大陸シヤングリラから近くにある陸地がここしかなかったってだけでしょう」


    「選えり好みできるほど、界外に着水できる場所はないでござるからな」


    「でもさァ、やばくない？」


    「なにがですか？」


    「また発進されちゃうんじゃないの、この流れ」


    「……言えてますね。わたしたちがいることを早く伝えないと……」


    　ユウキを救い出すまで発進するのを待ってもらわなければ。せっかく追いついたのに、また置き去りにされてしまってはたまらない。


    　しかし、船を回ってから王宮に攻め入るとなると、時間のロスが大きすぎる。


    「拙せつ者しやが行こう。拙者が縮地で行くのが一番早い」


    　イサミひとりで行けば、戦力の分散も抑えられる。単独行動に伴うリスクも最小限だ。


    「わかりました……タマキさんには、わたしの方から言っておきます。頼みましたよ」


    「うむ」


    　イサミは集団から離脱し、ひとり別の方角へと走り出した。


    



    　タマキたち９班が第３層中央の歓楽街に入る頃には、別の班が既に突入を果たし、兵士と交戦し始めていた。中心地に近いゲートからの突入班に先を越されてしまったようだ。


    　火薬と埃ほこりのにおいを嗅かぎながら、タマキたちは戦闘の疵きず痕あと残る歓楽街を駆け抜け、ゲートの前にたどり着いた。


    「ホント、戦場は地獄だぜ！　フゥハハハーハァー！」


    　ゲートの前では、おかしなテンションになっているレジスタンスの男が、兵士から奪った機関銃を乱射していた。発射の反動で彼の全身が小刻みに震ふるえた。ばら撒まかれた鉛の弾丸が当たって、逃げ遅れた上層住民や兵士たちは断続的な衝撃に体を踊らせたのち、動かなくなった。


    　視界内にあった敵の全てを葬ほうむりさったに見えたが、そこにゆっくりと近づいてくる大きな影があった。


    　十数台しかないという、パラディソ軍最高戦力──戦車タンク。キャタピラ走行の自動車モビルウイールを装甲で覆おおい、大砲と機銃を搭載して完成する、鉄壁の機動兵器だ。


    「くたばれオラァァアアア！」


    　レジスタンスの男は銃口を戦車に向けて固定し、ありったけの弾を撃ち出した。しかし戦車の分厚い装甲は、小さな銃弾を通さない。


    　戦車の顔──ロングバレルの砲塔がレジスタンスの男を見た。戦車は銃弾の痛いた痒がゆさが我慢ならなかったかのように、砲弾を男に向かって発射した。男は機関銃を手放して逃げようとしたが、遅かった。砲弾は機関銃に命中すると、瞬時に膨張、爆発。男は衝撃波に襲おそわれ、内臓を破裂させて倒れた。


    「これが上層の最新兵器の力でございますか……」


    「怖こえぇー。タマキ、どうするよ？」とアイ。


    「突撃だよ～！」


    「それしかねえのか、お前は」


    　ここまでタマキを先頭に据えた突撃一択で来たが、戦車タンク相手に無傷で勝てるとは思えない。


    「わたしに任せてください」


    　リリアはとっておきの矢を構えて、タンクの前に単身、躍り出た。


    　その矢はシャングリラの狩人に依頼し作ってもらった、矢羽根にフレスヴェルグの竜羽を使用した特注品。時間と素材の都合で十数本しか用意してもらえなかったが、ただの矢とは一線を画す威力を持つ。


    　タンクが砲口をリリアの方に向けた時、リリアはいつでも撃てる状態だった。


    　リリアは半眼で狙ねらいを定める。砲口はリリアの方を向いたまま止まっている。


    　──止まっているマトを射抜くのは得意なんですよ。


    　リリアは弓矢から手を離した。


    　銃弾以上の速度で、竜羽根の矢は風を纏まとって飛んでいき、砲筒の中に収まった。矢は発射態勢にあった砲弾に当たり、砲筒の中で起爆した。タンクの上半分が爆発して砕け散った。


    「やったァ！　瞬殺キタコレ！」


    　アイがリリアの元に駆け寄ってきて言った。


    「顔が見えないと殺やりやすいですね」


    「リリアに想像力がなくてよかった」


    「やかましいですよ」


    　タマキたちは柱の外周階段を駆け上がり、やや遅れ気味で第２層に進入した。
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    　人工湖に着いたイサミは、開拓飛行船トリプラヴイマナの前で何十人という戦闘学部生の集団と対たい峙じした。警備係の彼らを率いているのは、生はえ際の怪しい槍そう術じゆつ教官だ。


    　船は発進準備を着々と進めているところだった。警備係はレジスタンスから船を守るために配置されていた。


    「通してくれ！　上級船員に話がある！」


    　イサミは多くの人に聞こえるよう、腹から大きな声を出した。


    「誰も通すなと言われている！」


    　学生のひとりが大声に応じた。イサミを見ても警戒を解く学生はいなかった。


    「拙せつ者しやがわからぬのか？　教官殿、剣術学科教官補佐のイサミでござる！」


    「生きていたのか……」


    　学生たちの前に出てきた生え際の不自然な槍術教官は、信じられないものを見る目でイサミを見た。


    「教官殿、拙せつ者しや以外にも学生たちがここに来ている！　緊急発進をやめて、しばし、待っていただきたい！」


    「……開拓船を守るためには、緊急発進し、この地から離れるのが最善手だ。数名の学生のために待機して、船を危険にさらすわけにはいかない。それよりもイサミ、レジスタンスに加わっている理由を聞かせてもらおう」


    「……なぜそれを？」


    「その赤い腕章バンダナがレジスタンスの証なんだろう？」


    「む……」


    　──不覚。外しておけばよかった。些さ細さいなことだけに悔やまれる。


    「平和を脅おびやかすレジスタンスは我々の敵だ。そのレジスタンスに、なぜお前が加担している？　お前、船を奪いに来たんじゃないだろうな？」


    「拙者は味方でござる！　緊急発進をやめてほしい理由に裏はない！」


    「なら、レジスタンスに加わっている理由を早く言え。理由によっては、船を狙ねらっている敵と見なす」


    　槍そう術じゆつ教官の目は本気だった。生はえ際のあたりを見ていると冗談なのではないかと思えてくるので、できるだけイサミは目を見て喋しやべることにした。


    「学生がひとり、上層住民の奴ど隷れいにされてしまった。その者を助けるため、拙者はレジスタンスに協力している」


    「そうか、それで……破壊活動に手を貸すとは、お前らしくないと思ったんだ」


    「わかっていただけたか。では──」


    「だが緊急発進をやめることはできない。それとこれとは話が別だ。もう一度言うが、数名の学生のために待機して、船を危険にさらすわけにはいかない」


    　槍術教官は尖とがった声をイサミにぶつけた。


    　イサミは槍術教官との戦闘を覚悟した。


    「学生たちを──仲間たちを置いていかせはせん。置き去りにされる身にもなってみろ」


    　ここまで来れたのは、前向きに生きている仲間たちのおかげだ。自分ひとりだったら、あの浜辺で骨になり朽ち果てるまで船を待ち続け、人生を終えていたのではないかと思う。


    　ここにきて自分ひとり助かろうなどとは思えない。


    　全員が船に乗るまでは、なにがなんでも発進させない。


    「邪魔をするなら斬きる」


    　イサミが遮シヤ光コウの柄えに手をかけた。


    「若造が……誰に向かってものを言っている」


    　槍術教官は長なが槍やりを構え、槍先をイサミの首に向けた。


    　睨にらみ合いが続く。


    　互いに、少しでも無駄な動きを見せればやられるという確信があった。


    　槍そう術じゆつ教官の構えには隙すきがない。頭部だけ見れば隙だらけなのに……。


    　──ならば隙を作るまで。


    　イサミは殺気を飛ばして揺さぶりをかけた。槍術教官は一瞬「斬りかかられている」と錯覚し、ガードしようと槍を動かした。ほとんど無意識に動かしていた。


    　刹せつ那なの隙をイサミは見逃さなかった。


    「しっ！」


    　雷ライ切キリ。電光石火の抜刀術。


    　狙ねらいは初めから武器の破壊。遮シヤ光コウの黒い刃にかかれば、大抵のものは切れる。


    　しかしイサミが斬きりつけた空間には、カツラが宙に浮いて残っているだけだった。


    　はっとして、イサミは後ろを振り返りざまに斬った。槍術教官がイサミの背後に攻撃を仕掛ける寸前だった。後の先を取られ、槍術教官は慌てて身を引いた。またしても遮光は空を斬った。カツラが地面に落ちる音がした。


    （速い……）


    「やるじゃないか……この俺にヘルメットを落とさせるとは……」


    「…………」


    　──ヘルメット？


    「ヘルメットを外した俺は、まるで別物だ。たやすく攻撃を当てられると思うなよ」


    　カツラが外れたことで、やたらパワーアップを主張してくる生えていない槍術教官。


    　だが、確かに速い。それは空気抵抗のことを第一に考えた頭部のおかげも、多少、あるのかもしれなかった。


    「さぁ……ここからが本番だ……」


    （早く倒さねば……しかし焦あせりは禁物……）


    　再び睨にらみ合いが始まった。ビジュアルの緊迫感には欠けるものの、実力が均きん衡こうしている教官同士の真剣勝負は、イサミの思いどおりにはいかず、長引きそうだった。
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    　盗とう賊ぞく教官の運転で、ユウキを乗せた自動車モビルウイールは開拓飛行船トリプラヴイマナが見えるところまで来ていた。


    　車酔いと眠気からユウキがぼんやりしていると、近距離から銃声が聞こえた。流れ弾がモビルウィールに向かって飛んできた。


    「うおっ！」


    「え？　──うわぁぁああっ！」


    　モビルウィールが急激に蛇だ行こうし、ユウキはモビルウィールの後部座席から放り出された。


    「いつつつつ……なにが……」


    　ユウキが痛みに歪ゆがんだ顔を上げると、奇抜な格好をした男女を、腕章バンダナをした拳銃ハンドガンを持った男が追い回している光景があった。《嫉しつ妬と》や《憤ふん怒ぬ》に駆られ、暴徒と化したレジスタンスだ。


    「ひ、ひぃ！　殺さないでくれ、殺さないでくれ！」


    「オマエらみたいな格好してるヤツら見ると、イライラすんだよ！　こちとら生きてくだけでやっとなんだぞ！」


    　上層住民の命いのち乞ごいに、男が耳を貸すつもりはなさそうだ。


    「死んじまえ！」


    　弾倉の交換を終えて、男が拳銃を連射した。


    　ユウキは見ていられなかった。


    　──上層住民に常識はないが、良識はある。彼らは他人を思いやる心や、ルールに従う人格を、最低限度は持ち合わせている。たった一日だが、ここで暮らしたぼくにはわかる。彼らは悪魔ではなく、人間だ。それも、殺されても仕方がない、救いようのない罪人なんかじゃない。


    　ユウキのピンチを察知して、シルフが現れていた。ユウキはグラムでシルフの体にかすり傷を負わせ、小さな緑りよく色しよく魔法陣を世界に刻む。


    「シルフの喜び！」


    　魔法陣から男に向かって一陣の突風が吹いた。男は風に圧おされて舞い上がり、コンクリートで舗装された路面に落下。腰を強く打ちつけた男は、すぐには立ち上がれなかった。


    「ほぉ。魔法剣か」


    「せん──うわっ、怖こわっ！」


    　盗とう賊ぞく教官は先ほどハンドルに頭を打ちつけて、額から流血していた。


    「大丈夫ですか？」


    「大丈夫じゃねえよ……先生、こう見えても打たれ弱いんだから。泣きそうだよ」


    「えええ」


    　──そんなフィジカル強そうな体しといて、なに情けないこと言ってんだ。


    「冗談でしょう？」


    「冗談なもんか。元・戦士ならともかく、元・盗賊が打たれ強いわけないだろ」


    　ユウキと盗賊教官が無駄話をしている間に、上層住民は逃げ去っていった。


    「……感謝くらいしろよ、なぁ？　それとも助けられたことに気がつかなかったのか？」


    「……いいんですよ。今のは、ぼくがやりたくてやったことですから」


    「おうおう、発言まで勇者くさくなってきてやがる」


    「ぼくにまで被害が及んだら嫌いやだったからってだけで、そんなつもりは……」


    「まぁな。先生たちが狙ねらわれても、おかしくはない」


    　レジスタンスの目には、ふたりは上層住民にしか見えないだろう。


    「先生、まだ倒れている中に生きている人がいるかもしれません。助けましょう」


    「また出た、勇者発言」


    「勇者じゃなくても、普通、助けますよ」


    「それもそうか」


    　ユウキと盗とう賊ぞく教官は上層住民の側そばに駆け寄った。


    　足を撃たれていた者は、命に別状はなさそうだったので、船まで連れていって治療することにした。


    　胸を撃たれていた者は、目を大きく開けたまま息絶えていた。盗賊教官はそっと瞼まぶたを下ろしてやった。


    　ユウキは死者の顔を見て、ぞっとした。死んでなお妖よう艶えんな美を醸かもす死者は、ディオニュソスでユウキと言葉を交わした奴ど隷れい、ライトだった。目立たない、凡ぼん庸ような服装をしているので、今の今まで気づかなかった。


    「こいつ、酒場にいたよな……」


    「いました……男性ですから、股こ間かんを凝視するのはやめてください……」


    　死者を冒ぼう瀆とくしているような気がして嫌いやだ……。


    「なんだ、男か……だが、惜しい人間を亡くしたな」


    「女性だったらどうするつもりだったんですか……」


    「どうもしないが、もったいないとは思わねえか？　このまま剝はく製せいにしたら高く売れそうなくらいの、絶世の美男だぜ？」


    「そうですね……」


    　ライトさんは、その恵まれた容姿のおかげで、上層で幸福な暮らしを手に入れていた。……けれど、人は老いる。優れた容姿も、いずれは衰えていく。彼の平穏な生活は、長くは続かなかったはずだ。彼にとっては、これが幸せな結末だったのかもしれない。


    　──なにをぼくは、わかったようなことを。なに様のつもりだ。彼は生きたがっていたじゃないか。だから奴隷になることを受け入れていたんじゃないか。それ以前に、今は彼の死を正当化して無痛化を図っている場合じゃないだろ。


    「……先生、勇者っぽいことしてもいいですか？」


    「いや、先生に言われても。……すればいいんじゃねえの？　先生は別に、おまえが勇者ぶることを悪いとは言ってないぜ」


    「じゃあ、大きな竜巻を発生させようと思います」


    「……なんだって？　もう一回言ってくれ」


    「大きな竜巻を発生させます」


    「は？　なんのために？」


    「大規模な自然災害が起これば、戦争は中断されるはずです」


    　──人は銃で撃たれたら死ぬ。そんな当たり前のことわかっている。でも実感できていなかった。ライトさんの死体をじっくり見て、ようやく実感することができた。


    　実感することで想像することができた。──今頃、街ではレジスタンスと軍が激しい戦闘を繰り広げている。レジスタンスも兵士も、拳銃ハンドガンを持って撃ち合っている。きっとレジスタンスには姉ねえさんも加わっている。姉さんは銃弾が行き交う戦場を、槍やり一本で走り回っている。


    　姉さんなら大丈夫……本当に？　戦闘力のなかった以前のぼくは、大丈夫だと思っていた。けれど、強くなった今は違う。姉さんは無敵じゃない。実際に、ぼくはフレスヴェルグ相手に殺されかけている姿を見ている。世界樹ユグドラシルの花がなかったら、あのまま死んでいたはずだ。戦死は他ひ人と事ごとじゃない。漠然とした不安が膨ふくらんでいく。


    　パラディソ住民には失礼だが、こんな世界で命を落としたって、ぼくたちにとっては、なんにもなりゃしない。自己満足にもならない。無駄死にでしかない。この世界の人たちが戦争をするというのなら、とっととぼくたちは船に乗って、退散すべきだ。


    　そうするのに時間が必要なら、ぼくが作る。今のぼくには、作れるだけの力がある。


    「シルフちゃん」


    『はいな～』


    「魔法剣の範囲を広域化させるには、どうしたらいい？」


    『消費するマナが多ければ、ウチの場合、自然と拡ひろがるで～』


    「どうすれば消費量を増やせる？」


    『あんちゃんが念じるだけでも増えるで～』


    「ほかに方法はない？」


    『その帽子についてる魔石があれば、ウチの力を一時的に増幅できるで～』


    「……あの子は誰としゃべっているんです？」


    「さぁな……」


    　盗とう賊ぞく教官は仏ぶつ頂ちよう面づらで、足に怪け我がをしている上層住民は不思議そうに、独り言を続けるユウキを眺めていた。


    　ユウキは宝石がちりばめられた帽子を脱いで、シルフに差し出した。シルフが宝石からマナを吸収すると、宝石は輝きを失い、シルフは成長して大きくなった。ほんの僅わずかだが、くびれがある体型になる。


    『ええ感じやわ～！　ほな、ザクッといっちゃって～！』


    「そこは変わらないんだ……エグいなぁ……」


    　人間を斬きる練習をしていると勘違いされそうだ。シルフちゃんが他人には見えなくて本当によかった……とユウキは思った。


    『早く早くぅ～♡』


    「はいはい……」


    　ユウキは両手持ちした魔剣グラムを斬り下ろし、シルフを縦に真っぷたつにした。


    　地面の数センチ上が緑色に光り輝いた。地平線まで延々と光っている。どこまで魔法陣が展開されているのか、盗とう賊ぞく教官の「鷹たかの眼」をもってしてもわからない。


    「……こんな規模の魔法陣、見たことないぞ……おまえ、これ、先生まで巻きこむんじゃないだろうな？」


    「大丈夫ですよ。……たぶん」


    　魔法剣は敵味方を自動的に判別する。先生が風で天空に放り投げられることはない、はず。


    『こんなでっかいの発動させたら、あんちゃんもタダじゃすまないってこと、忘れんといてな～』


    「…………」


    　──姉ねえさんと仲間のためなら、自己犠牲も悪くはない。……なんて言ったら、また先生に「勇者くさい」と言われそうだな……。


    「……シルフの喜び！」


    　第３層の各地で巨大な竜巻が出現し、上層全体をガラガラと崩壊させていく。


    　想像を絶する自然災害の破壊力に、パラディソの住民たちは目を見張って騒然とした。誰もが「この世の終わりだ」と思った。


    　開拓飛行船トリプラヴイマナが転覆し、人工湖の近くは嵐となり、弾丸のような雨粒が降り注いだ。


    　第３層の天井であり、第２層の地面が崩落。鉄板、パイプ、ダクト、機関銃マシンガン、戦車タンク、投捨器トラツシユカタパルトまでもが宙を舞った。


    　渦巻く風が灰色の雲を薙なぎ払い、パラディソ上空に大きな穴を開けた。穴の中では、美しい星の海がきらきらと瞬またたいていた。


    　いつしか暴風はやんでいた。人々は、煌きらめく夜空を見上げて言葉を失った。
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    　時間を少し遡さかのぼる。


    　タマキ率いるレジスタンス９班は第２層の中心へと順調に進攻していた。


    　王宮内には軍の本部があり、ここで寝泊まりしている兵士たちがわんさか出てきた。ここまでとは比べ物にならない激しい戦闘が行われ、発砲音がやむことはなかった。


    「ここはわたくしめが！　みなさまは王の首を！」


    　９班の最優先任務は王の撃破。主戦力であるタマキたち異界人を王座へと少しでも早く向かわせるため、リヒトらレジスタンスのメンバーは敵の足止めに回った。王座のある部屋にタマキたちが着く頃には、異界人だけのパーティーになっていた。


    　部屋の前には、白いコートと仮面をつけた親衛兵ロイヤルガードが４人いた。右手に長剣、左腕に丸い盾たてを装備している。アイはいつでも鎖くさりを投とう擲てきできるよう、グリンから降りて首の鎖を外した。


    「銃使いガンナーじゃない兵士もいるんですね」


    「ひとり１体倒せばいいな」


    　とアイが言うと、ゼノが不敵に笑って、言った。


    「ひとり４体倒してもいいだろ」


    「そだね～」


    　ゼノとタマキ、前衛を務めるふたりが一気に親衛兵ロイヤルガードとの距離を詰めた。


    「神シン軌キ溢イツ天テン！　神シン闘トウ滅メッ脚キヤク！　神シン鍬シユウ疋ヒツ伐バツ！」


    　ジャンピングアッパー、空中回し蹴げり、空中踵かかと落おとしの連鎖攻撃コンボで、瞬またたく間にゼノが１体目を倒した。


    　ゼノに攻撃を加えようとしていた親衛兵の眼前を矢が通り過ぎた。親衛兵が怯ひるんでいる間にゼノは体の向きを変え。攻撃対象を新たにする。


    「神シン速ソク霞カ弾ダン！」


    　高速連続精密打撃が丸い盾の中心に当たった。親衛兵が衝撃でよろよろ後退したところに、アイの鎖くさりが足に絡みつき、親衛兵は転倒した。


    「おらよっ！」


    　ゼノに仮面の上から踏みつけられ、親衛兵は意識を失った。


    「ふんっ！」


    　親衛兵のふたりの長剣とタマキのトライデントがぶつかった。親衛兵の手が痺しびれ、長剣を大理石の床に落とした。


    　アイが長剣を一本、鎖で回収した。もう一本はゼノが拾い上げ、膝ひざ蹴りで折って使いものにならなくした。盾だけになった親衛兵ふたりは格闘戦に慣れておらず、ゼノとタマキの敵ではなかった。


    「チョロいもんだぜ」


    「全員同じ装備にするなんて、アホとしか思えません。様式美を気にしすぎでしょう」


    　と辛しん辣らつにリリアが言う。


    「様式美といえばさァ、なんで男子って技名叫ぶの？」


    　アイは素朴な疑問を口にした。


    「知らねぇよ……オレはテンション上げるためだ。無言で技放ったって、技っぽくなくて虚むなしいだろ。つーか、女子だって叫ぶやつは叫ぶと思うが……」


    「アルティメット・レッドアウト・ゴールデンマキシマム・バーニング・チェ────ィン！　とかアタシも叫ぼうかしらん」


    「なんだその技名……お前、そんな技使えないだろうが」


    「適当にやればできるって」


    「それは技と言わねえ。技っつうのは、意識的にやる特殊な動き──〝型〟のことだ。お前の武器の使い方には〝型〟がないから、技もない。タマキもそうだ」


    「なーる。技名叫ばないでも技放てる？」


    「当たり前だろ……まぁ、言った方が動きがよくなる気はするな」


    「ふーん」


    「早く中に入ろうぜ……」


    　ゼノはアイとの会話にうんざりした態度でつぶやいた。


    「焦あせるなよ。ハーレムパーティーで緊張してるからって」


    「してねえよ！」


    「い～い？　開あけるよ～」


    　随所に彫刻が施された、大きな観音開きの扉をタマキが押し開けた。扉の大きさに見合った、天井が高く、ホールのように広い部屋だった。


    「……どうなってやがる……」


    　扉の正面に位置し、赤い絨じゆう毯たんの先にある豪ごう奢しやなデザインの王座には、焼け焦こげた王の死体が座っていた。


    　王座の後ろにあるバルコニーに、白い影があった。それは真っ白な長髪の人間の後ろ姿だった。


    「よくここまで来たね」


    　暗い、穴のような瞳ひとみを持った男、あるいは女がタマキたちの方を振り返り、バルコニーから王座の前へと歩いてきた。親衛兵の着ていたものと同じ白いコートを羽織り、袖そでを通さずに前見頃のボタンを閉じている。


    　その男あるいは女は文句のつけどころのない、いい意味で手の施ほどこしようのない顔のつくりをしていた。背は低くもなく高くもなく、涼しげな声も低くもなく高くもなく、摑つかみどころがない雰囲気がある。


    　グリンは外に待機させ、タマキたちは崩れかけた石橋の上を歩くような足取りで王座の間に入った。広い部屋は天井も高く、奥には外の景色が見えるため、屋内にいる感覚が希薄になる。


    「おめでとう、レジスタンス。ここまで来れたということは、下層住民の勝利かな」


    　男あるいは女は、舞台上で語る役者のように滑らかに言葉を続けた。


    「けどね、実はそんなことどうでもいいんだ。上が勝とうが下が勝とうが、ぼくにとっては、どうでもね」


    　男あるいは女は、瞬まばたきをしない。暗い眼に皆呑のみこまれそうになる。


    「そこにいるのはパラディソ王か……？」


    　ゼノは王座の方をちらと見て言った。


    「そうだよ。ここ楽園パラデイソ　の王だ」


    「お前がやったのか……？」


    「そうだよ。ぼくが殺やった」


    　悪意の欠片かけらも感じられない物言いだった。


    「ぼくが何者なのか気になるみたいだから、ぼくの話をしよう。ぼくは一か月ほど前から王宮で預言者を名乗っていた。信じられないかもしれないが、ぼくは魔法を使える。ぼくはこの綺き麗れいな顔で王を魅了し、魔法で洗脳した。そして下層を蔑ないがしろにした政策を強く推し進めるよう王に進言した。ぼくの望みどおり、下層と上層の軋あつ轢れきは強まり、戦争が起きた。要するに、ぼくのせいで戦争は起きた。ぼくのせいでこの世界はおかしくなった。それはぼくのためでもあった。ぼくは人々に負の思念──悪意を抱いてほしかった。それがぼくの〝糧かて〟だから。金品や名誉を奪うことは悪意がなくてもできるけれど、人が人を意図的かつ直接的に殺すには悪意が必要で、悪意なしには殺せない。そして殺し合いは悪意を持った者同士で行われる。大人数で殺し合う戦争は、ぼくの大好きな悪意を満腹になるまで生んでくれた。パラディソの住民には本当に感謝している。ありがとう、ありがとう、ありがとう……サンキューベリーマッチ」


    　善意すら感じさせる物言いだった。


    「お前はなんだ……？」


    「何者かじゃなくて、なんだと言われると、そうだねぇ……以前は翼を持たない、しがない奴ど隷れいだった。今ではこのとおり──」


    　男あるいは女は、コートを脱ぎ捨てた。コートの下の上半身は裸だった。肩けん甲こう骨こつから、淡い高貴な光を帯びた純白の翼がにょきにょき生えた。右に６枚、左に６枚の左右対称。合わせて12枚の長い翼が波打つように動き出した。


    『──翼を持った天使さ』


    　男、あるいは女の体がふわりと宙に浮かんだ。翼の力で飛んでいるようには見えない。しかも、口を動かしていないのに声がする。──魔法を使っている。


    「天使、ですか……」


    　リリアの目には、確かに天使にしか見えなかった。リリアの片眼鏡モノクルの解析器アナライザーによると、レベル１５０、残ライフ２２００００、オフェンス２２２０、ディフェンス１７８０。天使を名乗るだけの実力ちからはあるといえそうだった。


    「オレは相手が天使だろうが、尻しつ尾ぽは振らねえ。つーかお前、見た目は天使だがやってることは悪魔そのものじゃねえか」


    『今まではそうだね。ぼくが天使になるには、そうするしかなかった。これからは悪魔みたいに愚かな人間を唆そそのかすことはやめて、天使らしく愚かな人間を滅ぼし、優れた人間にのみ加護を与えてやるとするよ』


    「わーお、傲ごう慢まん。それでアタシたちは、どっち？」


    『自分がどちらであるかわからない時点で、愚かだね』


    「そうかも～」


    「納得してんじゃねえよ……」


    『でもきみたちは、ぼくが何者かを知った。きみたちは愚か者しかいないパラディソの住民ではないようだし、選択肢をあげよう。きみたちがぼくを崇あがめ、ぼくの僕しもべとして生きていくことを誓うのなら殺さないでやってもいい』


    「どんだけ上からもの言ってんだこいつ……」


    「シモベになったら、天使さんのお世話すればいいの～？」


    「そうではなく、間接的に、奴ど隷れいだか眷けん属ぞくだかになれと言っているのでしょう……」


    「アタシは嫌いやだ、と言ったら？」


    『今なら特別に、ぼくの使徒としてぼくのことを記録し世に知らしめる、名誉ある役割も授けようじゃないか』


    「名誉があると思っているのは、お前だけだろ」


    「それでも嫌だ、と言ったら？」


    『ここで死んでもらうよ。天使の力を試すには、ちょうどいい雑ざ魚こみたいだからね』


    「ハッ……ポッと出の黒幕ラスボスが、さっきからなにを偉そうに。てめぇは天使なんかじゃなく、ただの人型モンスターだろうが」


    『そうだよ』


    「否定しないんだ……」


    　意外そうにアイがつぶやいた。


    『だが、ぼくをその辺の下等魔物モンスターと一緒にされては困る。人間風ふ情ぜいでは抗あらがいようのない高等な魔物を、人は神だ天使だと畏い敬けいをこめて呼ぶのさ』


    「ベラベラうるせえんだよ。お喋しやべりがしてえなら酒場にでも行きやがれ」


    　ゼノは長く伸ばした爪を天使に向けた。


    「レベル１５０ですが……やりますか？」


    「やるしかねえだろ。なんでこんなのがいるのか知らねえが、こいつはオレたちを殺すっつってんだからよ」


    「僕になるのも、殺されるのも、アタシはパスだ」


    「これ倒したら、レジスタンスの勝ち～？」


    　タマキが天使を指差してリリアに尋ねた。


    「王は死んでいますから、そうなると思います」


    「よ～し、やっちゃうよ～！」


    「なよっとした男女に羽が生えただけだ。畏おそれることはねえ！」


    　──こっちにはタマキがいる。鯨くじら型やら巨竜ヒユージドラゴンみてえな相手ならともかく、人型相手に負ける気がしねえよ！


    「いくぜっ！　まずは、そのキレイな顔をフッ飛ばす！」


    　ゼノが飛び上がり、爪で天使の顔面を突いた。


    　天使は避よける素振りも見せず、ゼノの攻撃は直撃した。


    「……!?」


    　しかしゼノの爪は天使の顔に届かなかった。


    　スライムを攻撃した時とは異質の手応えのなさ。全く触れた感じがしない。言い換えれば、虚こ空くうに触れている感じがする。天使の体が近いのに遠い。どんなに手を伸ばしても太陽や月には手が届かないように、近いのに酷ひどく遠い。


    　天使の肌に魔法で薄い防御膜でも張ってあるのなら、その膜を剝はがせばいいのだろうが、膜に触れた感触はなく、膜に触れたような反応も見られない。──どういうトリックだ？


    『ふふ……』


    　天使は妖よう艶えんな笑みを浮かべて、滞空中のゼノを見た。黒目がない天使と目と目が合ったゼノは、生理的な不快感を覚えた。


    『天使に逆らうとは、さすが愚かな人間だ。さあ身の程を知りたまえ』


    　突如、天使の翼および体がすさまじい強さで発光した。光の洪水にさらされて、ゼノはたまらず目を閉じた。


    「オレは人狼ウエアウルフだっつうんだよ……っ！」


    　ゼノは根性で目をこじ開あけたが、視界は真っ白で白い天使の姿を捉えることは不可能だった。白が迷彩色になってしまっている。


    　ゼノは目をぎゅっと瞑つむって、代わりに嗅きゆう覚かくと聴覚をフル稼働させたが、天使の気配は感じられない。浮いているので足音はなく、翼を羽ばたかせる音もなく、人間らしい体臭も皆無。


    　なにもわからない。ゼノは恐怖し、とにかく天使から離れなければならないと思い、バックステップを連発した。


    （クソ……いつになったら回復すんだよ！）


    　目をこじ開けても、相変わらず白一色。ゼノは焦しよう燥そう感かんに駆られたまま、壁際をうろうろ警戒しつつ動き回ることしかできずにいた。


    「あれっ？　あれっ？　あれっ？」


    　ゼノの近くからタマキの声がした。彼女の軽やかな足音がゼノに近づいてくる。


    「どうした？」


    　とゼノが尋ねると、槍やりで肩を貫かれた。


    「──なっ……」


    　タマキが槍を引き抜いた。肩から血が噴ふき出る。二撃目がくる。


    　ゼノは傷口を押さえ、速やかにタマキの気配がある場所から離れた。


    「チッ……タマキ！　適当に武器を振り回すなボケ！」


    　ゼノは痛覚に顔を歪ゆがめ、怒りを滲にじませた声を放った。


    　だがタマキにその声は届かず、また彼女はゼノに近づいてきて槍を振るう。


    「くっ……やめろ！　オレだ！」


    　呼びかけてもタマキの返事はない。また槍やりが振るわれる。ひたすらゼノは逃げるしかない。


    「この……シャレになってねえんだよ！　オレだっつってんだろ！」


    「ゼノ、オレオレ言ってないでタマキから離れろ！　洗脳魔法だ！」


    　遠くからアイの声がした。


    「そういうことかよ……！」


    　タマキが洗脳されたということは、あっさり切り札を封じられた格好だ。


    　とりあえずゼノはアイの声の出所を目指して移動した。


    「ちょっ、えェ!?　なんでこっちくんの!?」アイが驚く。


    「お前とリリアが狙ねらわれたら、ひとたまりもねえだろ。おら、腕出せ」


    　ゼノは手探りでアイの腕を摑つかみ、タマキとの距離を維持するため走り出した。


    「……そういやぁ、さっきお前、初めて名前で呼んでくれたな」


    「この状況でなに喜んでんの!?　気持ち悪っ！」


    「うるせえよ！　喜んでねーよ！」


    　視界はいっこうに回復しない。視力を失ってしまった状態では、仲間アイの存在がやけにありがたく感じられた。──だが喜んではいない。絶対にだ。


    「……リリア！　どこだ！」


    　ゼノの呼びかけにリリアは応えない。においも足音もない。


    「返事がないってことは、タマキか天使にやられたか……」


    　──洗脳されたなら、アタシたちは弓矢で攻撃されているはず。


    「……リリアのにおいは？」


    　アイはゼノの嗅きゆう覚かくに期待して尋ねた。


    「血のにおいはない……というか、なにもしない。綺き麗れいさっぱり消えちまってる」


    「それって、おかしくない？」


    「天使にやられたんだろ……クソ……」


    「…………」


    　アイはゼノとは異なる〝リリアがいない理由〟に行き着いたが、それを言ってもどうにもならないので、言わなかった。


    「いつまで逃げ回りゃいいんだ。いつになりゃ、この目は治るんだ」


    　ゼノの苛いらついたつぶやきに、焦あせりの色が浮かぶ。


    「アタシにわかるわけないだろ。いつタマキの洗脳が解けるのかも、ふたり以上洗脳することができるのかもわからん」


    　──おそらく洗脳魔法には、射程が短いとか連発できないとか難点がある。でなければ、アタシたちを全員洗脳すればいいだけなんだから。


    　……ただもしかしたら、天使は戯たわむれのつもりでひとりタマキを洗脳し、直接手を下さずにアタシたちを全滅させようとしているのでは……と想像してしまう。


    　まだアタシたちは、天使の力のほんのさわりだけしか見ていないはずだ。目め眩くらましと洗脳だけが能とは思えない。そんなショボイ魔法しか使えないわけがない。しかし、そんなショボイ魔法しか使われていないのに、アタシたちは大苦戦している。天使の力は底が知れない。


    「アイ、鎖くさりでタマキを縛り上げられねえか？」


    「できるけど……まァひとまずやってみるか。腕を離してくれ」


    　アイは足音のする方を狙ねらってレーディングを横よこ薙なぎに大きく振り回し、タマキと思われる体に当てた。そのままぐるぐると、鎖はタマキの体に巻きついた。レーディングの魔力がタマキを脱力させる。そこにドローミを投げつけ、二重巻きにした。これなら、タマキの馬鹿力でも抜けられまい。


    「たぶん、捕まえた」


    「でかした。これでもう逃げ回らなくてすむだろ」


    「どうかな……」


    　──天使にとってみれば、洗脳魔法のターゲットを変更すればいいだけの話だろう。


    「ゼノ、アタシかキミのどちらかが、今から洗脳される可能性が高い。なにか違和感を覚えたらすぐに言っ──」


    　アイの脳に別の意識が入りこんでくる感覚があった。


    「──来た！　アタシだ！」


    「な……オ、オレはどうすりゃいい!?」


    「アタシをロープかなにかで拘こう束そくしろ！」


    「んなもん持ってねえよ！」


    　ボレアドーラは使い捨ててしまった。


    「だったら、アタシがなにもできないように床に押さえつけるとか！」


    「タマキがまた動けるようになっちまうじゃねえか！」


    「あたしがどうかした～？」


    　タマキのユルい声がした。


    「っていうか、なんであたし動けないのかな～？」


    「アイ、タマキの洗脳が解けてっぞ！」


    「同時にふたり以上は洗脳できないんだろうよ！」


    　アイは鎖によるタマキの拘束を緩めた。


    「──ん？」


    　すると急に、洗脳されまいと必死に抵抗していた感覚が消失し、楽になった。


    「……もしかして」


    　アイがタマキの拘束を強めると、また洗脳されている感覚に陥った。緩めると、また楽になった。


    「……お前、なにやってんだ？」


    「時間稼ぎだ」


    　洗脳完了までにかかる時間タイムラグを利用して、洗脳魔法の対象をアイとタマキで入れ替えさせる。そのうち天使はアイまたはタマキの洗脳を諦あきらめ、ゼノの洗脳を試みた。


    「頭が変だ！　気持ち悪ぃ！」


    　文字どおり脳が洗われるような、おぞましい感覚にゼノは震ふるえた。


    「タマキ、今のうちにゼノを気絶させて！」


    「へ？　う、うん」


    「ここ！　アタシの声が聞こえる方に来て！」


    「これかな～？」


    　タマキがゼノの体をぺたぺた触った。獣耳が頭の上についているので、まず間違いない。


    「思いっきり殴なぐっちゃって！」


    「なっ！　ま、待て！　もうなんともねえ！　マジで！　噓うそじゃねえ！」


    　タマキがゼノを気絶させようとすると、今度はタマキが洗脳された。タマキを再び鎖で拘束すると、今度はアイが洗脳された。タマキの拘束を緩めると、今度はタマキが洗脳された。タマキの拘束を強めると、今度はゼノが──（略）──が洗脳された。タマキがゼノを気絶させようとすると、今度はタマキが洗脳された。


    「頭がおかしくなりそうだ……」


    　ゼノはやつれた声でつぶやいた。もはや洗脳される感覚にも、白くてなにも見えない視界にも慣れつつある。──何回繰り返せば気がすむんだよ……。


    「おい天使ぃ！　お前バカだろ!?　いつまでオレたちで遊ぶつもりだ!?　こんなんで楽しめんのかよ!?　このドＳ！」


    『愚かなきみたちでも、ぼくに遊ばれていることを自覚する程度の知能はあるようだね』


    　上から天使の端正な声が降り注いだ。


    「なにがしてえんだ、てめぇ！」


    『愚問だよ。きみたちは自分たちが雑ざ魚こだという自覚がなかったから、教えてあげたんだ。それに天使ぼくの力を知らないままでは、崇あがめにくいかと思ってね。どうだい？　今ならまだ、僕しもべにしてやってもいいよ』


    「…………」


    　──心が折れる前に、殺される前に、うなずいた方がいいんじゃねえか……？


    「断る、と言ったら？」とアイ。


    『愚かで弱いきみたちが、ただの人間として生きる価値などない。かわいそうだから、ぼくが直じき々じきに殺してあげるよ』


    「「…………」」


    『さあ、どうする？』


    「……わかった、僕しもべになる」


    　ゼノが低い声で答えを告げた。


    「じゃあ、アタシは断る」


    「……じゃあってなんだよ!?　そんなにオレと一緒に僕しもべになるのが嫌いやか！　殺されたらオシマイなんだぞ!?　わかってんのか!?」


    「うるさいなァ。キミひとりで生き残ればいいだろ。モンスターの奴ど隷れいとして生きながらえたって、そんなの生きてるって言えないじゃん」


    　アイは魔物として生きていくつもりなどなかった。


    「っていうかキミ、さっき尻しつ尾ぽは振らないとか言っておいて、それはないでしょ」


    「しょうがねえだろ！　マジ天使強ぇんだからよ！」


    「本当に？」


    　つい天使の存在感に圧倒され、ネガティブな想像を続けてしまったので、あえてポジティブな想像をしてみる。


    「実は目め眩くらましと洗脳しかできないんじゃないの？」


    　それしか天使はしてこない。それしかできないわけがない、と思ったが、本当にそれしかできない、という可能性もゼロではない。


    「妙にアタシたちを僕しもべにしたがるし、実はそんなに強くないんじゃ──」


    　ピシャア──ズガァァアアン！


    　アイの言葉を遮さえぎって、王座の間まに雷らい鳴めいが轟とどろいた。


    「────」


    　人を無条件に震ふるわせる雷鳴を聞いて、ゼノは絶句した。


    　垣かい間ま見みた青みがかった閃せん光こう。バチバチと空間が帯電している音。床から漂う焦こげ臭くささ。


    　──どれも幻覚とは思えない。


    『本当に愚かだね。天使の力を疑うだなんて。ぼくはきみたちで遊んでいるのであって、きみたちと戦っているつもりはない。遊びに本気を出すのは、きみのような愚かな人間だけさ』


    「……あ、アイ？」


    　雷に撃たれて──死んだ？


    「アイ！　アイ！　アイ！　アイィィイイイ！」


    「死んどらんわッ！」


    「アぐぉっ」


    　アイのツッコミがゼノの顔面に裏拳ばりにクリーンヒット。


    「あッ！　すまん、当てるつもりはなかった。なんにも見えないものだから。ホントすまん」


    「ったく、生きてんだったら生きてると早く言え！」


    「悪い。アタシとしたことがピヨっちった」


    　装備ストールのおかげで助かった。シャングリラにいる蚕かいこ型モンスターの糸から作った絹は、触れた者の静電気を除去する……大した除去力だ。


    『雷が効かないのか……それなら、別の魔法を食らわせてあげよう。今ので死ななかったことを、これからきみは、きっと後悔するだろうね』


    「あっはっはっは、ですよねェ……」


    　──戦闘開始前にリリアがレベル１５０って言ってたもんなァ。３２５フレスヴエルグの半分以下つったって、そりゃ強いわ……。こっちはユウキとイサミ抜きだし、魔法なしの殴なぐり合いでも勝てるかどうか微妙だ……。


    『では、死んでもらおうか』


    　天使に宣告されて、ようやくアイは絶体絶命を自認した。


    「えーと……命いのち乞ごいってどうやってするんだっけ？」


    　上ずった声でアイは誰にともなく尋ねた。


    「知らねえよ！」とゼノが答えた。


    『ぼくの手で殺されることを、光栄に思うといい』


    　天使が白い魔法陣を展開した。アイの目に魔法陣は見えなかったが、すさまじいエネルギーの収束を感じる。


    「うわああ！　タンマタンマ！　マジでアタシ死ぬの!?　ねェ!?　ゼノ!?」


    「ここにきてオレに振るな！」


    「うわああ！　お願いだから代わって！　アタシの代わりに死んで！」


    「なに言ってんだ!?」


    「うわああ！　怖い！　せめて明かりを消して暗くして！　初体験なんだから！」


    「お前、本当はこの状況を楽しんでるだろ!?」


    　ふたりがギャアギャアわめいていると、白くてなにも見えなかった視界が、突然、黒一色に上書きされた。


    「マジで暗くなった!?」


    『何者だ？』


    　天使が体を発光させると、王座の間はアイたちが入った時と同じくらいの適度な明るさを取り戻した。天使はアイの数メートル前まで近づいてきていた。


    「全員生きているようだな……なかなかやるじゃないか」


    　そう言ったのは、いつの間にか部屋の中に入ってきていた、アイが知る中でマントがもっとも似合う男だった。


    「レン！」


    「〝さん〟をつけろと何度言えばわかる、アイネイアー・イ・クライスト」


    　レンは洗練された顔にレトロなデザインの片眼鏡モノクルをかけて、左手に分厚い上製本ハードカバー──魔導書を持っている。魔導書は人間が魔法を使うのに必要な幻想遺物オーパーツだ。


    「時間稼いだかいあったァー！」


    　アイは満面の笑みを浮かべた。生への希望が繫つながり喜んでいるふうに見える。


    『ひとりやふたり増えたところで、絶望を深める結果にしかならない』


    　天使はレンに洗脳魔法をかけた。


    　しかしレンは洗脳感を気にせず喋しやべりだす。


    「ルシファー……分類カテゴリは魔王か。竜殺しグラムがなくても問題ないな」


    『ぼくは魔王じゃない。天使だ』


    「どうでもいい。魔王だろうが天使だろうが、これから私は君を殺す」


    『天使の力を知らない愚かな人間よ、やれるものなら、やってみるといい』


    「ふふ……」


    『……？　なにかな、その笑いは』


    　どこか天使の笑い方に似ていた。──遥はるか上から見下した笑みだ。


    「さっきから一途に洗脳魔法を使っているようだが、私に心理状態異常せんのうは効かない。諦あきらめたまえ」


    『なに……？』


    「埋葬せよ、即席墓標ロツクグレイヴ」


    　いきなりレンが仕掛けた。〝埋葬せよ〟のたったひと言で魔法陣が起動し、次の言葉で発動。詠えい唱しようを伴わない魔術──魔法剣並みの攻撃スピードだ。


    　天使の真下に刻まれた黄おう色しよく魔法陣が地面を鋭く隆起させた。天使の白い肌に尖とがった床が突き刺さる。天使は赤紫色の血を床に垂らした。天使の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。


    『な……バカな!?　なぜぼくの体を傷つけられる!?』


    「潜在神格ポテンシヤルが足りているからだ。君を殺して、さらに進化／神化／深化しんかさせてもらうぞ」


    『まさか、きみも天使なのか？』


    「人は皆、本質的には天使であり神なのだよ。埋葬せよ、即席墓標ロツクグレイヴ」


    　レンは追撃を加えた。天使は上昇し、せり上がってくる尖った床をかわす。


    『この世に天使はふたりも要いらない！』


    　上昇した天使は、そこから無数の光の飛礫つぶてを飛ばした。部屋全体に光が流星群のごとく降り注ぐ。


    「うをおおお!?」「ひえええええ！」「ひゃ～」


    　アイたちは急いで壁際へと避難した。タマキは体に鎖くさりが絡みついたままだ。


    「開かい孔こうせよ、暗黒洞穴ブラツクホール」


    　レンの前に紫し色しよく魔法陣が展開され、直後、魔法陣ごと空間が割れた。イサミの火カ車シヤ切ギリよりも大きな暗黒領域が出現し、飛来する光の飛礫つぶてを全て吸い込んだ。


    　天使は射撃では埒らちが開あかぬと思い、敵レンが苦手そうな肉弾戦にスタイルを切り替えるため、光の剣を二本顕現させた。


    「挙兵せよ、百鬼夜行カオスレギオン」


    　レンを中心に紫色魔法陣が展開され、地面から戦士の姿を模した何体もの影が浮き出てきた。剣や槍やりなどの武器まで、影で精巧に再現されている。


    　天使は翼をコンパクトに畳んで空気抵抗を減らし、稲妻のごとく突進してきた。


    　影の戦士が迎え撃つも、天使は独こ楽まのように旋回し、流れるような動きで影を次々と両断。ひと息で軍勢の主あるじ──レンの懐に入った。


    　レンは障壁魔法を使おうとしたが、天使の方が速かった。光の双剣が×ばつ字を切った。厚手のマントが×字に裂かれ、レンの胸部からじわじわと血が出た。


    「くっ」


    　ギリギリのタイミングで体をねじっていたのが幸いし、致命傷には至らなかった。


    　──闇やみと光。相性がいいのは敵も同じか……。


    　痛みに身をよじっている場合ではなかった。天使が追い討ちをかけてくる。


    『これで終わりだっ！』


    　レンに向かって閃せん光こうのごとく最短距離を飛んでくる天使。


    　レンは天使の意表を突く反撃を講じた。


    「赤針ブラツデイニードル」


    　起動トリガー省略。レンのマントに開いたばかりの穴から血の刃がヌッと伸びた。


    　天使は急ブレーキをかけたが、血の刃はさらにヌルヌルと伸びて、七しち支し刀とう状に枝分かれし、上下左右から天使の体に突き刺さった。


    『ぐあっ！』


    　血の刃で傷つき、天使の体から血が流れる。血の刃が形状を失い、大きな血液の滴しずくとなって床に落ちると、天使の血と混ざって大きな血ち溜だまりができた。


    「赤針散雨ブラツデイレイン」


    　細かな血の粒子が天使の足下から天井に向かって高速で飛んでいき、血が天井に溜まると、今度は床に向かって降り注ぐ。


    　上下から赤い豪雨を浴びて、天使は白い肉体を削り取られていった。さらに天使が血を流すと、その血をも利用してレンの魔法ブラツデイレインは殺傷力を増していく。天使の体が赤く染まっていく。


    『おのれっ、おのれぇぇえええええ！』


    　怒りくるった天使の髪が逆立った。おそらく静電気のせいだ。バチバチという鋭い音が王座の間を占拠していて、聞いているだけでも痛覚を刺激される。雷雲の中にいるような気分だ。


    「ち……」


    　レンの舌打ちは、ブラッディレインを食らってなお高いパフォーマンスを発揮する天使と、失血状態で眩暈めまいがしてきた自分に向けたものだった。


    　手足が痺しびれ、眼前がかすんで見える。歯を強く嚙かみ締め、意地で意識を保持する。


    　──回復まで十数秒ほしい。十数秒あれば回復できる。しかし戦闘中の十数秒は非常に長い。ましてや相手は生まれたてとはいえ魔王。この状態コンデイシヨンのままでは殺される。


    「究極アルテイメツト・視野赤化レツドアウト・黄金ゴールデン最大マキシマム・燃焼バーニング・鎖チエ───イン！」


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ───


    　気勢が上がりきった声と並んで飛び出したのは、ふたつの銀ぎん鎖さ。


    「アタシたちを忘れてもらっちゃ困るなァ！」


    　高度な魔法合戦の最中は手を出す余地がなかったが、その間もアイは気を抜かずに攻撃する機会を窺うかがっていた。なにより見せ場を全部レンに譲ゆずるだなんて、彼女の美学に反する。


    『下等な人間風ふ情ぜいがっ……』


    「こちとら、そういう風に侮あなどられると燃えちゃうタチなんだよねェ！」


    「やれやれ……」とゼノがアイのセリフを聞いてひとりごちる。


    　──このアマ、形勢が逆転するなり元気になりやがった。こういうのがまさに、天使の言う〝愚か者〟の思考回路なんだろうよ。
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    　だが……そのセリフにはまったくもって同感だぜぇぇぇえええ！


    「目が見えりゃあ、てめぇなんざどうってことねえんだよぉぉおおおお！」


    　ゼノは、満月ではないので足と腕のみではあるが、完全狼ろう化かさせていた。毛むくじゃらの脚が地面を陥没させんばかりの強さで蹴けりつける。伸びた爪つめが地面に引っ掛かり、蹴る力を効率よく速度に換える。


    　神シン軌キ溢イツ天テン。地上一メートルほどの高さを浮遊している天使目掛けてゼノが飛翔した。


    しかし、ゼノの爪は天使に届かない。──否、届いているのに届いていない。


    （クソ、またかよ！）


    　──アイの鎖くさりはヒットしている。もしかして、武器がないとダメなのか？　


    『小こ癪しやくなことをっ……！』


    　天使はゼノに構わずアイを見据えた。天使の白眼がアイを捉え、洗脳魔法が発動する。


    「やらいでか～！　ちぇりおおおおおお！！」


    　そこにタマキの声が天使の頭上から聞こえた。


    　天使が上を見ると、トライデントが青い軌跡を描いて、ほとんど真上から降って来た。


    　タマキは天使よりも上、天井スレスレまで跳び上がって投とう擲てきしていた。天使の胸に三みつ叉またの槍やりが深く突き刺さる。命中時に天使が仰のけ反ぞったことで、槍は地面とほぼ垂直になった。


    　そこに落ちてきたタマキが槍にしがみつき、胸に突き刺さっている槍を自身の全体重で押し込んだ。槍は天使の胸を貫通し、地面に突き刺さる。天使は横になった姿勢で、タマキと地面の間を力なく浮遊した。見下ろすタマキと見上げる天使の目が合う。


    『なっ、なぜだ……人が天使を傷つけることなど、あってはならないのに……！』


    　赤紫色の血を吐き出しながら、天使は動揺した声をあげた。


    「いいぞ！　もういい！　まだ死にたくなければ、全員、そいつから離れろ！」


    　先ほどまでとは一転して、蚊か帳やの外に追い出されていたレンが言った。


    　いつの間にやら、床にぶち撒まけられた大量の血で魔法陣が描かれていることにタマキたちは気づいた。


    「終幕だ。氷結地獄コキユートス」


    　血で描かれた魔法陣が青く発光した。魔法陣上の空間が絶対零度となり、天使を含む万物の動きが停止。天使の足下から氷の柱が天井へと伸びていき、天使は抵抗する間もなく太い氷柱に封じられた。


    　トライデントで胸を貫つらぬかれたまま、放心した表情で凍りついた天使から白くて冷たい空気がアイの方まで漂ってきた。


    「……終わり？」


    　冷気に自分の体を抱きながら、アイがレンに尋ねた。


    「終わった。船に帰るぞ」


    　レンは魔導書をパタンと閉じ、マントの中に入れた。


    　アイは数日ぶりに会う知り合いの元に駆け寄った。


    「ホント助かったよー！　でも、なんでこんな場所にいんの？」


    「それは私のセリフだ……君らがレジスタンスに加入したことは聞いていたが、ここまで深入りしているとは……」


    　レンは呆あきれを通り越して感嘆していた。


    「……あんた、本当に人間か？　洗脳が効いてなかったみたいだが……」


    　ゼノは胡う散さん臭くさいものを見る目をレンに向ける。


    「メンタルを鍛きたえれば、あんな魔法、誰でも無効化できる。さておき、目上の者に対して〝あんた〟はよくないな、ヴィエルジェ・ノ・アレクサンドロス」


    「へェ。ゼノって、女の子みたいな名前してんのね。っていうかジェノじゃん」


    「…………」


    　過去に１００万回は指摘されている。


    「これからはジェノちゃんと呼ぼうかしらん」


    「殺すぞ」


    　ゼノがアイを睨にらみつける。アイはゼノに微ほほ笑えみ返す。


    「どうやって血で魔法陣描いたの～？」


    　ゼノの疑問にも通じるタマキの疑問。あれは人間業わざではなかった。それに血を操る際、魔導書を使ったようにも見えなかった。出血多量で死んでいないのも理解不能だ。


    「私の血は特別性でね。私の意のままに操れるんだよ」


    「あんた、それでも人間なのか……？」


    　ゼノは首を傾かしげた。人狼ウエアウルフ以上にモンスターに近い気がしてならない。


    「このモンスターが自分のことを天使だと言っていたように、私は自分が人だと主張する。人でないとすれば、君には私がなにに見える？」


    「…………」


    　──面と向かって「モンスター」とは言いにくいな……。


    「もうひとり……ライーサ・ミ・ローランはどうした？」


    　レンが３人の顔を見回して言った。


    「イサミなら船の方に行ったよ。また発進されちゃうんじゃないかと思ったから」


    「そうか……」


    「あいつ、忘れられてらぁ」


    　ゼノは小さく笑った。


    「あいつって、わたしのことですか？」


    　王座の間にグリンに跨またがったリリアが入ってきた。


    「……どうなってんだ？」


    　ゼノは啞あ然ぜんとした顔でリリアを見た。


    「リッちゃんだ～。幽霊じゃな～い。意外とおっき～い」


    「あの、タマキさん、胸を触って確認しないでもらえます？」


    　リリアはうとましげにタマキの手を除どけた。


    「なんで生きてんだよ？」


    「まだわかんないの？　ジェノは鈍いなァ。リリア、説明してやんなよ」


    「視界が奪われたあと、わたしは絨じゆう毯たんの足触りを頼りに、真後ろに向かって歩きました。部屋の外は目め眩くらましの範囲外だったので、そのままグリンさんに乗って助けを呼びにいきました」


    「……逃げたってことじゃねえか！」


    　微妙に美化されている感じが腹立たしい。


    「お前、言うこととやることが違いすぎるだろ!?」


    　ゼノはリリアを指さし、ツバ混じりに怒声を飛ばした。


    　──前にオレが逃げるの引き留めておいて、今日はひとりで逃走って。こいつ、バカか？　バカなのか？


    「わたしだって全滅は嫌いやですし、結果的にわたしのおかげでレンさんが早く駆けつけられたんですから、感謝してくれたっていいでしょう」


    「よくもぬけぬけと……」


    　ゼノは握り締めた拳こぶしを己おのれの眼前で震ふるわせた。


    「ゼノっち、素直に喜びなよ～。リッちゃん生きてて嬉うれしいでしょ～？」


    「好きな子の前では素直になれないっていうアレですか？」


    「違うわ！　てめぇにとって都合よく解釈するのやめろ！」


    「それよりさァ……外、すごいことになってない？」


    　アイは王座の後ろに目をやった。王座の間に直結しているバルコニーからは、第３層郊外の夜景を望める。それは本来、塗りつぶしたように黒い景色なのだが、この時は緑色の幻想的な光で満ちていた。第３層の歓楽街で見かけたネオンの光が、外に溢あふれ出たかのようだ。


    　５人と１匹は小走りでバルコニーに出た。


    「これって、魔法陣じゃ……ユウキか……？」


    　アイはシャングリラで見た光の柱と、その跡を思い出した。


    「やべえだろ……早く逃げようぜ」


    「逃げるって、どこにですか？」


    　魔法陣がひと際強く光ったと思うと、突風が吹き荒れ始めた。風の音がうるさくなって、隣にいる仲間の声も聞こえない。


    　突風が渦巻き、大きな竜巻となった。遠くからガラガラと外壁の崩れ落ちる音がした。竜巻に煽あおられて王宮が揺れた。壁がみしみしと呻うめき声をあげ、いつ崩壊してもおかしくなさそうだ。


    　──ここまでの戦いはなんだったんだ？　ちまちま兵士とレジスタンスが戦闘を繰り広げてようやくここまで来たのに、ひとりの人間が発動させた一発の魔法でこの世界は終末を迎えようとしている。そんなのってアリなのか？


    　ナシだろと思っても、現実はこれだ。ナシだろと言っても、現実は変わらない。


    　第３層の街路樹や屋敷をまるごと巻き上げつつ、バルコニーに近づいてくる竜巻があった。第２層の地盤が風の刃でゴリゴリと削り取られ、粉末状にされていくのが見えた。アイの口が「やばい」を連呼していたが、誰にも聞こえなかった。


    　レンが魔導書を取り出した。バルコニーに紫色の魔法陣が浮かび上がり、アイたちを範囲内に収めた。レンが障壁魔法を発動させると、５人と１匹は外界から完全に遮断された。


    



    　数分後、障壁魔法を解いて外に出ると、崩壊しきった上層の景色が異界人のパーティーを出迎えた。


    「ラスボスを倒すと居城が崩壊するって、ベタだよねェ」


    「崩壊したのはユウキさんのせいでしょうけど……」


    「あいつはなにがしたかったんだ……？」


    「あたしに訊きかれてもわかんないよ～」


    「４人とも、行くぞ」


    　最下層のゴミ山を思い出させる瓦が礫れきの山を下りて、荒れ地と化した道なき道をレンの引率で進む。雲ひとつない空から照射される月明かりは眩まぶしいくらいで、視界は思ったほど悪くない。


    　レジスタンスとパラディソ軍は、戦争しているどころではなくなり、誰が言い出したわけでもなく休戦していた。この状況にかこつけて、盗みや殺しに走っている者もいなかったので、街の治安はよかった。──盗もうにも盗めるものはみんな瓦礫の下。殺そうにも、そんな体力は残っていない。殺し合いは疲れる。レジスタンスもパラディソ軍も、そんな疲れることをするより、今は美しい夜空を見て癒いやされたい様子だ。


    「喧けん嘩かが盛り上がっている時に腰を折られると、喧嘩を再開する気になれなくなるってか」


    　ゼノが鼻を鳴らして笑う。


    「ユウキのおかげで戦争は終わりました、めでたしめでたし、ってことでしょ」とアイ。


    「そういうことか……だったら、あいつは偉くなんかねえよ。いくらなんでも、やりすぎだ。土地をこんなにしちまって、これからパラディソの連中はどうすんだ？　このままじゃメシにもおちおちありつけねえだろ。責任取れとか言われたらどうする？」


    「血祭りだよ！　そしてあたしが王になるよ！」


    「なんでだよ!?」


    「ユウくんを処刑なんてさせないよ！」


    「いや、処刑されるとまでは言ってねえし……」


    「処刑……ユウキさんは大丈夫でしょうか？」


    　タマキたちから少し離れたところで、リリアはレンの背中に尋ねた。


    「わからない。……彼の魔法の威力は、神の領域にある。そのような力を持つ者が現れた時、崇すう敬けいするか、排除するか、人々は選択する」


    「つまり、処刑される可能性もあるということですね」


    　シャングリラでは勇者と言われ崇敬されたが、ここでのユウキは破壊神も同然だ。崇敬と排除、パラディソ住民がどちらを選ぶかは目に見えている。


    「……彼の力を知っているのは、彼が魔剣グラムに選ばれたことを知っている私たちだけだ」


    「バレなきゃ問題ない、と」


    「そうだ」


    「レンさんが言うと、説得力ありますね」


    　レンが歩きながら後ろを振り返り、リリアの顔を見た。


    「……その片眼鏡モノクル、解析器アナライザーだったのか」


    　レンは声のボリュームをひとつ落として言った。


    「でないとモノクルなんてつけませんよ。私、視力はいいので」


    　両目とも２・０以上ある。


    「私のことは気にするな。君にとっては、私が何者だろうと関係ない」


    「気にするなと言われても、気になりますよ」


    　レンを見ているリリアのモノクルには、レベル１２８と表示されている。人間の限界は９０と言われている。どうすれば３８もオーバーすることになるのか。


    「あなたも天使とか神様の類たぐいですか？」


    「私は天使でも神でもなく、人間だよ」


    　そう言ったのち、レンは瓦が礫れきに腰を下ろしている現地民を見つけて、道を尋ねに行った。


    　リリアはしつこく訊きくつもりはなかった。ユウキが勇者であってもユウキであるように、レンが天使だろうが神だろうが人だろうが、レンであることに変わりはない。ただ、気になったから訊いてみただけだ。


    



    　巨大な開拓船が見えてきた。転覆したままだったが、それでも目印ランドマークにはなる。タマキは船に向かって、レンたちを置いてひとり先に走っていった。


    　ユウキは船に戻っているはずだとレンから聞いたので、早くユウキの安否を確認したい一心で、彼女は韋い駄だ天てんさながらに走った。


    「おお、タマキ殿。無事でござったか」


    　今さら第２層へと向かっていたイサミとばったり会った。彼の黒い髪は人工湖の水で濡ぬれていて、鴉からすの濡れ羽色になっている。服も上から下まで水浸しだ。けれど、外傷は見えない。


    「イサミんこそ無事でなによりだよ～」


    「うむ。して、そちらの首尾は？」


    「う～ん？　よくわかんないな～」


    「そうでござるか……竜巻に全て持って行かれてしまったな」


    「イサミん、ユウくん見なかった～？」


    「もう船の前に来ている。どうも体の調子が悪いらしく、救助者に混じって横になっているはず。どういうわけかメイドの格好をしていたから、見つけるのは難しくなかろう」


    「さんく～」


    　転覆時に船に乗っていた者の救助は終わり、湖では開拓船を引き揚げる作業が始まっていた。湖の水をたらふく飲んでしまった一部の乗船者たちが、ずらっとシートの上で横になっている。その中に、タマキは存在感が薄まっているユウキを見つけた。


    　メイド服を着ていてくれてよかった、と思った。それくらいユウキの存在感は薄まっていた。消えかかっていた。人間の体を構築するのに必要なエネルギーが尽きかけている。


    「ユウくん！　おっきしてぇ～！」


    　タマキはユウキの上に馬乗りになり、ユウくんはここにいるんだよ、と教えてあげるつもりでユウキを殴なぐりつけた。


    　──人は頰ほおをつねって夢かどうかを確かめる。痛みを覚えた時、人は〝現実〟を取り戻す。


    　痛覚は、生きている者にとって必要な感覚だ。それは死なないようにするためである。死んでいる者に痛覚は不要だろう。生きている者だけが痛覚の味を知っている。


    　ユウキは生死を超越した精霊だが、人間として生きている。痛みは半人半霊の彼に〝生きている感覚〟をくれる。人間らしい感覚をくれる。そうやって〝生〟を実感することで、彼は精霊であることを忘れ、人間を取り戻す。


    「うぐっ！　うぐっ！　うぐぁ！」


    　──姉ねえさんのおともだちパンチ……何度食らっても最高さ！


    　この痛みだけが、ぼくに生きることの価値を教えてくれる気がするよ。
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    　それから一か月後。


    　ユウキの魔法剣で開拓飛行船トリプラヴイマナが損傷したため、修理に時間がかかり、ユウキたちは予定よりも長くパラディソに滞在することになってしまった。早く出発するためにユウキがしたことが、完全に裏目に出てしまった形だ。


    　ただ、時間をかけた分、パラディソの機械技術を豊富に取り入れることができた。冷暖房や広域探知機などの諸機能の追加で、これからの航空はより快適になるだろう。


    　この一か月でパラディソは大きく変わった。王の不在を突いたレジスタンスが、軍を事実上制圧したことで、リヒトたちレジスタンスの幹部が政権を握ったためだ。


    　リヒトたちは軍を解体し奴ど隷れいを解放しゲートを廃止し、差別政策を撤廃したそうだ。


    　第２層と最上層は竜巻で崩落し歓楽街のあった地域は瓦が礫れきの山と化していた。そこに一部の下層住民が移民した。下層住民は瓦礫を再利用し、自分たちの街をゼロから作り始めた。今はまだ、瓦礫を積み木感覚で組み上げただけの粗い家が建ち並んでいる段階だ。


    　ユウキは重苦しい灰色の空の下、復興中の街をブラブラあてもなく歩いていたら、街の中心地に来ていた。最上層にあった、大家族が余裕を持って住めそうなくらい大きな金庫──種子の保管庫と、それを竜巻から守ってくれたという天使の氷像が見えた。


    　保管庫の中にはユウキたちをパラディソへと運んだ銀色のカプセルがぎっしり詰まっていて、その中には品種改良が進んだ優れた繁殖力を持つ野菜や果実の種が入っていたと聞いている。その種を使って、住民たちは竜巻で荒れ果てた上層で、再び作物を育て始めた。


    （……ん？　あれは……）


    　氷像の前にリヒトが立っていた。白い襟えりのシャツにセンタープレスのきいた仕立てのいいスラックス。出会ったときのみすぼらしさは感じられない。しかし彼は目に涙を浮かべて、氷像を見ていた。──凍りついた天使の美しさに感極まってしまったのだろうか？


    　かける言葉が見あたらず、ユウキが遠目にリヒトを見ていると、近くから声がかかった。


    「ユウちゃん」


    　声の方に目をやると、そこには尖とがった耳がチャームポイントの女性、ワイフがいた。


    　相変わらずメイドの格好だ。ダンナとの関係もダンナの趣味も、相変わらずのようである。ワイフは幸せそうなので、これでいいのだろう。


    「捜したわよぉ。ここにいてくれてよかったぁ。ちょっと男の子っぽくなってるから、見逃すとこだったわぁ。ボーイッシュが気分なのぉ？」


    「ボーイッシュっていうかボーイなんで、これが普通なんですが……」


    　今日のユウキの服装は、故郷ディアプレペスに住んでいた頃から着続けている、野暮ったい普段着だ。


    「ワイフさんも外出することあるんですね」


    「だって、ユウちゃんのこと見送りに行かきゃと思ってぇ」


    「見送りって……出発は今日じゃなくて明日ですよ？」


    「明日の朝でしょぉ？　起きられないわよぉ」


    　一日くらい頑張って起きてくださいよ、とは思ったが言わなかった。わざわざ見送りに来てもらっても、正直困るし。


    「それでねぇ、プレゼントがあるのぉ。餞せん別べつっていうのかしらぁ。もらってくれるぅ？」


    　ワイフはユウキに仕立てのいい白いコートを差し出した。


    「そんな、いいのに……」


    「ユウちゃんの服、捨てちゃったでしょぉ？　だから代わりになるものをあげようと思ってぇ。ユウちゃんたちは危険なところを冒険する人だって聞いたから、奮発して一番いい防具にしたわよぉ。遠慮しないで受け取ってぇ」


    　ユウキはしずしずとコートを受け取った。


    「軽っ！」


    　見た目からは想像もつかない羽のような軽さに、思わず驚きの声が出た。


    「お店の人が、オリハルコンっていうのが編みこまれてるからスゴイって言ってたわよぉ」


    　──飛行金属オリハルコン。ユウキたちの故郷のある浮遊大陸アトランティスでは、発掘を禁止されていた貴重な金属で、究極金属アルテイメタルのひとつに数えられる。


    　第２層と最上層の瓦が礫れきを調査したことで、パラディソの骨組みはオリハルコンでできていることが発覚した。優れた剛性とマイナスの重さを持つオリハルコンの骨子がなければ、とっくにこんな超巨大建造物、自じ重じゆうに耐えきれず倒壊していたに違いない。


    　そんなオリハルコンだが、パラディソには加工する方法がないらしく、異界人は割安で提供してもらっている。つまり、このコートはパラディソの技術では作れない。乗船者がアトランティスの技術で加工して作ったものが、既に街に出回っているのだろうか？


    「着てみてくれるぅ？」


    　ユウキは普段着の上にコートを羽織った。


    「サイズも合ってるわねぇ。どぉ？　気に入ってくれたぁ？」


    「あ、はい。これから防具なしで冒険しなくちゃいけないと思ってたんで、助かりました」


    　魔剣グラムもあるし、なくてもまぁなんとかなるだろ、と思っていたが、ないよりあった方がいいに決まっている。


    「よかったわぁ。それじゃ、気をつけていってらっしゃいねぇ。わたしはここで、旅の安全を祈ってるわぁ」


    　ワイフはダンナの経営している酒屋に用事があるそうだ。ダンナの管理している葡ぶ萄どう畑が例によって竜巻で全滅してしまったそうだから、そのせいでワイフの生活も、少し忙しくなってしまったらしい。竜巻を起こした張本人として、ユウキは申し訳なく思った。


    　ユウキがワイフに手を振っていると、また声がかかった。


    「お前、その格好はなんだ？　親衛兵ロイヤルガードの着てたコートじゃねえか」


    　そう言うゼノは、洗いざらしのシャツとジーンズという、下層住民によく見られる格好だ。


    「親衛兵？　じゃあ、これって兵士の使っていた防具なの？」


    「ああ。じゃなかったら、そこの天使が着ていたやつかもな……」


    　ユウキはコートを脱いで、襟えり裏うらを見ると、そこに〝イルミナ・ト・ルクスウェル〟と刺し繍しゆうが施ほどこされていた。これはブランド名ではなく、元の所有者の兵士、または天使の名前なのだろう。──どこかで聞いたことのある気がする名前だな……でも思い出せない……。


    「ゼノ、天使がこれを着ているの見たの？」


    「ああ。別に信じてくれなくていいが、こいつは、この街の連中が思っているようなやつじゃねえ……まぁこうなっちまっては、どう思うも自由だがな」


    「ねー、早く行こうよー」


    　幼い少年がゼノの裾すそを引いた。


    「ゼノの息子？」とユウキは冗談半分に尋ねた。


    「なわけねえだろ。どんだけオレの息子は成長が早ぇんだよ……」


    　幼い少年は、廃棄物処理場で出会った少年たちのひとりだった。氷像の近くに、ほかの少年たちの姿もあった。いつの間にかリヒトはいなくなっていた。


    「なんで一緒にいるの？」


    「言わなかったか？　ガキどもを鍛きたえてたんだよ。借金取りを返り討ちにできるようにな」


    　リリアに「無責任ですよ」と言われたことを根に持っていたらしい。


    「こいつらには権力も財力もねえんだから、暴力くらい持たせとくべきだろ」


    「まぁ、そうだね……」


    　暴力に対抗できるものは暴力しかない。だから時として、権力や財力に対し暴力は有効な交渉カードとなりうる。


    「この氷の中の天使様、昔どっかで見たことねえ？」


    「近所に住んでた兄ちゃんに似てない？」


    　少年たちは暇ひまを持て余し、凍りついた天使を見ておしゃべりしていた。


    「ねー、ねー、早くー」


    「わかったわかった」


    　ゼノが幼い少年を見て言う。女好きなだけではなく、子供好きでもあるのかもしれない、とユウキはゼノを見て思った。なぜその人間好きな性格を仲間内で発揮しないのかは謎なぞだが。


    　ゼノと少年たちは食堂街の人混みの中に紛れていった。


    「どいたどいたどいたァー！」


    「ズズ～、ズルズルズル～、ズズ～」


    　ゼノの消えていった食堂街から、続けざまににタマキとアイが走ってきた。タマキは大きな丼どんぶりを持ち、麵めんを啜すすりながら走っている。スープが散って、通行人は等しく迷惑そうな顔。


    　──街の中心地だけあって、知人との遭遇率がすごいな……。


    「くぉらぁ！　食い逃げはあかん、あかんじゃき～！」


    　《憤ふん怒ぬ》に取り憑つかれモンスター化しかけている料理人が、よく研とがれた包丁を両手に持ってふたりを追いかけていた。これでは、どっちが悪なのか判断に困る。


    「オヤジ、ツケといてって言ってんじゃん！」とアイが前を向いたまま叫んだ。


    「おまえら、いくらツケとると思うとんじゃあ！　船に乗って逃げるつもりらしいが、そうはさせんぜよぉ！」


    　料理人は般はん若にやの形ぎよう相そうで包丁を投とう擲てきしてきた。アイの体を包丁が掠かすめていく。


    「おほおおおッ！　クソっ、鎖くさり持ってくればよかった！」


    「…………」


    　──鎖があったら、街中でガチで料理人と戦やり合っていたんだろう……ろくでもないな……。


    「あっ！　ユウくん！」


    　見なかったことにして、こっそり逃げようとしていたところをタマキに見つかった。


    「よ～し、必殺！　変わり身の術～！」


    「ぼくが必ず殺されちゃうよね!?」


    「ユウくん、お姉ねえちゃんが見守ってるから、安心して～」


    　タマキは高く跳び上がり、一瞬にして料理人の死角へと消えた。


    「ちょっ、姉さん!?　やられるとこ見守られても困るんだけど!?　ねぇ!?」


    　タマキの消えた方角にユウキが叫んでいると、料理人が威圧的な足取りで近づいてきた。


    「髪切って着替えたってわかるんだよぉ！　その潔いさぎよさやよしとするが、髪の色を変えないとは、とんだオマヌケさんだぜぇ！」

  


  [image: ]


  
    「えええ」


    　いかん、完全に食い逃げ犯タマキだと認識されている。


    「き、聞いてください！　ぼくは無実の他人です！」


    　実際には他人ではないが、そういうことにさせてもらいたかった。


    「ここにきて小細工を弄ろうするとは……言い訳無用！」


    　──天てんち誅ゆう!!


    「うわああ！　待っ、話せばわかる！　せめてコートをアッ──」


    　オリハルコン防具の装備は、紙一重の差で間に合わなかった。
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    　目覚めるとそこは天国……ではなく、船内にある保健室だった。窓際のベッドだったので、船が既にパラディソを出発したことがわかった。


    「おはようございます、ユウキさん」


    　ベッドの脇わきにリリアが座っていた。読書中だったらしく膝ひざ元もとにハードカバー。


    「ああ……おはよう」


    「災難でしたね。世界樹ユグドラシルの花が残っていたので使っておきましたから、怪け我がの方はもう大丈夫だと思います」


    「みたいだね……」


    　寝こんでしまったのは精神的なショックのせいだろうと思う。


    　タマキとアイはまたしても開拓飛行船トリプラヴイマナの反省室に入れられたそうで、リリア以外にユウキを見舞いに来ている人はいなかった。


    　──世界樹の花がなかったら、ぼくの冒険はパラディソで終わっていただろう……。巨竜ヒユージドラゴンを倒しておいて一般人に刺されて死ぬとは、なんとも情けないエンディングだが、現実とはそんなものであるような気もする。


    　なんにせよ、ぼくが死のうが生きようが、まだ見ぬ地平を求めて、開拓飛行船トリプラヴイマナは空を飛ぶ。


    　初っぱなからハードな冒険が続き、これから先どうなることかと不安で仕方がないが、だからといって乗船したことを後悔しても、なにも始まらない。


    　大丈夫。一度は遭そう難なんして死んだと思われた身だ。それでも、ここまで戻って来られたんだ。次の開拓地でも、きっと、なんとかなるさ──。


    



    
      了
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